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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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〝最愛〟のものを見つめるとき、あなたの眼まな差ざしは切なく揺れていた。

　あらゆる花に愛され、すべての花の主であったあなたがふれられなかった、ただひとつの花。

　あの花の前で、あなたはとても臆おく病びようで、愚おろかで、卑ひ怯きようで脆ぜい弱じやくで──なのに狂おしいほどに澄んでいた。

　あなたの愛を求める花たちに、見返りもなくただただ与える一方だったあなたが、唯一魂たましいのすべてで求めたもの。




　ヒカル、

　あなたの、罪──。

　あなたの──〝最愛〟──。













「凌のう霄ぜん花かずらは、浮気な花なんだよ。夏の爽さわやかな青空の下、緑の蔓つるを木や壁かべにしどけなく絡めながら、明るい橙だいだい色の花を咲かせるんだ！　もともと凌霄花は、地面を這はう花だったんだって。けど、あるとき松の木にプロポーズされて、蔦つたを絡ませ寄より添そい、その名の通り霄ソラを凌しのぐように高く咲くようになったんだ。なのに気の多い凌霄花は、たまに杉や檜ひのきに身を寄せたりして、松の木をヤキモキさせたそうだよ」

　授業中。

　しかめ面で携けい帯たい電でん話わを睨にらみ据すえる是これ光みつの頭上で、今日もヒカルはふくよかな甘い声で語っている。

　教きよう壇だんでは、年配の男性教師が英語の授業をしており、間ま延のびした声が眠気を誘う。が、是光の目はとろんとするどころか、ぎらぎら輝き、眉まゆは鋭くつり上がり、頰ほおも引きつっているのだった。




（っっ、いいかげんに──しろよなっ）




　画面に向かって小さく唸うなる。

　苛いら立だちの元は、頭の上でふよふよ浮きながら蘊うん蓄ちくを垂れくさっている友人ではない。そちらはもう慣れた。

　是光をムカつかせているのは、隣となりの席で口をツンと尖とがらせ、ぶすっとした顔で携帯電話をいじっているクラスメイト──式しき部ぶ帆ほの夏かだった。

　帆夏が視線をしっかり前へ向けたまま、硬くこわばった表情で、机の下に隠し持った携帯になめらかに指をすべらせると、是光の携帯が震ふるえる。

（五通目だぞおい）

　げんなりしながらメールを開くと、




『休み時間にいなかったのって、葵あおいの上うえと一緒だったからでしょ』




　と、顔文字つきで書いてあった。

　その前のメールは、

『休み時間、どこ行ってたの？』

　で、さらにその前は、

『休み時間、ずっといなかったね』

　で、さらにその前は、

『顔、真っ赤で猿みたい』

　で、その前は、

『別にっ、関係ないけどっ…………なんかあった？』

　と、えらく遠回しな、つっけんどんな内容ばかりだったのが、今回はじめて葵の名前を直接出されて、ドキッとしたが、

（授業中に、わざわざ訊きくことかよ）

　口をへの字に結んだまま返信をせずにいると、帆夏の眉がぴくりとし、指が動き、また是光の携帯が震えた。

「──っ」

　メールを表示させると、




『葵の上とナニしてたの　』




　さらに直球だった。

「うわぁ、式部さん、テンパってるなー。よっぽど葵さんのこと気になってたんだね。休み時間の間、ずっと悶もん々もんとしてたんじゃないの」

　ヒカルが斜ななめ上からのぞきこんでくる。

（見るな、くそっ）

　少女のように綺き麗れいな顔で、興きよう味みありげに薄笑いされるのもわずらわしくて、片手で隠してメールを打つ。

『別になにもしてねーよっ』

　するとまた、

『けど、今朝、葵の上に告白されてたでしょ』

　帆夏が隣で、唇くちびるをきゅっと嚙かみしめる。




（告白って──あれはそーゆーんじゃ……そりゃ、彼氏になってくださいとか、いきなり言われはしたけど……要するにあれは……）




　頭の中でぐるぐる言い訳していたら汗がにじんできた。帆夏は目の下をかすかに赤らめて、硬い表情で黒板を睨んでいる。

　そんなかたくなな顔をされると、ますます喉のどがつまって息苦しくなって、こちらの顔まで引きつってしまう。

（くそっ面めん倒どうくせぇ）

　そこからあとは、携帯のボタンをひたすらぷちぷち押し続けた。

『あれは、告白なんかじゃねーって』

『じゃあなに　』

『ちょっと事情があって、一緒に出かけるだけで』

『デート』

『ちげー！』

『うそ、デートでしょう』

『ちげーったら、ちげー』

　見かねたヒカルが、遠えん慮りよがちに言う。

「あのさー、是光。そんなに歯を食いしばってムキにならないで、式部さんを安心させるような返事をしてあげたらどう？　たとえばハシバミの花言葉は『仲直り』だよ。ラベンダーは『許し合う心』。カーネーションの『あなたの愛を信じています』なんていうのもいいね。そんな風に花言葉を盛り込みながら、優しく紳しん士し的てきに」

（うるせー、黙ってろ！　花フェチ幽ゆう霊れい）

　心の中で叫びながら、また『ちげーっつってんだろ』と、返信をする。

　結局、その授業が終わるまで不毛なメール交こう換かんは続き、最後は、

『なによ！　心配してあげてるのに！

　もう知らない！　一生メールすんな』

『そいつは、こっちの台詞せりふだぜ！』

　と売り言葉に買い言葉で終了した。

　休み時間になるなり、是光は舌打ちして席を立ち、帆夏も思いきりツーンと横を向いたのだった。





　　　　◇　◇　◇






「ったく、これだから女は！　なんで俺が、ねちねち責めらんなきゃなんねーんだっ」

　廊ろう下かを歩きながら、不満を吐き捨てる。

　ただでさえ赤い髪かみと鋭い目つきから、不良だの番長だのと言われて避さけられているのに、こめかみをひくつかせて背中を丸めて前まえ屈かがみで歩く姿は、不ふ機き嫌げんな野良犬のようで、一般の生徒たちがそそくさと道を開ける。

　横でヒカルが、やんわりと、

「そんな風に言ったら式部さんが気の毒だよ。せっかくきみとプールへ行く約束をしていい雰ふん囲い気きだったところへ、葵さんが来て、『わたしの彼氏になってください』なんて言うのを聞いちゃったんだもの。平静じゃいられないよ」

「うっ」

　思わず声をつまらせる。

　確かに……。今朝、葵が現れて爆弾発言をするまで、帆夏となんとなくその……いい雰囲気だったのだ。

　帆夏は目をつり上げてもいなければ、唇を尖らせてもおらず、恥ずかしそうに頰をちょっとだけ赤らめて、

『プール、行こうね』

　と、ささやいた。

　是光も腹のあたりがむずむずして照れくさいけれど、甘あま酸ずっぱいような、あたたかいような気持ちで、

『おう』

　と、答えたのだ。

　なのに、葵がえらく青ざめた顔でやってきて、ありえないことを言い出して……いや、それはちゃんと事情があったのだが。

　その事情がまたやっかいで──。

「あー……ゔー……その、なんだ」

　首が急にがちがちにこわばり、横目でじぃーっとヒカルを見る。

　ヒカルは大人びた顔つきで、

「式部さんみたいに美人で足が綺麗で性格もいい子が、ヤキモチを焼いてくれるなんて、すごいラッキーなんだから、あまり邪じや険けんにしちゃダメだよ」

　などと言っている。

　廊下の窓から射し込む透明な光が、ヒカルの白い顔をやわらかく彩り、薄茶色の髪が金色に透すきとおっている。優しげな横顔に翳かげりはなく、口調も目つきも、どこまでもおだやかで──。

「お、おまえは……っ、式部と違って、平静なんだな」

　探るように、ぼそりとつぶやく。

　朝の一件以来、帆夏が不機嫌なのにも手を焼いていたが、ヒカルの反応にも胸がもやもやしていた。

　なんでこいつ、こんな涼しい顔してんだ。

「おまえ、俺に、言いたいことがあるんじゃねーのか」

「え？」

　ヒカルが首をかしげる。

　是光はますます息苦しくなり、唸るような低い声で、

「っっ……葵のことだよっ！　いいのかよ」

（くそっ、こいつ、わざととぼけてんじゃねーだろうな）

　そんな疑ぎ念ねんがわいてしまう。




　──赤あか城ぎくんっ、わたしの彼氏になってください。




　ヒカルの婚約者だった葵に、思い詰めた目でそんな風に言われたとき、是光はすっかり仰ぎよう天てんし、

「ここじゃマズイから……っ、あとでゆっくり話をきくからっ」

　と、上うわ擦ずった声で言うのが精一杯だった。

　帆夏がショックを受けているような顔でこちらを見ていて、それも気になって、汗をかきっぱなしだった。

　そのあと、休み時間に美術室で、葵の話を聞いた。葵は膝ひざをぴったりそろえて椅い子すに座り、困ったように恥ずかしそうに、もじもじしていた。

「しーこちゃんを捜すのに、久く世ぜさんのことを、お父様や親しん戚せきのおじ様たちにうかがったときに、わたしのお友達と久世さんのご子息にご縁えん談だんがあって……と申し上げたのがいけなかったみたいなんです……。お父様たちは、わたしもそういったことに興味が出てきたのだと思い込んでしまって、お見合いのお話を次々持ってこられて──」

　華きや奢しやな体を、ますます小さく縮ちぢめてうつむく。

「ヒカルが亡くなったばかりなのに、こんなにすぐに新しいかたとなんて、考えられません。けど、お父様たちは、ヒカルのことを忘れるためにも早いほうがよいとおっしゃって……それで、わたしつい、言ってしまったんです」

　閉じた膝がもじもじ揺れ、頰を赤らめる。そうしてうつむいたまま、蚊かの鳴くような声でささやいた。

「……おつきあいしているかたが、いますって」

「へ？」

「ヒカルのお友達で、ヒカルが亡くなったあと、わたしのことを慰なぐさめてくださって、とってもいいかたで、ヒカルの思い出を語りあううちに、自然にそういうことになったんですって……す、すみませんっ！」

「って、おい！」

　葵は首筋や耳まで赤くして、頭を下げた。

「他に男のかたが思いつかなくて。つい赤城くんのことを。でもっ、そうしたらお父様たちが、赤城くんに会いたいと言い出して。わたし、朝あさちゃんにバレたら赤城くんに迷めい惑わくがかかるから、こっそりおつきあいしているんです、学校でも人前ではお話しもできないんですって、いろいろ言い訳したんですけど、やっぱりきいていただけなくて……朝ちゃんには内ない緒しよにしておいてあげるから、とにかく一度赤城くんを連れてきなさいと、そればかりで」

　垂れ下がったさらさらの黒髪が、力なく揺れている。

　あんまり葵が恐きよう縮しゆくしているので、是光まで申し訳なくなるほどだった。

　話自体は、とんでもない。

　お嬢じよう様さまの葵と、野良犬みたいな自分がつきあっているなんてありえない。ましてや葵はヒカルが特別に大事にしていた女だ。

　友人の彼女とどうにかなるなんて、最悪だ。ましてやその友人が、常にそばにはりついている状態で。

（けど、葵に見合いが持ち込まれたのは、俺がしーこのことで協力を頼んだからみてーだし）

　子供の頃からヒカル一筋だった葵が、すぐに他の男と婚約なんてできないと訴うつたえる気持ちも、痛いほど理解できる。

　是光も、初めて好きになった夕ゆ雨うを見送ったばかりで、他の女とつきあうなんて無理だと思ったし。

　なので、

「一度だけでいいんです。今週の園遊会で、わ……わたしの彼氏のふりをしていただけませんか。園遊会といっても気楽な立食パーティーで、赤城くんはわたしの隣にいて、お好きなお料理を召めし上あがっていてくださるだけでかまいません。どうかお願いします」

　と、泣き出しそうな顔で懇こん願がんされて、

「わかった」

　と、引き受けてしまったのだった。

　ヒカルは反対もしなければ、うろたえもせず、仕方ないなーとでも言いたげな静かな表情で、是光たちを黙って見ていた。




「なんで、あのとき、なんも言わなかったんだよっ。俺、恋れん愛あい沙ざ汰たっつーか、そっち方面さっぱりわかんねーけど、普通、嫌じゃねーのか？　自分の婚約者が、他の男と恋人になるなんてさ。いくら事情があって、ちょっとフリするだけっつってもさ。許せねーとか、ぶっ殺すとか、呪のろうぞ、とか」

　人の流れが途と絶だえた廊下の隅すみで、ヒカルを思いきり睨みつけながら、焦じれ焦じれしていた気持ちをぶちまける。

「いいや。葵さん、困っているみたいだったし。ぼくも、是光が彼氏のふりをしてくれるのが、一番いいかなって」

　爽やかに澄んだ声でヒカルが答える。

　秀しゆう麗れいな顔には、清すが々すがしい笑みまで浮かんでいる。

（焦あせったり、わめいたりしねーのか、こいつは！）

　葵の彼氏役を引き受けることに後ろめたさを感じている自分が、バカみたいではないか。ヒカルに恨うらまれたいわけではもちろんない。けど、こうまでさっぱりすっきりした態度でいられると、ムカついてしまう。

　しかめっ面で唸っている是光に、ヒカルは聖者のように清らかな瞳で、

「ぼくは葵さんが、ぼく一人を想い続けて一生独身でいればいいなんて思っていないし、いつかは葵さんのことを心から愛してくれる相手と結ばれてほしいと、心から願っているよ。ぼくより顔がよくて、ぼくより声が綺麗で、ぼくより会話が軽妙で、ぼくより女の子の好きなものを熟じゆく知ちしていて、ぼくより花言葉をたくさん知っていて、ぼくよりキスがうまくて、ぼくより上じよう手ずに葵さんをエスコートできる相手なら」

「それ許してねーだろっっ！　てか、そんなやついるか！」

　即座に突っ込む。

　男のくせに花言葉に詳しい時点で、せいぜい千人に一人だ。少数派すぎだ。

　ヒカルはさらに、きらきらと微笑ほほえんで、

「恋人といってもフリだもの。全然気にしてないよ。けど、あまりべったりしすぎると葵さんが緊きん張ちようしちゃうから、やりすぎないようにね」

　と、アドバイス（？）した。

　……どうやら、少しは気にしているらしい。

　ホッとして息を吐く。

（本当に、こいつってなに考えてんのか、わかりやすそうでわかりにくいっつーか、能天気そうに見えて意外と根暗っつーか……まぁ、この若さで幽霊やってりゃ、いろいろ悩みもあるだろうし、大変なんだろうけどよ）

　その幽霊に取とり憑つかれている我が身と比べながら、心の中でつぶやいてみたりする。

「それに、是光があんまり葵さんと仲良くなったら、式部さんがますますヤキモチやいちゃうしね」

「っっ──それは今、関係ねーだろっ」

　ヒカルが、おかしそうに微笑む。

「早めに仲直りしたほうがいいよ。本当にあんな素す敵てきな子、なかなかいないから。是光の前ではちょっと意い地じっ張ぱりで、ツンツンしてるけどね。きみが笑い上じよう戸ごにしてあげるといいよ」

「ば、バカ、なに言ってやがる！　別に？　向こうが勝手に怒ってるだけで、仲直りとか必要ねーし」

「是光も、式部さんと同じくらい意地っ張りだね」

「そのわかってるような、薄笑いはよせっ。鳥肌が」

「はいはい。ちょっと庭で綺麗な花でも見て、熱をさまして行こう。中庭の凌霄花が、ちょうど見頃だし。夾きよう竹ちく桃とうも絹みたいな薄い花びらが重なっていて、素敵だよ。桃の花みたいにあでやかだけど、実は毒があるところが魅み力りよくなんだ。木槿むくげもそろそろ咲いているかな」

「花見なんかしてる時間ねーぞ」

「お願い、ちょっとだけ」

　花好きのヒカルに懇願されて、「ち、仕方ねーな」と中庭へ向かう。

「本当にちょっとだぞ。花が見たきゃ、放課後また来りゃいいんだから」

「うん、ありがとう」

　花が見られることが嬉うれしいのか、にこにこしている。

　ヒカルに取り憑かれてからというもの、この調子で、花見につきあわされている是光だが、こんなに花ばかり見て、よく飽あきないものだと感心する。

　同じ花でも、毎日少しずつ違っているんだよーとヒカルは言うが、ガサツな是光には、そのへんはよくわからない。正直、桃と桜の区別がつくかも怪あやしいレベルで、花は花じゃねーかと、すべてひとくくりに考えてしまう。

　一階の渡り廊下へ出ると、そこから中庭の景色を一望できる。

　ヒカルとはじめて出会ったのも、この場所だった。

　職員室を捜して迷っていたら、柱にほっそりした綺麗な生徒がもたれていた。

　女だと思ったら男で、みんなから恐れられていた是光を少しも怖がらず見つめて、親しげに微笑んで、言ったのだ。




　──今度、赤城くんのクラスに教科書を借りにゆくよ。そのとき、きみに頼みたいことがあるんだ。




　あのとき聞いたふくよかな甘い声が、爽やかな夏の風の中にふっとよみがえり、柱の向こうから、澄んだ瞳をした少女のような少年が顔をのぞかせたような錯さつ覚かくに、一瞬、とらわれる。

　あのとき、中庭には、どんな花が咲いていただろう。

　思い出せない。

　今、中庭の棚からはラッパの形をした橙色の凌霄花がこぼれ落ち、夾竹桃が紅色の薄い花びらを震わせ、中心が赤く色づいた白い木槿が咲さき競きそっている。

「凌霄花の花言葉は、華やかな人生とか、豊かな愛情とか、女らしい──とか言うんだよ。すごく含がん蓄ちくがあるよね」

　晴れやかに語っていたヒカルが、

「あれ？」

　と、怪け訝げんそうな声を出した。

「……下のほう、ずいぶん花が散ってて」

　言われてみると、蔓や木の周りに、花がほとほとと落ちている。花びらもえらく散らばっていて──。

「風が強かったんじゃねぇか？」

「それなら、上のほうの花も落ちるはずだけど……」

　ヒカルがそちらに目を凝こらしながら、気がかりそうにつぶやいたとき。

　風が、急に横から強く吹きつけた。

　とっさに手で目をかばう。

　鋭い光と熱をはらんだ空気が、是光の赤い髪をざわざわと乱す。

　そうして、目を開けたとき──。

　視界が、つややかな紅あかに染まった。

　最初は、花びらかと思った。

　けど、それは花びらのように紅くゆらめく、長い髪だった。

　いつかのヒカルのように、柱の後ろから、一人の生徒が現れる。

　スカートをはいているので、間違いなく女だ。

　いや、豊かな胸も細い腰も、やわらかな体つきも、女以外の何者でもない。

　艶つやを帯びたやわらかそうな紅い髪が、二つの高い丘にはらはらとこぼれ落ち、ゆるく巻いた毛先が腰のあたりで、匂におやかに揺れている。

　顔立ちも髪に劣おとらず華やかで凜りんとしていて、長いまつげが美しく反り返っている。ふっくらした唇に浮かぶ笑みは、強く明るい。

　まるで彼女が現れたことで、その場にまばゆい明りがともり、あでやかな紅くれないの花がいっせいに咲き薫ったかのようだった。

　女の子は花なんだよ、というのはヒカルの口くち癖ぐせだが、目の前に立つ女生徒は、まさに花の中の〝華〟だった。




（この女、いつからいたんだ？　なんで俺の顔見て笑ってんだ？）




　それも、あのときのヒカルのように是光の目を恐れることなくじっと見つめ返して、親しげに、意味ありげに。




「きみ、赤城是光くんでしょう？」


















　聞き取りやすい朗ほがらかな声で名前を呼ばれて、心しん臓ぞうがドキンと跳はねる。

「なんで俺の名前、知ってんだ？」

　女生徒は目を細めて、くすりとした。

「だってきみ、有名だもの」

　この会話も、ヒカルのときと同じだ。

　そのあと、ヒカルはいきなり古典の教科書を貸してくれと言い出して──。

　女生徒が、ゆっくりと近づいてくる。紅い髪がさらさらゆらゆら揺らめいて、長い手足が舞まうように優ゆう雅がに動き、

「はい、これ」

　いきなり目の前に教科書が出現した。

　しかも古典の！

「なっ」

「貸してあげる」

　啞あ然ぜんとする是光に、ふっくらした紅い唇をほころばせて、大人っぽく笑いかけながら、

「放課後、日にち舞ぶ研けんの部室へ返しにきて。わたしはいつもそこにいるから」

「はぁ？　ニチブケンって──おい！」

　背を向け、軽やかに歩き出す女生徒を、焦って呼び止めようとすると、笑顔のまま振り返り、いたずらげな甘い瞳で是光を見つめて言った。




「そのとき、きみに頼みたいコトがあるの」




「！」

　息が、喉で止まる。




　──きみに頼みたいことがあるんだ。




　紅い髪が、揺らめきながら遠ざかる。

　是光は惚ほうけた顔で、それを眺ながめていた。

「是光、チャイムが鳴ったよ。教室へ戻らないと」

　ヒカルの声で我に返る。

「おい！　ヒカル！　あの女、誰だ！　おまえの知り合いなんだろ？」

　でなきゃ、あんなにヒカルと言動がかぶるはずがない。

　教室へ向かって走りながら問いつめると、ヒカルは口元をゆるめた。

「うん、ぼくも驚おどろいちゃったよ。急にあんな風に現れるんだもの。けど珍めずらしいね、是光が女の子に見み惚ほれて、ぼーっとしちゃうなんて」

「ぼーっとはしてねぇ！」

　ただチャイムの音が耳に入らなかっただけで……。

　是光が口の端を不機嫌そうに曲げるのを見て、ヒカルが楽しそうな表情を浮かべる。

「隠すことないよ。男なら誰だれだって、月つ夜や子この魅力に気持ちをかきたてられずにいられないもの」

「ツヤコってのか？　あの女。やっぱてめぇの知り合いか！」

　息を切らして廊下を突っ走る是光に、ヒカルが涼やかな声と瞳で告げた。

「そう。彼女は右う楯だて月夜子──花園で一番美しく誇ほこり高たかい、紅くれないの枝し垂だれ桜だよ」





　　　　◇　◇　◇






　教師が来る直前に教室に駆け込み、自分の席でゼイゼイと肩を大きく上下させる。

　手の中にある古典の教科書をよく見ると、二年生が使用しているものだった。

（いっこ上かよっ、センパイかよっ。つか、二年の教科書借りても、使えねーじゃねーか）

　一体、どういうつもりなのか。

　ふと視線を感じて顔を横へ向けると、帆夏がふくれっ面でこちらを見ていた。

（まだ、怒ってんのかよ）

　ムカッとして、つい睨み返してしまう。

　そうすると唇がさらにツンと尖って、そっぽを向いてしまった。

（～～～～っっ、やっぱり女って面倒くせぇ）

　放課後まで、帆夏とはそんな調子だった。




　そして──。




「なぁ、あの女の頼みってなんだ」

「さぁ、ぼくもちょっと見当がつかないよ。もしかしたら、ただきみと話してみたいだけかもしれない」

「はぁ？　なんだそりゃ」

　ヒカルと小声で会話しながら、四階の廊下をしかめっ面で進んでゆく。

「是光がまだ入院していた頃、月夜子にきみのことよく話していたからさ。早く、きみが登校しないかなぁって。そうしたら友達になって、教科書の貸し借りをするんだって」

　ふくよかな甘い声でそんなことを言われて、是光は顔がちょっとだけ熱くなってしまった。

　ぎくしゃくと話をそらす。

「つーかよ、日舞って、着物で踊おどるやつか」

「うん、月夜子が所しよ属ぞくしているのは君きみ影かげ流りゆうっていって、最近テレビなんかでも話題になっている新しん興こうの流派で、月夜子は十五歳で名な取とりになったんだよ」

「それ、すげーのか」

「すごいよ。もっと若くに名取りになる人もいるけど、月夜子の踊りは特別だ。紅の花びらが天から降りしきるように、それは優雅にあでやかに舞うんだよ」

　ヒカルが目を生き生きと輝かせ、自分のことのように誇らしげに語る。が、芸術方面に疎うとくテレビも滅めつ多たに見ない是光には、ピンとこない。

　やがて、『日舞研究会』と書かれたプレートがある教室へ辿たどり着ついた。

　ノックすると、

「どうぞ」

　耳通りのよい朗らかな声が、返ってきた。

　ドアを開ける。

　中は思ったよりも広く、真ん中に八畳じようほど畳たたみが敷しき詰つめられていた。

　が。

「うぉっ！」

　月夜子が、白い襦じゆ袢ばんの上に、涼しげな水色の着物をひっかけた状態で現れたので、是光はのけぞった。

　すんなりした白い首筋と、薄い襦袢を押し上げるふくよかな胸元がなまめかしい。

「ちょうど着替えていたところだったの。部員はわたし一人だから、肩の力を抜いて楽にしてて」

　こっちは頰を赤らめ必死に視線をそらしているというのに、月夜子のほうはこれっぽっちも恥じらうことなく、流れるような手さばきで着付けてゆく。

　あでやかな薄紅色の帯を、きゅっと結び、髪をうなじの横のほうで軽くひとつにまとめ、着替えが終わるまで、是光は部屋の隅で、壁のほうを向いたまま両手を握って突っ立っていた。

　月夜子がおかしそうにくすりとする。

「どうせ襦袢をつけていて見えないんだから、気にすることないのに。見かけによらず紳士なのね、赤城くん」

（それは、俺の見かけが変態の強ごう姦かん魔まってことか）

　口をへの字に曲げる是光に、

「どうぞ、座って」

　と、自分も畳に正座し、白い手で優雅に差ししめす。

　動きのひとつひとつがゆったりしていて、女性らしいやわらかさがあるのは、踊りをやっているせいだろうか。

　警けい戒かいしているのにもかかわらず、つい見惚れてしまう。

　向こうがきちんと正座しているので、こちらもいつものように胡座あぐらをかくことはためらわれて猫背のままもそもそと膝をそろえ、通つう学がく鞄かばんから古典の教科書を出して、畳の上に置き、そのままずいっと差し出した。

「これ……返すから」

「ふふ、ありがとう」

　月夜子が教科書を胸に抱き、いたずらを成功させた子供のように無む邪じや気きに微笑む。

　そうすると、大人びた美人なのに、急に可か愛わいらしく見えて、ドキッとした。

（バカっ。ちょっと愛あい想そよくされたくらいで、うろたえるな。またヒカルにからかわれるぞ）

　きっと、今も横でにまにましながら、是光の反応を見ているに違いないのだから。

　けど、女に関心のないはずの是光でさえ、月夜子から意味深に見つめられると、腹の下のあたりがむずむずしてくる。

　それは、夕雨の部屋に通っていた頃に感じていた、胸が切なくなるような落ち着かなさとも少し違っていて、もっと単純に顔や体がカァッと熱くなる感じだった。




　──花園で一番美しく誇り高い、紅の枝垂れ桜だよ。




　花なんてどれも同じだと思っていたが、確かにこの華は別格のようだ。

　鼓こ動どうが速くなっていることをさとられないように、頰をぐっと引きしめ、ぶっきらぼうに尋ねる。

「……頼みってなんだ」

　月夜子がにこやかに言う。

「赤城くんに、わたしの恋人になってほしいの」

「は！」

　丸まっていた背中が驚きのあまりピンと伸び、そのまま後ろにのけぞる。

　恋人になれ、だと！

「うーん。そう来たか」

　横でヒカルがつぶやく。

（そう来たかじゃねー！　なに冷静につぶやいてんだ！）

「あんた、ヒカルの、こ、恋人だったんだろ！」

「ええ、わたしはヒカルの花の一人よ。恋人というより共犯者──愛人、かしら」

　背筋を伸ばしたまま、にこやかに月夜子が答える。

　是光は汗が出てきた。

（愛人とか、高校生が言うなーっ）

「と、とにかく、ヒカルとつきあってたわけだよな？　なら、その友達に、いきなり恋人になれってマズイだろ。ヒカルが哀かなしむぞ」

「ぼくは、月夜子が是光を気に入ったのなら、別にかまわないけど」

（おまえは黙ってろ！）

「ヒカルは、わたしが誰とつきあっても応おう援えんしてくれるはずよ。だってわたしも今までそうしてきたもの、恋する気持ちは自由なものでしょう」

「あんたもなに言ってんだ！」

「それにほら、わたしって美人だし、異性をふらっとさせるフェロモンが出てるし」

「だからどうした！」

　自分で美人って言うなっ。まぁ実際美人だし、フェロモンもその、出てるんだろうが。

「ヒカルが死んでフリーになってから、毎日、誰かしらに言い寄られて、うっとうしくて仕方がないの。女の子でモテすぎるって、危険も多くて大変なのよ。赤城くんみたいに目つきの悪くてヤンキーっぽい──ううん、迫力のある顔立ちの子がそばにいてくれたら虫むし除よけ効果抜ばつ群ぐんなんだけど」

「本音はそれかよ！」

　それは恋人ではなく、番犬だ。いや、殺虫剤だ。

「うんっ、是光が横で睨みをきかせていたら、たいがいの男子はびびって寄ってこないよね」

（おまえも嬉うれしそうに納なつ得とくすんなー）

「まぁ、恋人になってというのは、冗じよう談だんだけど」

「けろっと認めんな！　てか、そーゆー冗談はよせ」

「ごめんなさい。赤城くんの反応が面白いから、ついからかってみたくなっちゃって」

　月夜子が、ころころ笑う。

「その気持ち、わかるよ」

　ヒカルがうなずく。

（だから、おまえも納得すんなー）

　頭から湯ゆ気げを噴ふきそうだった。これ以上、つきあってられねーと立ち上がる。

「つまり用はねーんだな。なら帰るぜ」

「待って」

　月夜子の声が、急に切せつ羽ぱ詰つまったものになった。

「わたし、本当に困っているの」

　座ったまま是光を見上げる瞳も表情も、それまであざやかで生き生きとしていたのが、急に霞かすみがかかったように淡あわく儚はかなくなる。

　是光も足を止め、少しだけ真顔になった。

「なにか、あったのか？」

「月夜子？」

　ヒカルも心配そうな表情を浮かべる。

　月夜子は自分の両手で、細い肩をぎゅっと抱きしめ、うなだれた。ほつれた紅い髪が、青ざめた頰に乱れかかる。紅い唇が、震えている。

「もう……自分じゃどうしていいのかわからなくて、怖くて……不安で……夜も眠れなくて──」

「おい」

　是光が、慌あわてて畳に膝をつき身を乗り出す。

「このままじゃわたし、ヒカルの大事な花を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてしまうかもしれないっ」

「花？」

「赤城くん……わたしを助けてくれる……？　わたしが、ヒカルが大切に守っていた花をむしらないように、見張っていてくれる？」

「ああ」

　真剣にうなずく。

　すると、月夜子はうつむいたまま、一枚の紙を是光の前に差し出した。

「なら、この入部届にサインをして」













「おかえりなさい！　是これ光みつお兄ちゃん！」

　玄げん関かんの戸を開けて、疲れた声で「ただいま」と言うなり、ぱたぱた足音がし、まっすぐな黒くろ髪かみを頭の上で二つに結んだ女の子と、スマートな白い猫が一緒に現れた。

　先日、赤あか城ぎ家の一員になった紫し織おり子こと、その少し前から赤城家に滞たい在ざいしている猫のこるりだ。

　もともとの飼い主だった夕ゆ雨うが、こるりは耳が悪いと言っていたが、是光が帰ってくると、どこからかふいっと姿を見せる。ひょっとしたら空気の流れとかで人の動きがわかるのかもしれない。姿を見せるだけで、じゃれついてきたりは決してしないクールな猫なのだが、代わりに紫織子がしがみついてきた。

「おかえりなさい、おかえりなさい、おかえりなさい」

「おいこら、おかえりは一回でいいだろ、しーこ」

　前へ進めず是光がひきはがすと、またぎゅっとしがみついてきて、

「だってずぅぅぅぅっと待ってたんだもん。あのねっ、今日の夜ごはん、あたしも小こ晴はるさんを手伝って一緒に作ったんだよ～。鶏とりの南なん蛮ばん漬づけのピリ辛から風ふう味みと、麻マー婆ボー豆どう腐ふと、ナスのおつけものなの。是光お兄ちゃん、辛いのが好きだって聞いたから、唐とう辛がら子しをいっぱい入れたんだよ」

　是光を見上げながら、頰ほおがとろけんばかりの笑顔で言う。

　ついこの前まで、

『バカ犬！』

　と連れん呼こしていたのと、えらい違いだ。

　是光はいまだに戸と惑まどうが、紫織子のほうはすっかり赤城の家にも、是光の家族にもなじんでいる。

「そいつは楽しみだな、けど、しーこも食えなきゃ意味ねーんだぞ。辛さは控ひかえめにしとかねーと、この前カレー食ったときみたいに、鼻と目から水を垂れ流すことになるぞ」

　先日──『あたしも大人のカレーがいい！』と言って、是光たちが食べているのと同じカレーを食べようとして、一ひと波は乱らんあったことを指し摘てきしてやると、とたんに真っ赤になって、是光の胸をぽかぽか叩たたいてきた。

「は、鼻からは流してないもんっ。あれは、ちょっと心構えが足りなかっただけっ。今度は味見しながらつけたしてったから、平気だもんっ。子供扱いしないで、バカァ」

　と、ぷんと横を向き、

「とにかく、すっっっごく美お味いしいんだから、早くお風ふ呂ろに入っちゃって。そのあとごはんだよっ」

　と、言って、またぱたぱた台所へ走っていったのだった。

　そのやりとりを、こるりが瑠る璃り色の瞳でそっけなく見守っていた。

　そしてヒカルも、

「しーこは、すっかり元気になったみたいだね」

　おだやかな優しい声でつぶやく。

「ああ。元気すぎるぐらいだ」

「お兄ちゃんは大変だ」

「からかうな」

「けど、きっと是光がそばにいてくれたから、しーこはあそこまで元気になれたんだよ」

「ば、バカ、しんみり言うな」

「本当にきみは、褒ほめられるのが苦手だね、是光」

　ヒカルにくすくす笑われて、是光はむすっとしてしまった。悪人面のまま、風呂場へ向かう。

「で──？」

　脱衣所でシャツを脱ぎ、洗せん濯たく機きに放り込みながら、ぼそりと尋たずねる。

「次の、おまえの〝心残り〟は、月つ夜や子こってことでいいんだな」

　洗面台の鏡に映っているのは、頰をすっと引きしめた是光だけだ。

　背中からひどく真剣な声で、

「うん」

　と返ってくる。

　部室での月夜子とのやりとりを、思い返す。




　──赤城くんに、日にち舞ぶ研けんに入部してほしいの。それがわたしの〝お願い〟よ。




　と、月夜子は言った。

　震ふるえていたことも、青ざめていたことも、演技だったとしか思えない、いたずらっぽい表情で。




　──いくら同好会とはいっても、部員がわたし一人なのはさすがに問題らしくて、部員を増やさないと、この部へ屋やを明け渡さないといけなくなっちゃったの。必死に抵抗したのだけど、わたし、生徒会長の朝あさ衣いさんに嫌われているから。




　──それに、赤城くんが部員になってくれたら、他の男子への牽けん制せいにもなるでしょう？　さっきも言ったけど、最近はストーカーっぽい子も多くて、まいっているの。




　──だから、ね、お願い。わたしを助けると思って、日舞研に入部してちょうだい。でないとわたし、活動場所がなくなるかもしれないという不安と、ストーカーへの恐怖からストレスをため込んで、なにをしでかすかわからないわ。今日なんて、中庭の花をむしっちゃったのよ。どれもヒカルが大切にしていた花だったのに……。




　ヒカルが、中庭の花の散りかたが不自然だとぼやいていたのは、気のせいではなかったのだ。

　月夜子の声も表情も、やっぱり軽やかで明るくて、冗じよう談だんを言っているようにも聞こえた。

　が、花をむしったという告白に、じっと耳を傾かたむけるヒカルの表情は、暗く重く、最後は真ま面じ目めな声で言ったのだった。

　入部してくれないか、是光──と。

　なので是光も、

『仮ってことなら……』

　と、答えたのだ。




「月夜子はこれまで、言い寄ってくる相手を上じよう手ずにあしらってきたし、高等部に進学して日舞研究会を立ち上げてからも、一人でも立りつ派ぱに活動してきた。簡単に他人に頼るような人じゃないんだ」

　熱い湯船につかる是光の上で、ふわふわした白い湯ゆ気げに包まれて、ヒカルが静かに語る。

「右う楯だて月夜子は──春の朧おぼろ月づきの下で揺れる紅くれないの枝し垂だれ桜みたいに、あでやかで誇ほこり高たかい女性なんだよ」

　つぶやく声は凜りんとして誇らしげで、瞳が優しくうるむ。

「春の夜空に浮かぶ霞かすむような月を、朧月と言うんだ。強く照りつけるわけでもなく、かといって翳かげるわけでもない──幻まぼろしのように淡あわく輝く比ひ類るいなき月──。

　平安時代の歌人大おお江えの千ち里さとが、春の朧月夜に勝る景色はないって歌に詠よんでいるけれど、まさにそのとおりだよ。そんな霞むような月明かりの中に浮かび上がる紅の枝垂れ桜の美しさを、きみも想像してみてよ、是光。

　あわあわとした月の光を、紅色の薄い花びらが吸い込んで、ほのかに輝いているんだ。それが、自らの美しさを誇るように風に揺らめくんだよ。この花園の女王は自分だって主張しているみたいにね。幹みきはしっかりと大地に根をおろし力強く揺るがないのに、枝は女らしくしなるんだ。それでいて高貴さを失わない──月夜子は、そんな花だ」

　ヒカルの声や表情が、どんどんうっとりしてゆき、瞳が甘く輝き出す。まるで自分のことのように、どこまでも誇らしげだった。

　それから、急に不安そうな表情になり、是光のほうを見て訴える。

「やっぱり月夜子が、今きみを同好会に入れようとするのは、おかしい。朝ちゃんに部室を取り上げられそうっていうのが本当だったとしても、月夜子らしくない。なにがあったんだろう」

　ヒカルの眼まな差ざしは険けわしいほどに真剣で、花の話ばっかりしている軟なん弱じやくな少年の面おも影かげはまるでない。

（こいつのことだから、生きてるときも、こんな調子で女の心配ばっかしてたんだろうな……。疲れるだろ、それ……）

　けど、ヒカルが女の子たちに寄せる想いの深さを、是光はさんざん見てきた。葵あおいのことも夕雨のことも紫織子のことも、ヒカルは心の底から大切にし、約束を守ろうとしていた。

　だからきっと、あの所作が美しく、笑顔が朗ほがらかな上級生のことも、心配でたまらないのだろう。

「ったく仕方ねーな」

　湯気の中でぼやく。

「どうせ部活もやってねーし、放課後は暇ひまだし」

　ヒカルの顔が、ぱっと明るくなる。

「ありがとう、是光！　きみが月夜子についててくれるなら安心だ」

　信頼に満ちた瞳で見つめられると、背中が痒かゆくなってしまう。

「けどよ、葵のほうもあるし、一度に二人の女の相手をするなんて、頭混乱しそーだぜ、くそっ」

　女が苦手な自分で務まるのか？　それに帆ほの夏かに知られたら、二股の浮気男と言われかねない。

　するとヒカルは、お上品に、にっこりした。

「大丈夫、この二ヶ月で、女の子に対するきみのスキルは、相当上がってるはずだよ。なんたってハーレム皇おう子じのぼくが、直接レクチャーをしてるんだもの」

「自じ慢まん気げに言うな！　おまえ、花の蘊うん蓄ちく垂れ流してるだけじゃねーか」

　思わず湯船の中で立ち上がって指差したとき、浴室の戸ががらっと開いた。

「もーっ、是光お兄ちゃん、いつまでお風呂入ってるの！　ごはんの用意とっくにできてるよー！」

　紫織子が待ちきれないというように、ぷんと頰をふくらませる。

「わ！　急に入ってくんな！」

　慌あわてて、お湯の中にしゃがみ込むと、

「ふーんだ。もうとっくに見ちゃってるよ。あたしの携けい帯たいに、是光お兄ちゃんの恥ずかしい写真が入ってるもんね」

「って、はじめて会ったときのアレ、まだ消してなかったのか！　おい、しーこ！　携帯とメモリをよこせ！」

「やだよー。それより早く来てね。でないと、こるりにも見せちゃうよ」

　いや、こるりに見せるのは別にいいんだが。小学四年生の女児の携帯に、そんなもんが保存されていること自体、大問題で。

「しーこ！　待て！　くそぉ、これだからガキでも女は！」

　あわただしく湯船からあがり、バスタオルを腰に巻き付けただけの格かつ好こうで紫織子を追いかけ、小晴に、

「是光！　破は廉れん恥ちな格好で、うろうろすんじゃねーよ！　うちには小さい女の子がいるんだからね」

　と、丸めた新聞紙で、ぼかりとやられた。

　なんで俺が……！　と奥歯を嚙かみしめる是光を天てん井じようから見おろすヒカルは、綺き麗れいな苦笑いを浮かべていた。

「……うーん、女の子の扱いかた、やっぱりもうちょっとだけ勉強が必要かも」





　　　　◇　◇　◇






　翌日、放課後。

「やべっ、掃そう除じ当番で、遅れちまったぜ」

　鞄かばんを肩で持ち、四階の廊ろう下かを走ってゆく。

「みんな、是光のこと怖がってサボって帰っちゃったからねー。なのに律りち儀ぎに一人で掃除してるんだもの」

「仕方ねーだろ、俺しかいねーんだし」

　渋い顔で言い、『日舞研究会』とプレートのかかったドアを開けようとして、手を止める。

（また、昨日みたいに着替えてる最中だったら、マズイよな）

　ノックしてみる。

　が、返事がない。

「おーい、入るぞ」

　声をかけて、緊きん張ちようしながらドアを引くと、すぐ前に着物姿の月夜子が立っていた。今日は、薄い桃色に紅の花を散らした着物に身を包んでいる。襟えり元もとと帯は濃い紅だ。

　昨日と同じようにあでやかな装いで、けれど、うなじの横で結んだ髪が少し乱れていて、目が赤くて頰に涙のあとがあった。

（げ、ひょっとして泣いていたのか？）

　女の涙に是光は弱い。

　いきなり動どう悸きが速くなる。

（俺が遅れたからか？　それともストーカーが出やがったのか？　あの話、本当だったのか？）

　ヒカルも心配そうに、細い眉まゆを寄せる。

　是光がどう声をかけたらいいか迷っていると、月夜子が一転して晴れやかに笑った。

　紅の桜の花が一斉に咲さき匂におい、風の中で舞い上がったような、笑みだった。




「よかった。きみが来てくれて」




　朗らかな声で、心から嬉うれしそうに言う。

　是光はまた焦あせってしまった。

　月夜子は、すっかり昨日の月夜子に戻っていて、へどもどする是光の手を優しくとって中へ招き入れ、お姉さんぽい口調で言った。

「じゃあ、はじめましょうか」

「へ？」




「赤城くん、また背中が曲がってるわ。背筋だけじゃなく、首の後ろを全部伸ばすつもりで。足の裏はしっかり畳たたみにつけて。ほら、かかとを上げちゃダメ。腋わきの下は握りこぶし二つ分、離して。そこで頭を回す──顔全体で回しちゃダメ。頭だけ、ゆっくり丁てい寧ねいに回すの。はい、最初からもう一回」

　畳の部屋に、月夜子の朗らかな声と、是光のハァハァという息切れが響ひびいている。

「まだやんのかよー！　もう一時間も同じこと繰くり返かえしてるじゃねーか」

「基礎は大事よ。それはスポーツも勉強も踊おどりも一緒です」

　月夜子がきっぱり告げる。

　仮入部でよければと言ったものの、まさかいきなり座り方の基礎やらお辞じ儀ぎの基礎やら立ち方の基礎やらを、叩き込まれるとは思わなかった。

　月夜子は、是光の手をとり、首にふれ、歯切れのよい口調でアドバイスし、ときには扇おうぎで是光の肩や手をぴしりと押さえ、

「ほら、肩が下がってる」

「手首は、もうちょっとそらして」

　と、厳しくダメ出しする。

　日に本ほん舞ぶ踊ようなんて、もたもたした軟弱な踊りだと思っていたが、まだ踊りにすらならない時点で、息が上がり汗だくだ。

　対する月夜子は、着物の裾すそを乱すことなく、優ゆう雅がな手つきで、是光の肩や腕にふれ、

「ほら、こうよ」

　と、お手本を見せてくれる。

　ひとつに結んだ紅い髪とたっぷりの袖そでが揺れ、ただ手を上げ下げするだけの動きが、一枚の絵のように目に焼きつく。

　そのたびハッとし、

（すげー）

　と、ひそかに感かん嘆たんしたりも、見み惚ほれたりもした。

　が、月夜子の顔が近づくたび、甘い香りがただようのにはまいった。是光が硬直すると、おかしそうに、

「ちゃーんと首を曲げてね」

　と、頰をそっとなでるのだ。

（くそぉ、ひょっとして遊ばれてんのか、俺）

　歯を食いしばり、ぎくしゃく体を動かす是光を、ヒカルが天井をただよいながら、楽しげに見おろしている。

「きみのこんな可か愛わいらしい姿を式しき部ぶさんが見たら、きっと月夜子に妬やいちゃうね」

（式部は関係ねーだろ！）

　今日も、隣となりの席から不満そうに、こっちをちらちら見ていた帆夏のふくれっつらを思い出し、口が自然にひん曲がる。

　昨日のメールの連れん打だには辟へき易えきしたが、ただ無言で睨にらまれるのも、それはそれで腹が立つし、気になってしまう。

（にやにやしてんじゃねーよ、アホ幽霊）

　天井を睨んでいると、月夜子に首の位置を、ぐぎっと直された。

「こら、ここは月の目じゃなくて金の目よ、赤城くん」

「金の目？　なんだそりゃ」

「踊っているときの目線の位置よ。月の目は、高く遠くを見つめる目、鈴の目は上うわ目め遣づかい、伏せ目は銀の目。足元を見つめるのは銅の目。金の目は基本の目──正面を強くまっすぐ見つめるの」

　月夜子の両手は是光の頰を挟はさんだままだ。なめらかでほんのりあたたかく、気持ちがいい。

　そのまま顔を月夜子のほうへ向けられて、正面にもろに月夜子の華やかな顔が来て、ドキッとする。

　月夜子が、長いまつげに縁ふち取どられた目を、優しげに細める。

「そう、それが──金の目」

　顔が熱くなって、本当に弱ってしまった。

「てか、いちいちさわんな、月夜子」

「先せん輩ぱい」

　月夜子が、是光の鼻をきゅっと引っ張る。

「年下でわたしを呼び捨てにしていいのは、わたしの恋人だけ。きみは今のところ恋人ではないでしょう？　だから月夜子先輩と呼びなさい」

「……月夜子、せ──センパイっ」

　ぼそぼそつぶやくと、月夜子は笑えみ崩くずれた。

「もう一度、言ってみて」

「せ、センパイっ」

　少し声を張り上げる。

　今まで部活に所しよ属ぞくしたことなんてなかったし、気楽に先輩と呼べるほど親しい相手もいなかった。

　なので照れくさい。顔が火ほ照てる。

　月夜子がますます唇くちびるをほころばせ、目を閉じる。

「もう一度」

「センパイっ！」

　やけくそで叫んでやった。

「もういち──」

「もういいだろ！」

　息を切らしながらわめくと、月夜子は目を開けて、楽しそうに、おかしそうに、くすくす笑った。

「うん、合格。それにしても、硬こう派はな男の子に、ぶっきらぼうにセンパイって呼ばれるのって、こんなに気持ちがいいものだったのね。クセになりそうよ。これからも、どんどんセンパイって呼んでね」

「っっ」

　そんなに期待されたら、呼びにくいだろうが。

　ヒカルが笑いをこらえている。

「ぼくもきみに、センパイって呼んでもらおうかな。それとも、ぼくにセンパイって呼ばれたい？　是光センパイ」

（よせ、バカっ）

「また、月の目になってる。何故そんなに天井を気にしているの？」

「い、いや、蝿はえが飛んでて……」

　もごもごとつぶやきヒカルから目をそらす。

「集中力が途と切ぎれてきているのかしら。そろそろ休きゆう憩けいにしましょうか」

「おう」

「待ってて。冷たい緑茶を淹いれてあげるわ」

　主人に『待て』と言われた犬のように、畳の上にかしこまって正座してしまう。

　月夜子は電気ポットでお湯を沸わかし、クーラーボックスから氷を出し、手早くアイス緑茶を作って、取っ手のついたガラスの器に注そそいで持って来た。薄く切った栗くり蒸むし羊よう羹かんも一緒だ。

　氷でほどよく冷えた緑茶は、涼しい香りを放ちながら、渇いた喉のどを心地ここちよくすべってゆく。栗蒸し羊羹も甘さ控えめで、甘いものが苦手な是光にも美味しく感じられた。

　ヒカルはのんびりと宙をただよい、是光の向かい側では、月夜子が優雅な手つきでお茶を飲んでいる。

「ねぇ、赤城くんとヒカルは、どんな風に友達になったの？　ヒカルは赤城くんに教科書を借りに行った？」

　月夜子が、興きよう味みありげに尋ねてきた。

「いや、古典の教科書貸してくれって言われたけど、その日、古典の授業なかったし」

「あら、調査不足ね。あんなに赤城くんと友達になりたがっていたのだから、そのくらい調べておけばいいのに。きっと待たい望ぼうの赤城くんに会えて、舞い上がっちゃったのね」

　是光とヒカルが、同時に赤面する。

「それで？　ヒカルはどうしたの？」

「頼みたいことがあるから、教室へ行くって言ったくせに、なかなか来なくて。なのに、そのあとしつこく声をかけてきて、トイレの中までまとわりつかれて、追い払っても離れなくて」

「是光、間違ってないけど、その言いかただとぼくがストーカーみたく聞こえるから」

「やだ、トイレまでついてきたの？」

　月夜子は吹き出し、そのままおかしそうに、ころころ笑う。

「それで根負けしたっつーか」

　そう言うと、また笑って、

「本当にヒカルは、赤城くんのことが気に入っていたのね。もしかしたら、この髪のせいかもしれないわね」

　ゆっくりと手を伸ばし、是光の前髪をつまんでみせる。

　その仕し草ぐさにドキッとしながら、

「髪？」

　ぎこちなく聞き返すと、幸せな夢を見ているような甘い瞳になった。

「そうよ。ヒカルが、わたしに声をかけてくれたのも、わたしの髪に一ひと目め惚ぼれしたからだって言ってたわ。紅の枝垂れ桜のように美しい髪だって──」

　紅い唇が、うっとりとほころぶ。

「それまで、どうして黒髪に生まれなかったんだろうって、いじけていたけれど、ヒカルはわたしのこの髪を美しいと言ってくれたわ。そうして、この髪に何度も口づけてくれた。この部屋でも……」

　微笑ほほえんだまま、まつげを伏せる。なにを思い出しているのか、頰がうっすらと染まっている。

　それが、やけになまめかしくて、綺麗で、

（お、おい、この部屋でなにしてたんだ）

　急に汗がにじんでくる。

　ヒカルが意味ありげな甘い笑みを月夜子に向けているのが、鼓こ動どうをますます加速させる。まるで、居い間まで家族とテレビを見ていたら、突然お色気シーンがはじまってしまったような気分だ。

　月夜子は、幸せそうに唇をほころばせていたが、その表情がだんだん暗くなり、切なげなものに変わっていった。

　それもまた見てはいけないものを見てしまったような気がして、胸がズキッとした。

（そういえば……俺が来たとき、泣いてたみたいだった……）

「あのさ」

　もぞもぞしながら、つぶやく。

「今日、なんかあったのか」

「え」

「俺が来たとき、泣いてただろ」

　月夜子の瞳が揺れる。

　困っているような表情を浮かべて、わずかに沈黙したあと、にこっと笑って、是光の両手をつかんで立ち上がった。

「赤城くん、これからわたしとデートしない？」

「はぁ？」

「ヒカルの秘密を教えてあげる」

　この言葉に、ヒカルがうろたえる。

「え、なにそれ、月夜子」

「ほら、行きましょう」

　あたふたする是光の腕に、やわらかな腕をからめ、楽しそうに歩き出す。

「なっ、どこ行くんだ、こら！」

「月夜子、秘密ってなに！　是光にぼくのなにを暴ばく露ろする気？」

　二人で訴うつたえるが、月夜子はにこにこしている。

「硬くならないで。初日は健全コースだから」

「よせー。はなせー」

「月夜子、寮りようでのことは内ない緒しよにしておいてよねっ。それと文化祭の時のことも、苫とま小こ牧まいのスキー場のゴンドラでのことも、帝王ホテルのプールでのこともっっ……是光は頭が硬いから」

　聞こえないとわかっているはずなのに、ヒカルが手をあわせて懇こん願がんしている。

　是光も、しっかり絡みついている腕を振り払って逃走したいが、相手はこれまでわたりあってきた強こわ面もてのヤンキーではなく、細くてやわらかな女性で、しかも〝先輩〟である。下へ手たに突き飛ばして怪け我がをさせてしまったらと思うと、手足がこわばって動かない。

　校内に残っていた生徒たちは、紅の花を散らしたあでやかな着物姿の月夜子と、目つきの悪い赤い髪の是光のツーショットに、一いち様ように驚おどろきの表情を浮かべた。

「噓うそぉ！　あれって月の宮とヤンキーキングじゃない？」

「どうして月の宮が、新入生のヤンキーと？　月の宮ってヒカルの君の愛人だったんでしょう？」

「赤城って、ロリコンだったんじゃないの？」

「ヤンキーキングが月の宮をオトしたって！　月の宮がヤンキーキングの情じよう婦ふになったって！」

　あちこちからそんな言葉が聞こえてくる。

　月の宮とは、月夜子のことだろうか。

　俺はロリコンでもヤンキーでもねーし、情婦を持った覚えもねー！

　叫びたいが、また凶暴なヤンキーが廊下で暴れたと、尾ひれがつきかねない。

　だが、こんなに好き勝手に噂うわさされては、男の是光より女の月夜子のほうが、ダメージが大きいのではないか。

「おい、センパイ、情婦とか言われてるぞ。はなれたほうが……」

　声をひそめて唸うなると、月夜子は目をちょっと見張って是光を見たあと、やわらかく微笑んだ。

「わたしの心配をしてくれているの？　きみはイイコね。でも平気よ。あれこれ言われるのは慣れているし、気にしないわ」

　凜とした口調で、今度は是光が目を見張ってしまう。

　月夜子はその言葉通り顔を上げ、あでやかな明るい表情を浮かべている。

（逞たくましいじゃねぇか、センパイ）

　と、是光はちょっとまぶしく感じた。

「ほら、見て、赤城くん。あそこの階段で、ヒカルに見とれてぽーっとしちゃった女の子が足を踏み外して落ちそうになっちゃったのよ。ヒカルが抱き留めようとしたけれど、ヒカルもひ弱なものだから、一緒に落っこっちゃって、わたしが救急車を呼んだのよ」

　月夜子が階段を指さし、ころころ笑う。

「あの頃、ヒカルは中等部だったけど、よく高等部の校舎へ遊びに来ていたのよ。あそこの音楽室でヒカルがピアノを弾ひきはじめたら、女の子たちがどんどん集まってきちゃって、ドアが倒れちゃったのよ。ヒカルは『これからは人前で、不用意に楽器を演奏することは慎つつしみます』って、反省文を十枚も書かされて、しょんぼりしてたわ」

　と、またくすくす笑う。

　そんな風に、軽やかな足取りで移動しながら、

「あの調理室の前で、ヒカルはよく女の子たちから、調理実習で作ったおはぎや、筑ちく前ぜん煮にを渡されていたわ。必ず全員分受け取るものだから、冷凍して何日もかけて食べていたのよ」

　とか、

「たまに食べ過ぎでおなかを壊こわしたりしてね、日舞研の畳に転がって、うんうん唸っていたわ。だから、部室にはヒカル専用の胃薬を常備してあったのよ」

　とか、

「バレンタインデーのときなんて、一度に十二箱もチョコレートを食べて、ちょうどそこの窓の前で、鼻血を噴ふいちゃったのよ。窓も床もヒカルの顔も血まみれで、なのに、ティッシュで顔を押さえながら、『これも愛の試し練れんだと思えば、楽しいよ。次は何箱目で鼻血を噴くかと思うとスリリングだね』なんて言うんですもの。おかしくて」

　など、次々ヒカルの秘密（？）を暴露してゆく。

　ヒカルは真っ赤な顔で、

「つ、月夜子。もうよして。ぼくがすごく間抜けに見えるから」

　と宙で悶もだえていた。

　けれど、月夜子はこぼれんばかりの笑顔で、ヒカルの話を続けている。

　これはデートというより、ヒカルの笑える思い出巡りなのでは。

　ヒカルのとぼけたエピソードを披ひ露ろうしながら、月夜子は、ずっと楽しそうにころころ笑っている。

（笑い上じよう戸ごって、こういうのをいうのかな）

　そんな風に考えて、胸がむず痒くなる。ヒカルがよく、是光は無ぶ愛あい想そうだから笑い上戸の女子とつきあうといいんだよ、と言っていた。

　そんな子を、ぼくが見つけてあげると。

　確かに、隣にいる相手が朗らかに楽しそうに笑っていてくれると、こっちまで明るい気持ちになる。たとえ周りから遠巻きにされていても、かまいやしないと思える。

「わたしが、みんなの皇子様でいるのも大変ねって言ったら、ぼくはこの世のすべての花を愛しているだけだよ、なんて甘く微笑みながら言うの。鼻にティッシュがつまっているのに。それで、鼻にティッシュをつめたまま、チョコレートをくれた女の子たちのクラスと特とく徴ちようとフルネームを単語帳に書いて、一いつ生しよう懸けん命めい暗記してるのよ」

「ああー、それ以上思い出さないでっ、しゃべらないでっっ、月夜子」

　ヒカルがこんなに、じたばたしているのを見るのは、はじめてではないだろうか。

　月夜子が語る〝ヒカル〟は、葵の〝ヒカル〟とも夕雨の〝ヒカル〟とも紫織子の〝ヒカル〟とも違っていて、身近に感じられた。

（はっ、おまえ、チョコ食いすぎて鼻血噴いてたのかよ。単語帳めくって、女の名前暗記してたのかよ。ぼくは女の子のことになると、記憶力が十倍増しになるんだなんて、カッコつけて言ってたくせに）

　と、是光もにやにやしてしまった。といっても、笑うのが苦手なため、周りから「ヤンキーキングが邪悪な顔をしているっ」と、ますます引かれてしまったのだが。

「ヒカルは、優しいけれど優ゆう柔じゆう不ふ断だんで、ムードに流されやすくて、どこか抜けていて、気き紛まぐれで甘えん坊で、浮気者で……」

　月夜子が是光のほうへ首をかたむけ、甘く微笑む。

　ひどく優しい──愛いとおしさにあふれた眼差しだった。

「なのにどうして、女の子たちはみんなヒカルに恋をしたのかしらね。ヒカルをあんなに愛さずにいられなかったのかしら。きみはわかる？　赤城くん」

　そのままやわらかな表情で、是光の目を見つめる。

「……さぁ」

　なんだかドキドキしながらつぶやく。

「女の子に必要なものを、ヒカルがくれたからよ」

「必要なもの？」

「甘い言葉や、ときめきや、まっすぐな愛情や、約束──ヒカルはどれも惜しまなかったわ。花にたっぷり水を注ぐように、すべての花を心から愛していた」

　そうなのかもしれない。

　女の子たちが望むものを、ヒカルは全力で与え続けてきた。

　ヒカルの〝約束〟は、どれも彼女たちには必要なものだったのだ。

「センパイも……ヒカルと〝約束〟をしたのか？」

　月夜子がゆっくり目を伏せる。

「ええ、大事な約束を、したわ」

　声に、瞳に、切なさがにじんでゆく。

　ヒカルもまた、ひどく苦しそうな哀かなしそうな表情を浮かべた。

　月夜子が小さな声でつぶやく。

「けど、ヒカルがわたしにくれた約束は……もう、永遠に叶かなわないの」

　是光の心しん臓ぞうも、ぎゅっとしめつけられたとき。

　廊下の角から、二人連れの女子生徒が歩いてきた。




「ほのちゃん、ジェラート食べて帰ろうよ。今日、半額デーだよ」




「賛成。あたし、ビター＆ビターチョコにしよっと」




　是光のクラスの、眼鏡めがねにお下げの級長と、もう一人はさらさらのライトブラウンの髪の、つり目ぎみの少女──式部帆夏だ！

（げっ！）

　是光が目をむくのと同時に、帆夏も息をのむ。

　是光の腕には、月夜子の腕が、今現在もしっかり絡みついている。

　ただでさえつり上がっている帆夏の眉が、さらに上がる。

　それだけではなく、肩もぶるぶる震え出す。

（いや、落ち着け、俺っ！　式部に対して後ろ暗いことはなにもねー。そもそも俺と式部は、ただのクラスメイトで、他の女と一緒にいるとこを見られたからって、焦る必要はこれっぽっちも──）

　心の中で必死にそんな言葉を並べていたとき。

　怒っているようなショックを受けているような顔をしていた帆夏が、上うわ擦ずった声で叫んだ。




「こ、このっ、浮気男ぉぉぉ──……っ！」




　そうして、手に持っていたランチボックス入りの小さなバッグを是光にぶっつけて、背中を向けて走っていってしまった。

「ほ、ほのちゃん、待って！」

　おさげの級長が、帆夏と是光を見比べておろおろしたあと、帆夏を追う。

　月夜子が目を丸くし、「え？　赤城くんの彼女？　噓っ、きみ彼女いたの」と尋ね、ヒカルが「式部さん……タイミングよすぎ」と同情に満ちた声でつぶやき、是光は──。

「浮気なんかしてねーっ、あの暴力女！」

　ずきずきする額ひたいを押さえながら、唸ったのだった。













（あーぅぅぅ！　あたしってば、なにやってんの────っっっ！）

　夜。

　帆ほの夏かは、自分の部屋の机に突っ伏して悶もだえていた。

　すぐ横に、赤紫の携けい帯たい電でん話わが投げ出されている。

　さっきから何度も、是これ光みつへのメッセージを入力しては消し、また入力しては消すという行為を繰くり返かえしていた。

（彼女でもないくせにヤキモチ妬やいて、廊ろう下かの真ん中で叫ぶなんて。みちるも月の宮もいたのに。しかも赤あか城ぎに弁当箱をぶつけて逃走するなんて──あああぁっ、もう、あたしのバカぁぁぁっ）

　机に顔をくっつけたまま、手足をじたじた動かす。

　けど、月の宮と呼ばれる上級生が、是光の腕に白い腕をなまめかしく絡めているのを見たとたん、頭の奥がカァァァァッと熱くなって、冷静ではいられなくなってしまった。

（だって、あの月の宮と、あんな仲良さそうに腕を組んでるなんて、不意打ちすぎだよ）

　月の宮こと右う楯だて月つ夜や子こといったら、葵あおいと並ぶ名門の出身で、日にち舞ぶ界かいのホープとして雑誌で紹介されたこともある超有名人だ。

　流れるような見事な紅い髪かみや、華やかな目鼻立ち、女性らしいやわらかな曲線を描くプロポーションは、ただ存在するだけで周囲の目を引きつける。

　百人にアンケートをとったら、九十九人までは月夜子を、すごい美人と評するだろう。

　帆夏たち普通の女子高生のような、ちょっと美人とか、まぁまぁ美人とか、髪型と化け粧しようを頑がん張ばれば美人、なんて十じつ把ぱ一ひと絡からげな美人とは格が違う。芸能人レベルの──本物の美人だ。

（なんで、あんな超美人が、赤城となんか）

　それでなくても葵とのことが気になっていて、さんざん焦じれ焦じれ悩んだあげく、またしてもネットの恋愛相談の掲けい示じ板ばんに、

『ちょっとだけ気になっているクラスメイトの男子が、お姫様みたいに超可か愛わいい女の子から、彼氏になってくださいと告られました。どうしたらいいですか？


ｂｙほのほの』



　などと、書き込んでしまったというのに。

　普段の帆夏は、ぱーぷる姫というハンドルネームで、甘々の携帯小説を書き、悩める女の子たちの恋愛相談までこなしているというのに。

「そ、そうだ。また掲示板で相談してみよう」

　がばっと体を起こし、藁わらにもすがる思いで、携帯電話のボタンを高速連れん打だする。




『片想い中のクラスメイトの男子に、超美人の上級生が接近中です。

　二人で仲良く腕を組んで校内を歩いているのを見て、浮気男ぉ！　と叫んでしまいました

　彼にウザい女だと思われてしまったでしょうか　

　これから私は、どう対処すればいいのでしょう。


ｂｙほのほの』






　掲示板に送信してから、カァッと赤くなる。

（あたしってば……あたしってば……）

　椅い子すと一緒にぐるぐる回転しながら、

「本当にどうしちゃったのよーっ！」















　と叫ぶ。

「あたしって、そういう面めん倒どうくさいキャラじゃないでしょう！　恋愛の達人のぱーぷる姫でしょう！　頼りになる、さばさばしたお姉さんでしょう。ほのほのってなに？　ああああああああああああっ、もう恥ずかしくて、携帯の画面、見られないぃぃぃぃ」

　もう、是光のことを考えるのはやめよう。

　そうだ、あんな浮気者。葵一ひと筋すじのはずだったのに、引きこもりの女の子にちょっかいを出して、かと思ったら小学生の女の子と噂うわさになるし、今度は美人の上級生だなんて。

「気の多い男なんて、最低なんだからっ」

　けど、右楯月夜子はその美び貌ぼうでも有名だけど、実は悪名も高い。

　平安学園の附ふ属ぞく幼よう稚ち園えんから初等部へ進んだあと、イギリスのお嬢じよう様さま学校へ編入し、そちらでずっと過ごしていたのが、高等部の一年生になっていきなり日本に戻ってきた。

　男絡みのスキャンダルで退校になったらしいとささやかれていて、他にも、日舞研究会の部室で、ヒカルの君と堂々と逢あい引びきしていたとか、ちょっと気に入った男子を自分に夢中にさせて、さんざんもてあそんで、飽あきたら捨てるとか……。その振り方が、笑顔で相手の心しん臓ぞうをぐさっと一突きするようで、容よう赦しやないとか。

（あ、赤城なんて、顔はヤンキーだけど女の子に全然免めん疫えきなくて純情だから、簡単にもてあそばれちゃうよ～～～～）




　翌朝も教室の机で、帆夏は携帯電話を握りしめ、悶もん々もんとしていた。

（どうしよう。月の宮に関かかわるなって、赤城に注意したほうがいい？　けど、またウザくてヤな女だって思われちゃう）

　そこへ是光が、後ろの出入り口から、いつものように背中を少し丸めて顔をしかめて入ってきた。

　帆夏の友人で級長のみちるが、

「お、おはよう、赤城くん」

　と、びくびく声をかける。

「……うす」

　是光もぶっきらぼうに答える。

「赤城くん、今日は一段と眉み間けんに皺しわが寄っていて、人相が悪く──ううん、なんでもないっ」

　みちるがダッシュで自分の席に戻り、是光の足音が、声と同じくらい無ぶ愛あい想そうに近づいてくるのを、帆夏はドキドキしながら聞いていた。

　やがて帆夏のすぐ隣となりで足音が止まり、鞄かばんを机に投げ出す音や、椅子を引く音が続く。

　心臓が何度も跳はね上あがり、口から飛び出しそうだ。

（うぅぅぅ、昨日、なんで月の宮と一緒だったのか聞きたいっ。けどあたし、赤城のことがちょっとＬＩＫＥなだけのクラスメイトって建たて前まえだし、それにもしあのあと部室でエッチなことしたとか、真ま面じ目めな顔で言われちゃったら──ううん、赤城は、簡単に誘ゆう惑わくに乗るようなやつじゃないよ。奏かな井いさんと別れたばかりで、葵の上もいるし。しーこちゃんのお兄ちゃんだし、小学生の妹に顔向けできないようなこと、するはずないよ。でもでもでも、赤城、この前、水着の写真を一緒に見たとき、胸のおっきい子のほうが好きだって言ってた。あたしはせいぜいＣだし、月の宮は脱いだらさらにすごそう）

　二人きりの部屋で、着物姿の月夜子がしどけなく胸元をはだけて、

『ねぇ、帯がゆるんじゃったの……赤城くん、締め直して』

　と、にじりより、是光が真っ赤な顔であたふたしている様子が浮かび、

（いや──っ、赤城にさわらないでぇっ）

　心の中で絶叫したとき。




「おい」




　隣の席に座っていたはずの是光が、帆夏のすぐ脇わきに立っていた。

　ぎょっとする帆夏の前に、昨日帆夏が投げつけたランチボックスの入った小さな手て提さげ袋ぶくろを置く。

「忘れ物だ」

　是光の表情も声も、えらくむすっとしていて不ふ機き嫌げんそうだった。

　怒っているのだ、当然だ。

「あ、ひ、拾っておいてくれたん……だ」

（なに、とぼけてるのよ。お礼くらい言ったら？　ううん、それより昨日はゴメンナサイって、謝あやまるのが先で──）

「あ、あのねっ」

　帆夏の口から、とげとげしい声が吐き出される。

「クラスメイトとして、ちゅ、忠告しとこうと思って。あんた、友達いないから噂とか疎うといし。昨日、右楯月夜子といちゃついてたでしょ」

　是光の眉まゆが、ぴくりと上がる。

　けど、もう引き返せない。

　机の下に逃げ込みたくなりながら、帆夏は続けた。

「あの人って、学園じゃ月の宮って呼ばれてる有名人だけど、悪い噂もあるんだよ。男遊びがすごくて、飽きたらポイ捨てとか……」

　口の中が苦い。

　喉のども締めつけられているみたいに、苦しい。

（やだっ、こんなこと言いたくないのに）

　こんな汚い言葉、口にしたくない。

　汚い自分を、是光に見せたくない。

「赤城、遊ばれてんじゃないの」

　必死に声を絞り出したとき。

　是光が目を鋭く光らせ、尖とがった声で言った。

「憶おく測そくでそういうこと言うのはよせ。おまえ、そういうやつじゃねーだろ」

　心臓が、ひやりとした。

（あたし、赤城に見み損そこなわれてる）

　今まで、女の子として見られていないことはわかっていた。けど、信頼できる相談相手兼クラスメイトとは思ってもらえていたのに。

　足元から力が抜け、泣きそうな気持ちになり、同時に帆夏の気持ちをてんでわかってない鈍にぶい男に対する怒りも湧わいてきて、

「あ、赤城のせいでしょう……っ！　だいたい、プールへ行く約束だって……あたしのほうが先に」

（そうだよっ、葵の上よりあたしのほうが先に、赤城と約束したのに。赤城、全然忘れちゃってるみたいだし。もともとあたしが強ごう引いんに誘ったから、赤城も仕方なく『おう』って言っただけで、本当はあんまり乗り気じゃなかったのかも。でも、あたしは楽しみにしてたんだよっ）

「おまえ、なに小声で、ごちゃごちゃ言ってんだ。文句があるなら聞こえるようにはっきり言え」

　是光が眉をひそめる。

　色々な感情が喉元までいっぺんにせり上がってきて、帆夏は叫んでいた。

「赤城、あたしが好きだって言ったこと、忘れてるでしょう！」

　口にしたとたん、ハッとする。

　あ、あたし、今、なんて──。

　是光は、口を半開きにしたまま啞あ然ぜんとしている。

　それだけではない。

　朝の挨あい拶さつを交わしていたクラスメイトたちが、ぴたりと沈黙し、お下げに眼鏡めがねの友人も、両手を口元にあてて、のけぞっている。

　教室の中は、シンと静まり返った。

（あああああああああああああ、あたしのバカバカバカバカ）

　目から火を吹きそうなくらい恥ずかしい。

「ち、違うの！　好きって言うのは、そういう好きじゃなくて、鍬くわとか鋤すきのスキでっ、農作業にはやっぱり鋤だよねーとか、機械でなんでもやっちゃうのは邪じや道どうだよねー、直接、大地に触れなくちゃとか、そういう意味で！　だからスキはスキでも、スキの意味が違うのよーっ！」

（もう、死にたい）

　これまで〝頼りになるカッコいい式しき部ぶさん〟で、通してきたのに。

　積み上げてきたものが、がらがらと崩くずれてゆく。

　そのとき。

　くすり……という、やわらかな笑い声がした。

　後ろの出入り口のところに、右楯月夜子が立っている。

　艶つやのある紅い髪が、豊かな胸にさらさらとこぼれおち、腰のあたりでなまめかしく揺らめいている。

　まるで舞ぶ台たいでスポットライトを浴びて立っている女優のようだ。目を奪うばわれるような優ゆう雅がな足運びで、是光のすぐ近くまで来ると、月夜子は目を色っぽく細めて言った。

「庇かばってくれてありがとう、赤城くん」

「なんのことだ」

　是光が照れくさいのか、むっとした顔で答える。

　それを見て、帆夏はますます落ち込んだ。

　月夜子は口元をほころばせ、

「昼休み、部室で練習しない？　って誘いに来たのよ」

　などと言っている。

　練習ってなに？　赤城は日舞研究会に入ったの？　それって月の宮目当て？

　あらためて見ても、月夜子の美人度は群を抜いていて、特に胸のあたりは勝負のしようがない。

（あたし、まるきり意い地じ悪わるなクラスメイト役じゃない）

　いたたまれず、いっそトイレにでも引きこもりたいと唇くちびるを嚙かみしめたとき。

　月夜子が、帆夏のほうへ顔を向けた。

　身み構がまえる帆夏に、親しみのこもった明るい笑顔を見せて、言ったのだった。

「ねぇ、よかったら、あなたも見学に来ない？」





　　　　◇　◇　◇






（なんか、おかしくねーか？　いつのまにこうなった）




　数日後の、放課後──。




　是光は畳たたみの隅すみっこで猫背で胡座あぐらをかき、憮ぶ然ぜんとしていた。

　部室の中央では、紅色の襟えりに水色の着物、紅の帯をまとった月夜子が紅い扇おうぎを手に、優雅に舞っており、それを帆夏とお下げの級長が、ぼーっと見つめている。

「月夜子先せん輩ぱい、素す敵てき……」

「うん、綺き麗れいだねー、ほのちゃん」

　帆夏が目を三角にして、『あの人って有名人だけど、悪い噂もあるんだよ』と言ってきたのは、ほんの数日前だ。

　帆夏らしくない言葉についカチンとして、是光のほうも言い返したりして、あげくに帆夏が大声で爆弾発言をかまして……とにかく、いろいろ大変だった。

　なのに月夜子に、

『あなたも見学に来ない？』

　と誘われて、はじめは唇を尖らせ不機嫌そうな顔で部室へやって来て、ぴりぴりした空気をまとっていたのが、月夜子が緋ひ色の扇を開いて、ゆっくりと舞いはじめると、口を半開きにして惚ほうけた表情になった。

　月夜子が踊おどり終おわると、ハッとしたように肩を跳ね上げそっぽを向いたが、月夜子に話しかけられると頰ほおを赤らめ、そわそわしはじめた。

　そうして、

『あたし……その、ちょっと……誤ご解かいしてたかも』

　教室へ戻る途中、赤い顔で目をそらしたまま、是光に向かってぼそっと言ったのだった。

　そのあたりから、妙な感じがしていたのだが。

　今では、すっかり月夜子の信者と化し、お下げの級長と一緒に部室に通いつめている。

　月夜子が扇を閉じて微笑ほほえむと、二人は夢中で拍はく手しゆをし、駆け寄った。

「すごい！　最高です！　月夜子先輩！　あああ本当に、素敵すぎてくらくらしちゃいました。昨日、先輩のことネットで検けん索さくしたんですよ。紅くれないの舞姫って呼ばれていて、みんな先輩のこと絶ぜつ賛さんしてましたっ。あたし、すっっっっごく鼻が高かったです」

「わ、わたしも、舞台のお写真をネットで拝はい見けんしました。白いお着物に赤い髪がはらはらと散りかかっていて、溜ため息いきがでちゃいました」

　帆夏も級長も、頰がとろけ落ちそうだ。月夜子が微笑むたび、また一段と頰をゆるめる。

「ありがとう。今月、踊りの発表会があるの。よかったら二人を招しよう待たいするわ」

「ええええっ、本当ですか！　絶対行きます！」

「あ、あたしもです！」

　きゃーっと歓かん声せいを上げて、手をとりあって飛び跳ねる。

（おいおい……）

　式部、おまえ、この前と態度が全然違うじゃねーか。

　しかも是光の前では、無愛想にしていることが多かったが、よくしゃべるわ、はしゃぎまくりだわで。女の気持ちは、空模様のようにころころ変わるというが、ここまで極きよく端たんな事例を目の前で見せつけられると、呆あきれて怒る気も失うせる。

　是光の隣に、片かた膝ひざを立てて座っているヒカルが、涼しげに笑いながら、

「女の子だって美人には弱いんだよ。それに月夜子と式部さんって、さっぱりしたところとか、前向きで地面にしっかり足を踏ふみしめて立っているところとか、似てるしね。月夜子も式部さんみたいな子、好きだと思うよ。あの二人、すごく気が合うんじゃないかな」

　と、透すきとおったふくよかな声でつぶやく。

「そういうもんか……。女はよくわからん」

　月夜子が帆夏を見学に誘ったときは、どうなることかと胆きもが冷えたものだが、あんまり簡単におさまって、気が抜けてしまった。

　今のところ、月夜子が言っていたようなストーカー被害もないようだし、月夜子も毎日楽しそうに過ごしている。

（助けてって言われたけど、俺が助けることなんてなさそうだよな）

　困っているの──自分でもどうしていいのかわからないの、このままだとヒカルの大事な花を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてしまう、赤城くん、わたしを見張っていて。

　あれは、是光を日舞研究会へ勧かん誘ゆうするための口実だったのだろうか。

　視線をそっと横に向け、再び友人のほうを見る。

　ヒカルは是光の隣で、じっと片膝を抱かかえている。月夜子が踊っている間、そうやってえらく嬉うれしそうに目を細め、見つめていた。

　まるで、踊る月夜子の手の動きや、首の振りのひとつひとつまで、愛いとおしみ、胸の奥で抱きしめようとするような、深い眼まな差ざしで。

「……」

　月夜子と校内デートをした日の帰り道、夕日が落ちて藍あい色に染まった土ど手て道みちを、ヒカルと歩きながら、




　──センパイとの約束って、なんだったんだ？




　と、尋たずねたときのことを、思い返してしまう。

　ヒカルはぴくりと肩を揺らし、暗く淋さびしい表情で目を伏せた。

　それから、小さく掠かすれた声で言った。




　──月夜子が踊るとき、ぼくは必ず客席にいて、誰だれより一番に月夜子を讃たたえるよって……。




　青白い頰にかかる細い髪が儚はかなく揺れていて、首も肩も力なくうなだれていた。

　土手の草も、ヒカルの心のように淋しく揺れた。

　是光の声も掠れた。




　──それ……無理じゃん。おまえ、死んでるし。




　──そうだね……。




　──どうすんだよ。




　──どうしよう。




　最後は二人とも黙り込んでしまった。

　月夜子の踊りは特別なのだと、いつかヒカルは言っていた。

　月夜子が踊るとき必ず客席で見ているという約束は、間違いなくヒカルの本心だったのだろう。

　けど、それは永遠に叶かなわない。

　今度ばかりは、是光もヒカルの代わりに、月夜子との約束をはたすことはできそうにない。

　月夜子が望んでいるのは、きっとヒカル本人が、客席から月夜子を見つめてくれていることだろうから。

　代理では意味がないのだ。

（どうすんだよ、なぁ……ヒカル）

　ほろ苦い気持ちで、胸の中で問いかける。

　月夜子は、帆夏やみちると朗ほがらかに話している。それを見つめるヒカルの瞳は、優しいけれど、どこか儚い。

　月夜子は踊りの指し導どうをしているのだろうか。みちるの横に並んで一緒に手をあげたり、首を傾かしげたりする。みちるが真っ赤な顔で、それについてゆく。

　ふいに、ヒカルがあたたかな淋しさのこもる声で、ゆっくりとささやいた。

　まるで是光の懸け念ねんに気づき、それに答えるように。

「是光。ぼくは……月夜子には、ずっと踊っていてほしいんだ。月夜子の踊りは特別だから……踊っているときの月夜子は、紅の枝し垂だれ桜そのものだから」

　祈いのるような響ひびきに、胸の奥が擦こすれる。

　結局、俺もヒカルも、願うことしかできないのかもしれない。

（センパイは、俺に泣いていた理わ由けを話さなかったし、ヒカルの話をしてたときのセンパイは明るく笑っていた）

　叶えられなかった約束を、仕方がないと受け入れる強さを、月夜子は持っているのではないか。

　だとしたら、是光を日舞研究会に引き込んだのも、ヒカルが言っていたように、ヒカルの友達だった是光と、ちょっと話をしてみたかっただけなのかもしれない。あの校内デートも、ヒカルとの思い出の場所を巡めぐることで、亡くなった恋人を偲しのんでいたのかも……。

（女の考えてることなんて、俺にはわかんねーけどさ）

　もしそうなら、月夜子の気が晴れるまで、放課後、部活につきあうくらいかまわない。

（センパイって呼ぶのも、最初は勘かん弁べんしてくれって感じだったけど、慣れたしな……）

　逆に今は、自分にもセンパイという人がいて、所しよ属ぞくする場所があるように感じられて、ちょっと嬉しかったりもする。

　これまで、いつも独りで、どこにも所属できなかったから……。

　恥ずかしいので、ヒカルにも内ない緒しよだが。

　と、帆夏が是光のほうへやってきて、なにも言わずに隣に座った。

（うっ）

　緊きん張ちようして、体がこわばる。

　帆夏は唇を尖らせたまま膝を抱えていたが、やがて低い声でぼそっと言った。

「……この前は、喧けん嘩か売ってごめん」

「……いや。俺も態度悪かったかも」

　月夜子はみちるへの指導を続けている。月夜子に後ろから抱きしめられ、みちるはお下げを揺らして、あわあわしている。

「あたし、誤解してた。月夜子先輩って、顔が美人なだけじゃなくて、歩きかたとか手の動かしかたとか姿し勢せいとか、本当に全部綺麗で、踊ってるときなんてもう天女っていうか、あたしたちと同じ高校生だなんて思えなくて、なのに性格も明るくてさっぱりしていて、あたしもあんな人になりたいって憧あこがれちゃうよ」

「そうか。けど、式部とセンパイって結けつ構こう似てんじゃねーか」

　ヒカルの言葉をそのまま伝えると、

「やだっ、似てないよ。あたしなんか全っ然、月夜子先輩のレベルに達してないよ」

　と頰を押さえて、ひとしきりじたばたした。

　そうして、晴れ晴れとした顔で、

「だからね、そんなに素敵な人が、赤城なんか相手にするわけないってわかったから、すっきりしちゃった」

　と笑顔で言い切った。

　嫌みではなく本心のようで、顔が漂ひよう白はく剤ざいでもふりかけたようにさっぱりとしている。

　是光は、「なんだそりゃ！」と声を荒らげた。

　二人の会話を聞いていたヒカルが、ぷっと吹き出す。

「よかったね、是光。式部さんに納なつ得とくしてもらえて、仲直りもできて」

（よくねーよ！）

「おまえ、それ思いきり俺のこと貶おとしめてるぞ」

「そんなことないよ。本当のことだもん」

「もっと悪わりぃだろーが」

「もう、耳元で叫ばないでよ」

「おまえが、叫ばせるようなこと言ってんだっ」

　二人で騒さわいでいると、月夜子の声がした。

「ふふ、二人とも仲がいいのね」

　気がつくと、月夜子とみちるが目の前に立っていて、是光たちを見おろしている。

　月夜子は身を乗り出して、お姉さんぽくからかうような笑顔で。みちるは眼鏡の奥の目を丸くして、慌あわてたように。

「ほ、ほほほほのちゃんっ。やっぱり赤城くんと……」

「なに言ってんの！　みちる。この前、違うってさんざん説明したでしょ。あたしがヤンキーの赤城となんか、ありえないから」

　帆夏が真っ赤な顔で叫ぶ。

　月夜子がいたずらっぽく、

「あら？　式部さんと赤城くんはおつきあいしているんじゃなかったの？　とってもお似に合あいだから、てっきりそうなのかと思ってたわ」

「！」

　帆夏が目をむき、絶句する。

　是光の声も上うわ擦ずる。

「ば、バカッ！　ちげーよ！　センパイ！　式部はクラスメイトでその──」

「そ、そそそそうです！　誤解です！　月夜子先輩！」

「うぅ、ほのちゃん」

「みちる、なに疑わしげに見てるの？　さりげなく離れてくの？　本当に違うんだってばー！」

「そうよね、式部さんは、あのとき鍬と鋤の話をしていただけよね」

「……っっ！」

　声をつまらせる帆夏の耳に、月夜子が顔を寄せ、ささやく。

「今度、好き──の話をしましょうね。赤城くんには内緒で」

「つ、月夜子先輩……！　それって」

　帆夏がさらにカァァァァッと赤くなる。月夜子は、楽しそうににこにこしている。

「なにこそこそ話してんだっ」

「女同士の話よ。ねー、式部さん」

「え、えーと」

　肩をすぼめて指をいじくる帆夏を、月夜子が優しい目で見つめて、くすくす笑う。

　無む邪じや気きに見えて人の悪い笑みが、是光の横で微笑んでいるヒカルにそっくりだ。

　恋人だと、そんなとこも似るものなのか？　それとも最初から似たもの同士だから気が合って恋人になるのか？

　まぁ、ヒカルの場合、女の好みは花の数だけありそうで、参考にはならないが。

　と、そのとき、部室のドアがそっと開いた。

　清せい楚そな白いリボンを結んだ、さらさらの黒髪が品よくこぼれ落ちる。




（え……ぁ？　葵？）




　いかにもお嬢様といった雰ふん囲い気きの、華きや奢しやな少女が、ひっそりと立っているのを見て、是光はドキッとした。

　葵は心細そうに視線をさまよわせていたが、是光の姿を見つけるとホッとした様子で表情をなごませた。

　是光の隣で帆夏がかすかに肩を揺らし、硬い表情になる。

「どうしたんだ、葵」

　是光が入り口のほうへゆくと、葵はほんのり頰を染めて、一瞬口ごもったあと、おずおずと言った。

「明日の打ち合わせがしたくて……。携帯で呼んでみたのですけれど、出られなかったので……」

「あ、悪ぃ。鞄に入れっぱなしで気づかなかった」

「いいえ。わたしも急に来てしまって、すみません」

　深く頭を下げると、一緒に指通りのよさそうな黒い髪が、さらさら揺れる。

　が、小さな顔をもたげたとたん、葵の表情がこわばった。

　えらくきつい目つきになり、是光の後ろをじっと睨にらんでいる。

（なんだ？　どうしたんだ？）

　振り返ると、月夜子が近くまで来ていた。こちらも張りつめた表情をしている。

（え？　なんだ、二人で睨み合ったりして……）

　ヒカルを見ると、うわぁとつぶやき、片手で顔をおおっている。

　悪い予感がしたとき、月夜子がぎこちない笑みを浮かべた。

「……お久しぶりね、葵さん。ヒカルのお葬そう式しき以来かしら」

　目や口が、笑っているけれど笑っているように見えない。声も硬い。

　葵は葵で、唇をきゅっと結んだまま、沈黙している。あなたと交わす挨拶なんてありません、と言っているような険けわしい表情だ。

　月夜子が、瞳をわずかに揺らした。

「あのときは大変そうだったけど、元気になったみたいでよかったわ」

　とたんに、葵の顔に怒りが走る。

「──っっ、あなたに、わたしのことを心配していただかなくても結構ですっ。わたし、あなたのこと今でも許していませんし、一生軽けい蔑べつします！」

「おい、葵！」

　是光は焦あせった。一生軽蔑するなんて、日常で使っていい言葉ではない。

　帆夏もみちるも、びっくりしている。

　葵は手をぎゅっと握りしめ、小さく体を震ふるわせたあと、無理矢理怒りを押さえ込もうとするように息をのみ、華奢な背中を向けてしまった。そのままずんずん歩き出す。

「待てっ、葵！　センパイ──悪い、俺、先に上がらせてもらう」

「ええ……。葵さんと一緒にいてあげて。葵さんは子供だから、機嫌が直るまで時間がかかるかもしれないけど」

　月夜子のほうも、わざと冷静に振る舞っているような抑よく揚ようの少ない声で言う。それが聞こえたのか、

「子供じゃありませんっ！　あなたより誕生日も早いです！」

　と、反論の声が返ってくる。

「そうだったわね。わたしと朝あさ衣いさんと葵さんの中で、葵さんが一番お姉さんだったわね……。背は一番小さいけれど」

「月夜子、頼むから、それくらいにしといてあげて。葵さん、背が低いのを前から気にしているから。是光は葵さんを追いかけて」

　ヒカルはすでに疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様子だ。眉が完全に八の字になっている。

　是光は鞄をつかむなり、走り出した。

　擦すれ違ちがったとき、帆夏が淋しそうに唇を動かすのが見えた。せっかく仲直りしたのに、また機嫌をそこねてしまうだろうか。舌打ちしたい気持ちだったが、今は葵のほうをどうにかしなければ。

「またね、赤城くん」

　入り口のところで、月夜子が大人びた表情で、静かに手を振った。




「こら、葵！　さっきのあれはなんだ」

　階段をくだろうとしている葵に追いついて、息を切らして声をかける。葵は泣きそうな顔で唇を嚙んでいたが、キッとして言った。

「見たままです。わたしは月夜子さんが大嫌いなんです」

　涙目で主張されて、困ってしまった。

「あ……まぁ……そりゃそうだよな……」

　考えてみたら葵はヒカルの婚約者で、なのに月夜子はヒカルの恋人で、そのことを隠すことなく堂々と愛人宣せん言げんまでしている。ヒカルが生きていた頃からあの調子だとしたら、葵はたまらないだろう。

（けど、ヒカルの恋人って他にも山ほどいたんだろ？　センパイのことは特別大嫌いって感じに見えたんだが）

　すると葵は、肩を震わせ、たまっているものを吐き出すように言った。

「だってっ、月夜子さんは、ヒカルのお兄様の婚約者だったんですよっっ。なのにヒカルと──」

（なんだとぉ！）

　斜め後ろを振り返る。そこでヒカルが情けない顔で、両手をあわせている。

（なに早々に謝ってんだ、てめぇは！　兄貴の嫁よめになる女とデキちまったって認めんのかよっ！）

「月夜子さんは、初等部の二年生のときに、イギリスの全ぜん寮りよう制せい学校へ転校されたんです。その男子禁制のはずの寮のお部屋で──ひ、ヒカルと、逢い引きしていたところを、先生に見つかって、退校になったんです！」

（寮で逢い引き!?）

　葵は頰を真っ赤に染め、さらに続けた。

「去年の春に日本へ戻ってこられて、そのときにヒカルのお兄様との婚約は破は棄きされたんですけれど、そのあともずっとヒカルとの交際は続けていて、今年のゴールデンウイークの別荘でも、乗馬コースで周りに見せつけるみたいに、ヒカルとキスしていたそうですっ」

（～～～～～～っ、ヒカル～～～～～～！）

　生前、ヒカルがタラシのハーレム皇おう子じだったのは、本人の言葉や周りの評価から、よーく知っている。

　けど、夕雨のアパートに一年近く通いつめながら手を出さなかったことや、婚約者の葵に嫌われるのが怖くてキスもできずにいたことや、小学生の紫し織おり子こを親バカ丸出しで甘やかしていたことから、ひょっとして周りが勝手にタラシと言ってるだけで、実際は真面目なやつなんじゃないかと、ほんのちょっぴり見直したりもしていたのだ。

（それが、男子禁制の女子寮で逢い引きだぁ？　日本人の恥さらしが！　そのあともつきあい続けるとかどういう神経してんだよ。兄貴にも葵にも申し訳ねーって思わねーのか！　あーそうか、日舞研に部員がセンパイ一人きりだったのも、二人でいちゃつくためか。つか頭とう条じようが言ってた乗馬コースでキスしてた相手って、センパイだったのかよ！）

　こめかみをひくつかせ奥歯を嚙みしめ、眉を目一杯つり上げ、ヒカルを睨みつける。

　ヒカルはじりじり後退しながら、

「こ、是光、怖いよ。今、すごく邪悪な顔をしてるよ！　葵さんが怯おびえるから、もっと優しく」

（葵を盾たてにしてんじゃねーぜ！　このヘタレハーレム皇子！）

　怒りが押し寄せてきて、止まらない。

　それは葵も同じようで、目に涙をにじませて、

「そのあとヒカルは、川に落ちて亡くなってしまいました。ヒカルが最後にキスした相手が、月夜子さんだったのではないかと思うと、わたし、ますます月夜子さんのことが許せなくて」

　と、訴うつたえる。

　その言葉や表情は、ヒカルの胸にもぐさぐさ突き刺さっているようで、葵が一言口にするたび、痛そうに「うわっ」とか「うぅ」とか、呻うめいている。

「それに、月夜子さんだって、わたしのことが嫌いなんです。子供の頃から意地悪されて、うちの花か壇だんの──」

　興こう奮ふんしてしゃべっていた葵が、ふいに黙った。

　恥じらいという言葉を、突然思い出したかのように、頼りない表情になり、眉を下げてゆく。

「す、すみません……っ。わたしったら、つい──。赤城くんが、月夜子さんと校内で腕を組んで歩いてらして、月夜子さんに誘われて日舞研究会に入会したとうかがって、胸がもやもやしてしまって──。赤城くんまで月夜子さんと、そういうことになってしまったらどうしようって、心配でたまらなくて、様子を見にきたんです。

　月夜子さんと会っても、冷静でいようって決めていたのに……実際に顔を見たら、いろいろ思い出してしまって、が、我が慢まんがきかなくなってしまって……。は、恥ずかしいです。赤城くんも、あきれてますよね」

　葵は両手で顔をおおって、背中を向けてしまった。

（こういう場合、どうすりゃいい？）

　頼りになるはずのアドバイザーは、罪悪感に身悶えている。そもそも原因はそのアドバイザーなのだから、尋ねるわけにもいかないし、尋ねる気も起こらない。

　小さく身を縮ちぢめてうつむいている葵を励はげましたくて、勢いのまま口走った。

「俺は、浮気は絶対しねーからっ！　一人だけだ！」

　葵が驚おどろいて振り向く。

　目がまん丸で、口を小さく開けている。

「あ、あの……っ」

　おかしな声が、葵の喉から漏もれる。

　ヒカルも悶えるのを忘れて、絶句している。

（あれ？　ヘンだったか？）

　だが、本心だ。

　ヒカルにはヒカルの事情があるのだろうし、どの花もどの女の子も大切に想っていることも知っている。

　彼女たちとの約束をはたすために、地上にとどまり続けていることも。

　それでも──一度に複数の女とつきあうなんて認められないし、是光自身は絶対に一人の女としかつきあわない。

　葵がようやく呼吸できるようになり、珊さん瑚ご色の唇から小さく息を吐く。そうして、手を心臓の上にあて、上うわ目め遣づかいにそっと是光を見つめて、おずおずと尋ねた。

「で、でも……赤城くんっ、月夜子さんのことを、センパイなんて呼んでらして……ずいぶん仲良くなられたみたいで……」

「葵のこともセンパイって呼んだほうがいいか？　ならそうするけど、葵センパイ」

「え、あ、あの……」

　複雑そうな表情で、数秒考えたあと、

「……あ、葵のままで……よいです」

　目の下を赤くして、小さな声で言った。

（ん、なんか照れてる？　なんでだ？）

　葵の羞しゆう恥ちが伝染し、そのまま二人で向かい合ったまま、うつむいてもじもじしてしまった。

「その……家、帰ろうぜ。一緒に！」

　葵が恥ずかしそうに、嬉しそうに、

「はい」

　と答える。

　是光の背中でヒカルが、

「どーせ、ぼくはタラシのハーレム皇子だよ。葵さんにも、ヒカルは不ふ誠せい実じつだから嫌いですって、百回くらい言われたよ」

　と、うじうじしていた。




　普段、葵が使っているバスの停てい留りゆう所じよの三つ先の停留所まで、二人で歩いた。

　葵の歩き方は、とてもゆっくりで、それにあわせて是光も慎しん重ちようにゆっくりゆっくり歩を進める。

　ヒカルはまだいじけていて、是光の後ろを離れられるかぎり離れて、肩を落としてふよふよついてくる。

　本当に幽ゆう霊れいみたいで（いや、幽霊なのだが）、今にもうらめしや～とか言いそうで、気になって仕方がない。

「あの、明日の園遊会、朝ちゃんは、会社経営のお勉強会があってまいりませんから。だからその……たくさんお話できるとよいですね」

「おう、そりゃいいな。斎さい賀ががいると、うるせーからな」

「朝ちゃんは、本心から冷たい人ではないんですよ」

「そうなのかー？」

　疑うたがわしげに唸うなると、

「動物の絵本とか集めてますし。泣ける映画もよく見に行っています。わたしも一緒に行きたいと言うと、ダメって言うんです。きっと映画を見てぽろぽろ泣いているところを、見られたくないんです」

（あの、鉄てつ面めん皮ぴの斎賀朝衣が、哀かなしい映画を見て、ぽろぽろ泣くのか？）

　ありえねー！　と、心の中で突っ込みを入れる。

（まぁ、しーこのことで、ちょっと借りができたし、ヒカルもいつもあいつのこと庇ってるから、ちょびっとはいいところもあるんだろうけどよ）

　そのまま一緒にバスに乗って、葵の家の前まで送り届けた。

　門の前で葵は、

「明日、よろしくお願いしますね」

　と可愛らしく微笑んでいた。




　そしてヒカルは……。




「ねぇ、是光。きみと葵さん、すごくいい雰囲気だったけど、ぼくって邪じや魔まモノ？　そろそろ成じよう仏ぶつしたほうがいい？」

　やっぱりいじけていた。





　　　　◇　◇　◇






（赤城のバカ）

　暮れはじめた道を、帆夏は携帯をいじりながら、頰をふくらませて歩いていた。




『ぱーぷる姫、こんにちは。

　先日、同じハンドボール部のＴくんのことでご相談した、シナボンです。

　ぱーぷる姫のアドバイスのおかげで、Ｔくんと仲良くなることができました。今は部活のあと、一緒に帰ったりしています。今はまだ気の合う部活仲間ってポジションだけど、夏合宿で勝負をかけようって決めてます。

　けど、この頃部活中に、校庭の隅でスケッチをしている女の子がいるのですが、その子がしとやかなお嬢様風の、すっごく可愛い子で、男子部員はみんな自分を見てるんじゃないかって、そわそわしてます。

　Ｔくんもその子のことが気になってるみたいで、オレ、告られたらどうしよう、なんて、シナボンの前で、平気で言うのです。これって望みがないってことでしょうか？

　ぱーぷる姫、シナボンにアドバイスをください』




　ブログのコメント欄らんに寄せられた相談に、ボタンを連打し回答してゆく。




『こんにちは、シナボンさん。

　Ｔくんと一緒に帰れるようになったなんて、すごい進歩だよ！

　やったね　

　スケッチをしてる女の子のことは心配だけど、男の子ってそういう高たか嶺ねの花みたいな子にふらっとくることって、結構あるものだよ。

　大丈夫！　最後にＴくんが選ぶのは、身近にいて、趣しゆ味みも気も合う可愛い女の子──シナボンさんだよ！

　試ためしにＴくんに、ちょっとシナボンさんを意識させてみるといいかも。スケッチの子が、Ｔくんに告ったら困るなぁ……って、Ｔくんにさらっと言ってみるとか。

　あくまで、さらっと言うのがポイントだよ！　Ｔくんを、ドキッとさせちゃおう。

　頑張って、シナボンさん！　いい報告を待ってるよ　』




（そうだよ。高嶺の花となんかつきあっても、疲れるだけなんだから。自分に好意を持ってくれてる身近な女の子と楽しくつきあうほうが、絶対おススメなんだから）

　メッセージを送信し終えたとたん、胸が疼うずくように痛んだ。

（赤城は、全然、わかってないんだから……）

　今日、葵が日舞研究会へ訪ねてきたとき、息が止まりそうになった。

　不安そうに室内を見渡していた葵が、是光を見つけた瞬間に浮かべた嬉しそうな微笑みが、あんまり可愛らしかったから。

　ヒカルの君の元婚約者で、葵の上と呼ばれている貴族の中でもトップクラスのお姫様は、清楚で可か憐れんな人ではあるけれど、潔けつ癖ぺきで近寄りがたい雰囲気の人でもあった。

　それが、あんなに安心しきった、やわらかな顔で。

（あんな風に信頼でいっぱいの目で見つめられたら、男の子はとろとろになっちゃうよ。赤城も……）

　葵が月夜子にきつい言葉を浴びせたのには驚いたけど、考えてみたら、ヒカルの婚約者だった葵が、その公然の恋人だった月夜子に良い感情を抱いだけるわけがない。

　部室から出て行った葵を、是光は慌てて追いかけていって、帆夏のことなんて目にもとめなかった。

「……やっぱり赤城の本命って、葵の上……なのかな。一度はフラレたけど、ずっと葵の上のことが好きだったのかな」

　思考がどんどん暗くなってゆき、頰をぺしりと叩たたく。

「あーヤダヤダっ。またウザい女になってるよ。もう赤城のことは気にしない！　赤城禁止！」

　口に出して自分に言い聞かせたものの、またすぐ、

（赤城と葵の上……明日、どこでデートするんだろ）

　と考えてしまい、胸がますますズキズキしたとき。

　携帯の着メロが鳴った。

「もー、誰っ、こんなときに」

　着信相手を見て、さらにムッとする。

「なに」

　思いきり不機嫌に言ってやるが、腹の立つことに相手はこれっぽっちも動じなかった。

「あ、式部さんですか～。こちら悩める乙女おとめのお役立ち報道部員、近江おうみひいなちゃんですよ～。恋する式部さんが今一番欲しい情報を、お届けにあがりました～～～～」

　ふざけた挨拶を早口でまくしたてられて、帆夏は通信を切ってやろうかと思った。

　が、その前にひいなが、素早く言った。

「バイトしませんか？　式部さん」













「なぁ、俺、浮いてねーか？　やっぱ、じいさんの羽は織おり袴はかまを借りてきたほうがよかったんじゃねぇ？」

　園遊会の夜。

　是これ光みつは、葵あおいの知人宅の庭で、背中を丸めて顎あごを突き出し、うろうろしていた。

「羽織なんて成人式みたいだよ。学生なんだから制服で十分。それに、平安学園の制服なら見み栄ばえもするし」

　ヒカルが励はげます。

　そうは言われても、周囲を見渡しても、高そうなスーツや着物に身を包んだ大人ばかりで、制服で来ているやつなんて自分以外に見あたらない。

　英国風とかいう庭も広大で、とても個人の家とは思えない。ライトアップされていて昼間のように輝いており、白いクロスのかかった丸テーブルがいくつも並び、きらきら光る銀の皿に、鴨かもの薫くん製せいやローストビーフなどが盛りつけられ、それを切り分けるコックまでいる。

　葵が、気楽な立食パーティーと言っていたので、海辺でバーベキューとか、屋や台たいでお好み焼きとか、そんなのを想像していたのに、とんでもない。

　白いシャツに黒いベストとタイトスカートの衣い装しように身を包んだ女性たちが、銀のトレイに載のせたシャンパングラスを配っている。

（っっ、世界が違うぜ。帰りてぇ～）

「是光、きょどらないで。いつもどおり目をつり上げて頰ほおを引きつらせて、ナメんじゃねーぞ、ぶっ殺すぞって顔で構えてれば、オッケーだから」

（それ、ただのヤンキーだろ！）

　ヒカルはこういう場所に慣れているらしく、是光がもぞもぞと落ち着かないわけを、理解しかねているようだった。

（これだから、ポケットマネーで、小学生に家をポンと買い与えるおぼっちゃまは）

　そういえば家を出るとき紫し織おり子こが、どこへ行くのか、もう夜なのに遊びに行くなんて不良だ、自分もお目付役についてゆくと、ごねていたが。

（ついてこなくてよかったぜ）

　とても〝妹〟の面めん倒どうまでは見きれない。すでに、いっぱいいっぱいだ。

「葵は、どこにいるんだ」

　あたりをきょろきょろ見渡しながら、自然と人の少ないほうへ歩いていたとき。




「赤あか城ぎくん」




　低い声で名前を呼ばれた。

　薄暗い場所に、紅くれないの花を散らした華やかな振ふり袖そでに深紅の帯を巻いた月つ夜や子こが、ひっそりと立っていた。艶つやのある紅い髪かみは一部を結い上げ、残りをそのままカールさせて垂らしている。

　淡あわい月の光が、紅い髪や着物の袖に照てり映はえて、息をのむほどのあでやかさだ。

「センパイ、なんでここに」

「葵さんを捜しているの？」

　いつもより白く見える顔で、静かに微笑ほほえむ。

「そうだけど」

　まさか月夜子も園遊会に招しよう待たいされているなんて。朝あさ衣いと出くわすより、悪い。

　昨日の部室での騒ぎを思い起こし、二人が顔を合わせたらまた同じことになるのではないかと、是光は胃が縮ちぢんだ。

　そのときヒカルが、引きつった声で、「是光っ」と、ささやいた。

　視線を向けると、ヒカルは恐怖のにじむ硬い表情で、月夜子の足元を凝ぎよう視ししていた。

　そこに、紅色の花が無む惨ざんに散らばっているのを見て、是光もハッとする。まだ形があるもの、花びらだけになっているもの──。薄うす闇やみの中で淡い月明かりに浮かび上がるそれは、血だまりのようだった。

　首の付け根や肩が急にこわばり、重くなったような気がして、体の芯しんが凍りついた。

　目線をゆっくりと月夜子の足から膝ひざへ、腰から胸へ上げてゆく。そうすると、月夜子の背後に生えている百日紅さるすべりの木の下半分に、ほとんど花がついてないことが見てとれた。

（センパイがむしったのか。足元に落ちている分、全部──）

　背筋を、新たな寒気が貫つらぬく。

　以前、月夜子は、学園の中庭の花を摘つみとったと告白した。

　不安と淋さびしさから、衝しよう動どう的てきにむしりとってしまったのだと。

　あのとき、月夜子の口調は明るく軽やかで、冗じよう談だんを言っているように聞こえた。

　けど、あれは本当だったのか！

「行っちゃダメ」

　冷たい手が是光の腕をつかんだ。

　月夜子の瞳から生気が失われ、朧おぼろな月のように淡く霞かすんでゆくのを、是光は戦せん慄りつとともに見つめた。




　──わたし、本当に困っているの。




　部室で、是光を呼び止めたときにかいま見せた、朧に霞む瞳。




　──このままじゃわたし、ヒカルの大事な花を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてしまうかもしれないっ。




　伏せた顔に降りかかる紅い髪、肩を抱く手、震ふるえていた唇くちびる。

　あれは、演技ではなかったのか？




　──わたしを助けてくれる……？　わたしが、ヒカルが大切に守っていた花をむしらないように、見張っていてくれる？




　あの痛々しい声も、全部本物だったのか！

　立ちつくす是光に、抑よく揚ようの乏とぼしい掠かすれた声で、月夜子がささやく。

「わたしと一緒に、ここにいて。葵さんのところへは行かないで。でないと葵さんのことも、この花のようにむしりとってしまうわよ」

　生ぬるい風が、紅い髪をゆらゆらと揺らす。

　是光のむき出しの腕に、鋭い痛みが走った。月夜子が爪を立てたのだ。そのまま、決して離さないというように、是光の腕を両手でぎゅっと握りしめ、やわらかな体を押しつけてくる。

　寺院などで嗅かぐような、火に芥け子しの実をくべたような、妖あやしくくすんだ匂においが、鼻をかすった。

　月夜子の肩は、恐ろしそうに震えている。

　けれど目は、朧なまま是光を見上げている。息が少し荒い。苦しそうだ。

「いつもの月夜子じゃない、変だよ、是光」

　ヒカルの顔にも、恐怖の混じった困こん惑わくがいっぱいに広がっている。

「センパイ、具合悪いのか？　どこかで休んで──」

　背中に冷たい汗をにじませ、月夜子に語りかけたとき。

　ポケットで携けい帯たいが、鋭く鳴なり響ひびいた。

　きっと葵だ。

　けど、月夜子が爪を立てたまましがみついていて、出ることができない。うっかりマナーモードにするのを忘れていたため、携帯は鋭い着信音を響かせ続けている。

「行かないで。ここにいて」

　喘あえぐように繰くり返かえす月夜子。

「きみがいてくれないと、あの女がわたしを捕まえてしまう。蜘く蛛もの糸に囚とらわれて、わたしは息ができなくなって、踊おどれなくなってしまう」




（あの女って、誰だれだ！）




　顔をしかめる是光の心しん臓ぞうの鼓こ動どうが、どくどくと高鳴る。月光を背中に浴びたヒカルが頭上から息をのみ、見つめている。

　月夜子が是光の首筋に、顔をうずめる。着物に染みついた香が、妖しく薫かおる。地面に散らばる花に、黒い影が落ちてゆく。風が雲を押しやり、ゆっくりと月が翳かげってゆく。

　それを恐れるように、月夜子が全身をわななかせ、淡く見開いた瞳に狂おしいほどの焦しよう燥そうを浮かべる。

「ダメ……蜘蛛が月を隠したら──あの女が、現れる──」





　　　　◇　◇　◇






（赤城はどこにいるんだろう）

　帆ほの夏かは給きゆう仕じの制服を着て、銀のトレイに載せたシャンパングラスを配っていた。

　隣となりで同じ格好をしたひいなが客にグラスを渡しながら、愛あい嬌きようたっぷりの笑顔を振りまいている。

（こんなとこまで来ちゃって、よかったのかな。うぅぅ）




　──バイトしませんか？




　そんな電話を、ひいなからもらったのは昨日の夕方のことだ。パーティーのコンパニオンですけど、そのパーティーに赤城氏も葵の上と参加するそうですよ、とささやかれて、一瞬迷ったあと、『そ、その日は、たまたま空いてるから』と、返事をしてしまったのだった。

（まるでストーカーみたいだよー。赤城に会ったら、なんて言い訳しよう）

　胃がしくしくするほど悩んでいる横で、ひいなは能天気に、

「式しき部ぶさんがヘルプに入ってくれて助かりました～。人手が足りなかったんですよね。内うち輪わの私的な園遊会ですけれど、招待客はお金持ちさんばっかりですから、よさげな人がいたら、お近づきになっておくのも有りですよ！　あ、式部さんは赤城氏オンリーでしたっけ」

「そ、そういうわけじゃ」

「だったらいいんですけどぉ。さっきちらっと小耳に挟はさんだ話だと、今夜の園遊会で葵の上が、恋人をお披ひ露ろ目めするそうですから」

　少年めいた瞳で帆夏を上うわ目め遣づかいに見つめ、ひいながささやく。

　帆夏は呼吸が止まるような気がした。

（葵の上の恋人って！　それってまさか──）

「あっ、葵の上、発見です」

「！」

　上品に挨あい拶さつを交わす客人たちの向こうに、夏らしい明るい水色に大きな白い花をあしらった振り袖を着た葵を見つけて、心臓がぎゅっと縮まる。

　葵は、さらさらの黒髪を結って、大きめの白いリボンで飾っている。いつも以上に清せい楚そで可か愛わいらしい。

　帆夏はバイトの給仕係で、向こうは主しゆ賓ひんのお姫様で、完全に負けている。というより、はなから勝負になっていない。

（葵の上が赤城を恋人としてお披露目するって……。噓うそでしょう。いつのまにそこまで話が進んじゃってるのーっ）

　胸が激しくドキドキと鳴る。

　葵は誰かを捜すように、一いつ生しよう懸けん命めいに視線を動かしている。ときどき心細そうに目を伏せ、胸元から携帯電話を出して、画面を見つめる。

「はれれ？　なんだか葵の上、様子がおかしくないですか？」

　ひいなが、はしこく目を細める。

　葵が携帯のボタンを押し、耳にあてた。その表情が、どんどん暗くなってゆく。

（赤城に、かけてるのかな）





　　　　◇　◇　◇






（赤城くん、どうして電話に出てくださらないんでしょう）

　携帯でいくら呼んでも留る守す番ばん電話に切り替わってしまう。

　葵は心細くてたまらなかった。

　パーティーの席では、たいてい朝衣が隣にいる。けど、今日はわざわざ朝衣が来られない日を選んで、是光を誘ったのだ。

　なのにその是光の姿が見あたらない。

　会場で擦すれ違ちがったときは携帯にお電話をしますから、ちゃんと電源を入れておいてくださいね、と、昨日の帰り道にお願いして、是光は照れくさそうに『わかった』と答えていたのに。

（会場にいらしてないということは、ありませんよね。それならそれで、連絡をくださるはずですし。なにかあったのでしょうか）

　是光の赤い髪は、大勢の中でも目立つはずだ。

　早く会いたい。でないと心細くてたまらない。

　携帯をしまい、また是光の姿を求めて歩き出すと、親しん戚せきのおじ様たちが微笑みながら近づいてきた。

「おや？　一人かい？　葵ちゃん。今日は葵ちゃんの彼氏を紹介してもらえるというから、楽しみにしていたのだが」

「私もだよ。彼はどこにいるんだい？　朝衣くんには内ない緒しよだったね。大丈夫、心こころ得えているよ。葵ちゃんにふさわしい男なら、私が味方になってあげるから」

　葵は困ってしまった。

　みんな、葵が小さな頃から可愛がってくれている優しい人たちばかりだ。けど、是光と連絡がとれないのでは、紹介しようもないし、そんなことを言ったら、みんな葵が彼とうまくいっていないのではないかと心配するだろうし、彼への心しん証しようも悪くなるだろう。やはり葵ちゃんには私の選んだ相手を──と、なりかねない。

（どうすればいいの）

　こういうときのうまい対処方法を、葵は知らなかった。そうしたことは全部、朝衣がやってくれたから。

　けど、朝衣はいない。そもそも、是光をあからさまに嫌っている朝衣が、この件で手を貸してくれるはずはないのだ。

「あの……彼は、ちょっと……遅れていて」

　どんどん小さくなる声で釈しやく明めいすると、葵を取り囲む保ほ護ご者しやたちは、たちまち眉まゆをひそめた。

「遅ち刻こくかい？　いけないな。葵ちゃんを待たせるなんて」

「葵ちゃんを一人で放っておくような男は、認められないな。この前話したお見合いだが、ちょっと会ってみるくらいならいいんじゃないか、葵ちゃん」

「いや、それなら、私の妻の甥おいもなかなか好青年で」

「いやいや、私の部下で葵ちゃんにぴったりの男が」

　おだやかな口調で次々言われて、葵は優しい言葉や微笑みに押おし潰つぶされそうだった。

　足がすくんで、手のひらに汗がにじんでくる。

　どう答えたら納なつ得とくしてもらえるのか、わからない。

（でも、このままじゃ、本当にお見合いさせられてしまう）

　そうなったら、葵が嫌だといっても、お見合い相手と婚約まで話が進んでしまうのは目に見えている。

（そんなの嫌っ。わたしはまだヒカルが好きなのに。ヒカルがいた場所に、別の人が来るなんて）

　そんな簡単なものではないはずだ。

　ヒカルのまぶしい微笑みも、ふくよかな甘い声も、まだ鮮明に覚えている。ヒカルがくれた最後の贈おくり物ものも、一生忘れられない。

　あの、きらきらと輝きながら落ちてくる、優しい星たち。

　葵さんが心から大好きだよ、というヒカルの言葉。

　葵がずっと好きだったヒカルがくれた、偽りのないまっすぐな想い。

　もし──もしも──ヒカルの代わりになる人がいるとすれば、それはヒカルの贈り物を必死に届けてくれた、ヒカルの友達の、粗そ雑ざつに見えて優しいあの──。

「わ、わたし、お見合いは──」

　お見合いはしません、と勇気を振り絞って口にしようとしたとき。




「葵ちゃんは、ぼくとおつきあいしているんですよ」




　やわらかな声がすぐ後ろで聞こえた。

　一瞬、ヒカルが生き返ったのかと思った。ふくよかな甘い──胸を震わせる声。

　葵を安心させるように、肩にそっと手が置かれた。

　親戚のおじ様たちが、目を丸くする。

　線の細い、ひょろっとした、眼鏡めがねをかけた青年が、申し訳なさそうに照れくさそうに立っている。

　仕立てのよい高級なスーツを着ているが、なで肩気ぎ味みのため肩幅が足りず、貫かん禄ろくに欠け、やや頼りなく見える青年だ。

「ま、まさか、きみが──。いや、しかし」

　おじ様たちの顔には、困惑が浮かんでいる。葵も同じだ。

「まだ、他の人たちには内緒にしておいてくださいね。特にぼくの母と朝衣ちゃんには」

　帝門みかど一かず朱あきはそう言って、眉を下げ弱ったような顔をし、そのあと葵のほうへ顔を向け、素そ朴ぼくな笑みを浮かべた。

「行こう、葵ちゃん」





　　　　◇　◇　◇






「後をつけましょう」

　ひいなが、葵と眼鏡の青年が去ったほうへ、素早く移動をはじめる。

「え、ちょ、ちょっと──近江おうみっ」

　帆夏はぎょっとしながら、追いかけた。




　葵の肩を紳しん士し的てきに抱いたまま、一朱はさりげなく親戚のおじ様たちから葵を引き離そうとしてくれているようだった。

　葵が目を白黒させて、

「か、一朱さん。さきほどのご発言は」

　と、訴うつたえると、

「ごめんっ」

　と、頭を下げた。

「葵ちゃんが困っているように見えたから、ああ言うしかなくて。ぼくみたいな、ぬぼーっとしたやつと、つきあってることにされるなんて、葵ちゃんには大だい迷めい惑わくだろうけど、あの、本当にごめんよ」

　額ひたいに汗をめいっぱい滲にじませて、眼鏡の奥の目をおろおろさせて何度も頭を下げられ、謝あやまり倒たおされて、葵のほうが申し訳なくなってしまった。

「いえ、助かりました。もう顔を上げてください。ありがとうございます。えっと、ただ……」

「ああ、うん、わかってるよ。つきあってるって言ったのは、そういう意味じゃないって、ちゃんと折を見て、みんなに話すようにするよ。こんなことが母の耳に入ったら、ぼくだって大変なことになっちゃうし」

　女じよ傑けつと評判の母親のことを思い出したのか、ぶるっと震え、

「えっと、まんいち母のほうから葵ちゃんちに、なにか言ってきたら、ぼくと葵ちゃんはそんな仲じゃないって、葵ちゃんからも弁解しておいてね」

　と、手をあわせて頼んできた。

　よほど母親が怖いらしい。

　ぺこぺこ頭を下げながら歩いていたものだから、足がもつれて、

「うわっ」

　と、声を上げて、転んでしまう。

「大丈夫ですか！」

「あたた……。ちょっと足をひねったみたいだ。また母に、あなたは注意力が足りなくて、ぼけぼけしすぎですって叱しかられる」

　ズレた眼鏡を直しながら、眉を情けなく下げ、痛みのためか目に涙までにじませる。そのままよろよろと歩き出す。

「あのっ、肩をお貸しします」

「ごめん、葵ちゃん」

「あちらにベンチがありますから、とりあえずそこまで」

「うん」

　すっかり立場が逆になり、一朱を支えてベンチまで歩く。

（この人が、ヒカルのお兄様だなんて……）

　似ているのは、体の細さとやわらかな声くらいで、それ以外はまったく違う。

　常にきらきらした光をまとっていたヒカルに対して、一朱は人は善よいが、すべてにおいて凡ぼん庸ようでおっとりしすぎていると、大人たちは言う。

　ヒカルと一朱は母親が違っている。

　本妻だった一朱の母は、ヒカルの父が愛人の子供であるヒカルを引き取って認知したことに怒り狂って、一朱を連れて実家に帰ってしまったのだ。

　それでも、ヒカルと一朱が兄弟であることは変わらない。

　ヒカルの兄に助けてもらったことに、不ふ思し議ぎな縁えんを感じながら、一朱の婚約者だった月夜子のことも同時に思い出してしまい、胸の中に黒い靄もやがかかった。

（一朱さんは確かに外見も性格も平凡ですし、頼りないところがあるかもしれませんけど、優しくて良いかたなのに。あんな風に裏うら切ぎるなんて……）

　やっぱり、月夜子は好きにはなれない。

　そう思ったとき。

「……え……？　月夜子ちゃん？」

　一朱が幽ゆう霊れいでも見たかのように、ぼーっとした声でつぶやいた。

　月が雲に隠れた薄闇の下、紅い花びらが散らばる中に、あでやかな紅の髪が風にゆらゆらと揺らめいている。

　女性らしい豊かでやわらかな曲線を描く肢し体たいは、夏に着るにはやや毒々しい赤い花を散らした振り袖に包まれ、隠しきれない妖よう艶えんさを放っている。

　半分ほどけた帯の先が、髪と一緒に風にゆらりと靡なびいた。

　月夜子は──一人ではない。

　百日紅の木の前で、誰かと抱き合っている。

　月夜子がしっかりとすがりついているその相手が、是光であることに気づいて、葵は愕がく然ぜんとした。

　是光の赤い髪が、月夜子の紅色の髪と重なりあい、細くて筋肉質な手は、月夜子の背中と腰にある。

　月夜子は葵たちに背中を向け、是光は葵たちのほうを向いている。

　立ちつくす葵に是光が気づき、目を大きく見張った。

（どうして、赤城くんが……月夜子さんと抱き合っているの）

　手や足が石になってしまったように、その場から動けない。

　見たくないものが目の前にあるのに、まばたきの仕方さえ忘れてしまったかのようだった。

　今すぐ背中を向けて、走り去りたいのに！

（どうして、足が動かないのっ）




（なんで、葵がいるんだ！　一緒にいるのは誰だ！）

　是光は、体から血の気が一気に引くような気がした。

　行かないでとすがりついてくる月夜子を、必死に落ち着かせようとしていたとき、目の前に葵が現れたのだ。

　よりによって一番、見られてはマズイ相手が！

　葵は、連れの眼鏡の男に肩を貸したまま、こわばった顔で立ちつくしている。

　ヒカルが、

「葵さん……一朱さん」

　と、つぶやくなり、目を見開いて絶句してしまう。

（とにかく、葵になんか言ってやんなきゃ！　センパイと俺のこと、絶対誤ご解かいしてる）

　黒目がちの大きな瞳に、哀かなしみを一杯浮かべて身じろぎもせずにいる葵が、ひどく痛痛しくて、自分が葵を傷つけてしまったことも、わかりすぎるほどわかって、体の肉が抉えぐられるような気がした。

　早く、早く──誤解を解とかなければ！

　是光が口を開いて、言葉を発しようとしたとき。

　月夜子が両手で是光の頰を挟み込んだ。

　稽けい古このとき、是光にふれた月夜子の手はあたたかだったが、このとき是光の頰を捕らえた手のひらは、氷みたいに冷え切っていた。

「月夜子！」

　ヒカルが叫ぶ。

（冷たっ）

　と感じたときには、その氷は、唇の上にも押しつけられていた。

　月夜子の唇が、是光の唇をふさいだのだ。

　葵の前で──。




（噓！　赤城が！）

　茂みにじっと身を潜ひそめていた帆夏は、心臓を貫くような衝しよう撃げきに、とっさに胸を強く押さえた。

（赤城が、月夜子先輩とキスした！）




　そして是光も──。

　自分の上に起こった出来事がすぐには把は握あくできず、茫ぼう然ぜんとしていた。

　やわらかくて冷たいものが、自分の唇に重なっている。芥子の実を焚たいたような蠱こ惑わく的てきな匂いが、鼻を、皮ひ膚ふを、突き刺すように薫っている。















　ヒカルの顔がゆがみ、目に映る風景が、朧な月のように霞んでゆく。

　その中で、怒っているような泣き出しそうな──叫びそうな顔をした葵の姿だけが、くっきりと見える。

（センパイ、どうしちまったんだ！　なんでこんなひでぇことするんだ！）

　是光は心の中で絶叫したが、蜘蛛の糸に絡めとられたように体が動かず、月夜子も是光の唇から震える唇を、ずいぶん長い間離さなかった。













　週明けの月曜日。

　三年生の頭とう条じよう俊しゆん吾ごが、昼休みに弁当持じ参さんで是これ光みつのクラスへやってきた。

「顔を貸せ。理由はわかっているな」

　一緒にランチをとろうというお誘いでないことは、眉み間けんに寄った皺しわや険けわしい目つきからも察さつせられた。

　夏が猛もう威いを振るいはじめる時期にもかかわらず、裏庭の竹林は風通りもよく涼しかった。石せき碑ひの周りに埋うめ込こまれた石に座り、男二人でそれぞれの弁当をつつく。その様子を、ヒカルもまた石にちょこんと腰かけ、張りつめた表情で見守っている。

　頭条が口を開いた。

「葵あおいも、最初から俺を頼ればよかったんだ。きみに彼氏役を振ったこと自体間違っている。しかも、あのぼけぼけ若様の一かず朱あきが助け船を出したそうじゃないか。くそっ、勉強会なんぞに出席している場合じゃなかった。葵が朝あさ衣いに内ない緒しよで、こそこそ動いていたことは把は握あくしていたのに」

　えらく手が込んでいて彩いろどりも栄養のバランスもよさそうな弁当を、器き用ような箸はし使づかいで口に運びながら、しきりに悔くやしがる。

　そうして是光をぎろりと睨にらんで、

「きみも思し慮りよがなさすぎるぞ、赤あか城ぎ。仮にも葵の彼氏役を引き受けておきながら、よりによって月つ夜や子こと浮気するなんて。ヒカルとの一件を聞いてないのか」

　と責めた。

（なんで、こいつは、見てきたようにあれこれ詳しいんだ）

　と思いながら、

「……聞いてる」

　ぼそっとつぶやくと、向こうの眉間の皺がいっそう深くなる。

「なら、葵がどれだけショックだったかわかるだろう。ふらふら女遊びを続けていたアホな婚約者が亡くなって、ようやく立ち直りかけたところに、そのろくでなしの婚約者の浮気相手が、ほのかな好意を寄せはじめた男──いや、好意というのは、あくまで信頼という意味であって、それ以上のものではないが──とにかく、女好きの婚約者のせいで男性不信ぎみだった葵が、奇跡的に信用した相手が、バカ婚約者の浮気相手と浮気して、その現場を見せられたわけだ」

　頭条のあけすけな言葉に、ヒカルが胸を押さえる。

「俊吾さん、ぼくのこと嫌いすぎ。そりゃ子供の頃から、なんか態たい度どが冷たかったし、好かれてるとは思ってなかったけど……」

　是光も返す言葉がない。

「可か哀わい相そうに。葵はすっかり落ち込んでいて、昨日もデブ猫を抱いて部屋に閉じこもりっぱなしだった。そのうちあのメタボ猫を連れて尼あま寺でらに入ると言い出しかねん」

「俊吾さん、葵さんの猫も嫌いなんだね……けど、葵さんなら……ありえるかも。潔けつ癖ぺきだから」

　ヒカルも心配そうに言う。

　是光の胃も、きりきり痛む。

　土曜の晩から葵に何度も電話をしたし、メールも打った。けれど電話は繫つながらず、メールの返事も一度もなかった。

　今朝も登校してすぐ葵の教室へ行ったが、葵の横で朝衣が腕組みして睨みをきかせていて、近づくことができない。

　それでも、

「葵」

　と呼びかけたら、葵は顔をこわばらせてうつむき、朝衣がやってきて、

「葵は、二度ときみと話したくないそうよ。その汚らわしい顔を葵に見せないで」

　と軽けい蔑べつしきった目で言われた。その間葵は一度も是光のほうを見ず、じっと肩をすくめていた。

（くそぉ、俺が悪いのはわかってんだ。けど、あんな辛つらそうな顔で無視されるとズキッとくるぜ）

「月夜子もなにを考えているんだか。ヒカルの件でもトラブルメーカーだったが、右う楯だての女はあちらをはじめ、本当に手に負おえない。何な故ぜああも人目もはばからず、騒さわぎを起こすんだ。蜘く蛛もの血のせいか」

（蜘蛛の血……？）

　月夜子が、蜘蛛がどうのと口走っていたことを思い出し、ひやりとする。

「センパイが蜘蛛の血って、どういうことだ？」

　尋たずねると、頭条は口をつぐみ、えらく苦い顔をしたあと、慎しん重ちような口調で言った。

「右楯の女は、蜘蛛の末まつ裔えいだと言われている。独占欲が強く執しゆう念ねん深ぶかいということだろうな」

　月夜子につかまれた腕を、反射的に見おろす。二の腕にまだ爪を立てられた痕あとが残っていて、皮ひ膚ふがぞくっとする。

（独占欲……）

「違う」

　いきなりヒカルが、強い口調で言った。

　是光が横を向くと、真剣な眼まな差ざしで頭条を見ていた。

「月夜子は、ぼくを独占しようとしたことなんて一度もなかったし、執念深くもないっ」

　これまで見てきた中で一番きつい声と表情で、細い眉をキッと上げて頭条を睨んでいる。是光は驚おどろいた。

　ヒカルの言葉が聞こえない頭条は、しかめっ面で話を続けている。

「今度のことも葵への嫌がらせだろう。月夜子は昔からそういうところがあった」

「俊吾さんが、月夜子のなにを知ってるって言うの！　月夜子は、嫌がらせなんてする人じゃないよ！」

「日本へ戻ってきてから、ますます派は手でで自じ己こ顕けん示じ欲よくが強くなって」

「それって月夜子が美人すぎて目立っちゃうだけでしょう。それに、自分の美しさに誇ほこりを持って、なにが悪いの！」

「葵のことを抜きにしても、月夜子は勧すすめられない。右楯の女は爆ばく弾だんみたいなものだ。誘ゆう惑わくされても絶対に手を出すな。あれは男を破は滅めつさせる蜘蛛の末裔だ」

「それも月夜子の魅み力りよくに男が勝手に夢中になって、溺おぼれちゃうだけで、月夜子の責任じゃない！　だいだい蜘蛛の末裔なんて千年前の黴かびくさい昔話じゃないか」

　ヒカルの口から抗こう議ぎの言葉が、次々飛び出てくる。

（俺の頭越しに言い合いをするのは、やめてくれぇ）

「つきあう女は、選ぶべきだ。それとも、きみもヒカル並に来るもの拒まずのバカなのか」

「なんだい、俊吾さんなんか選びすぎて、童どう貞ていのくせに！」

（ヒカル、落ち着けっ。他人の個人情報をぶっちゃけるな。つか、童貞関係ねーだろ）

　心の中で呼びかけるが、もちろん聞こえるはずがない。かといって、肩をつかんで止めようとしても、ヒカルは幽ゆう霊れいなので是光の手はすり抜けてしまうだろう。

　右では頭条が月夜子と切れろと迫り、左ではヒカルが「月夜子には、きっとあんなことをした理由があるんだ。葵さんへの嫌がらせなんかじゃない！　月夜子は、紅くれないの枝し垂だれ桜みたいに、凜りんとした誇り高い人なんだから！」と叫んでいる。

（ああっ、たくっ）

　是光は歯をぎりっと嚙かんだあと、声を張り上げた。

「俺とヒカルのことはいいが、センパイを非ひ難なんすんのは、やめてくんねーか」

　頭条の眉がぴくりとする。

「葵の前でああいうことになったのは、俺にも隙すきがあったせいだし、申し訳ねーと思ってる。けどセンパイはセコく嫌がらせするような女じゃねーって、ヒカルも言ってた」

　眉間に深く皺を寄せ目を厳しく光らせている頭条を、鋭く見つめ返し、きっぱりと言う。

「だから俺が、センパイがなんであんなことしたのかつきとめて、二度とさせねーから」

　それでいいんだろう、ヒカル。

「ぼくのことも、弁べん護ごしてよ」

　と、ヒカルが頰ほおをふくらませたが、それは無視した。

　頭条が渋い顔で言う。

「嘆なげかわしいな……きみはヒカルより道理のわかる男だと思っていたんだが」

　溜ため息いきをついたあと、突き放すような冷れい徹てつな表情になり告げた。

「今後も月夜子に関かかわるなら、もう葵には近づくな」

　頭条が弁当の包みを持って校舎のほうへ去るなり、是光も苦りきった顔で唸うなる。

「はーっ、斎さい賀がだけじゃなく、頭条にまで睨まれちまったぜ。葵のほうもこのままってわけにいかねーしな」

「俊吾さんは頭が硬すぎなんだよ。けど、ありがとう、是光。月夜子のこと、俊吾さんに反論してくれて」

「仕方ねーだろ。おまえが横でぎゃーぎゃー騒ぐし。それに……俺にとっても、センパイ、だしな」

　月夜子が、葵への嫌がらせだけでキスするような女ではないと信じたい気持ちは、是光も同じだ。

　葵のことは気になるが、まずは月夜子の問題を解決しなければ。

「で？　蜘蛛ってなんなんだ」

「ゴメン。よく知らない」

「はぁ？」

　是光は目をむいた。

　おまえ、千年前の昔話がどうとか、頭条に向かってわめいていたよな。

　ヒカルが唇くちびるをゆがめる。

「右楯の本家の敷しき地ちに、蜘蛛を祀まつった祠ほこらがあるんだ。平安時代に亡くなった右楯の女性が、蜘蛛になったんだって言われてるけど、その話は公おおやけの場ではタブーみたいな雰ふん囲い気きがあって。けど、ぼくの知ってる右楯の人はみんな蜘蛛が嫌いだった。月夜子も……嫌いというより、蜘蛛を怖がってたように思う。小さな蜘蛛が、ちょっと目の前を横切っただけで、真っ青な顔で震ふるえていたから」




　──蜘蛛が月を隠したら──あの女が、現れる。




　朧おぼろな月のように霞かすむ瞳で、苦しそうにつぶやいていた月夜子。

　あのときの月夜子は、まるで別人のようで……。

「くそっ、そろそろ教室へ戻らねーと。この話はまたあとだ」

　焦じれったい気持ちで、歩き出したとき。

　すっきりと伸びた青竹の前に、帆ほの夏かが立っていた。

「げ、式しき部ぶ──」

　帆夏は唇をちょっと尖とがらせ、強気と弱気が混じったような瞳で是光を見つめている。

（やべ、こいつ、いつからここにいたんだ？　まさか俺がヒカルと話しているのを聞いてたんじゃねーだろうな。それって独り言つぶやいてる危ねーやつじゃん）

　あたふたしていると、帆夏がさらにドキッとするようなことを言った。

「あたし、土曜日の夜にあそこにいたの」

「あ、あそこって……」

「園遊会」

「！」

「バイトでコンパニオンやってて」

　是光の頭から、すーっと血の気が引く。

　ヒカルも目を丸くして驚いている。

　帆夏が唇を尖らせたまま、乾いた単調な声で、ぼそぼそと続けた。

「あんたと月夜子先せん輩ぱいが」

「おい」

「抱き合って」

「待て！」

「キスしてた」

「～～～～～～！」

　帆夏の眉がキッとつり上がる。

（来る！　いつものアレが！）

　是光は反射的にみぞおちに力を込めた。

　が、いつまでたっても必殺の蹴けりは飛んでこない。

　代わりに、胸のあたりに力のないこぶしがあたった。




「……バカ」




　消え入りそうな声が耳をかする。

　それからまた、ぽすっと、こぶしが胸を叩たたいて──。

「バカ、バカ……バカ」

　一言バカ、とつぶやくたびに、弱々しくこぶしがあたる。ライトブラウンの髪かみが頰にかかり、帆夏の表情を隠し、うつむいたままぽかぽか叩き続ける。

　それは紫し織おり子こが是光の胸を叩くよりももっと力のない、か弱いこぶしで──なのに、心しん臓ぞうを直接叩かれているような気がした。

　帆夏の肩が小さく震えている。

　戸と惑まどいながら、細い手首をそっとつかむと、帆夏が顔を上げた。

「！」

　泣いているのを見て、息が止まりそうになった。

　透明な水が勝ち気な瞳いっぱいに浮かんでいて、それが雫しずくになって頰にぱたぱたこぼれ落ちている。

　歯をめいっぱい食いしばり、顔をゆがめて、帆夏が是光を睨む。

　唇を動かしてなにか言おうとするが、声にならないようで、何度も喉のどをつまらせてしゃくりあげる。そのたび眉が下がってゆき、目のふちから涙があふれ、最後はいたたまれなさそうに是光の手を振りほどいて、もう一度、

「バカぁ」

　と言って、走っていってしまった。

　是光は目を見開いたまま、遠ざかってゆくすんなりした足や背中を見つめていた。

　ゆっくりと息を吐く。

　吸って、また吐いて。

　なかなか呼吸が正常に戻らない。

　心臓がドキドキしている。

「び……びっくりした」

　まだ目を見張ったまま、心底から唸った。

　本当に、本当に、マジで──びっくりした！

（あいつが、あんな顔するなんて）

　女に泣かれるのが、苦手だ。

　小学生の頃、是光を置いて家を出ていってしまった母親が、いつも『ごめんなさい』と言って泣いていたから。

　泣いている女を見ると、胸のあたりがぎゅっとしめつけられて、たまらなく苦しくなってしまう。

　けど、帆夏の泣き顔を見たときは、あんまり驚いたせいで、苦しむ前にドキドキした。

「ヒカル、女って……」

　口にしかけて、引っ込める。

「？　是光？」

「……なんでもねー」

　昼休みの終わりを告げる鐘かねの音が、夏の熱風の中に涼しげに響ひびき渡わたる。是光も教室に向かって走った。

（女って、突然違う顔を……見せたりするんだな）




　──赤城、あたしが好きだって言ったこと、忘れてるでしょう。




　教室で、頰をふくらまして叫んだ帆夏。

（……れてねーよ）

　奥歯を嚙みしめながら、心の中でつぶやく。

（忘れるかよ、バカ）

　ヒカルが横で、あたたかで切ない、大人びた表情を浮かべていた。





　　　　◇　◇　◇






　五時間目の授業を受けている間、帆夏は是光のほうを一度も見なかった。机の下で携けい帯たい電でん話わを握にぎりしめたまま、うつむいていた。それでいて、是光が身じろぎしたり、椅い子すをちょっと引いたりするたびに、肩が小さく揺れる。

　是光のほうも、帆夏が反応するたび意識してしまい、背中や首筋がこわばった。

（センパイの問題が解決したら、式部に、プールに行こうって言おう）

　もういいと、断られるかもしれないけれど……それでも、ちゃんと俺から誘おう。

（けど今は、センパイがなんであんなことしたのか、つきとめねーと）

　屋おく上じようでヒカルと対策を練ねるため、休み時間に廊ろう下かを歩いていたとき。




「赤城氏！　大変です！」




　報道部の近江おうみひいなが、大きな胸を揺らして走ってきた。

「葵の上が、怪け我がをしたんです！　今、保健室に運ばれて手当を受けています」

「なんだって！」





　　　　◇　◇　◇






　ヒカルと慌あわてて保健室に駆けつけると、葵はすでにそこにはいなかった。

「おい、葵はどうした！」

「葵さんは、どこ！」

　養よう護ご教きよう諭ゆに、目をつり上げ息を乱して尋ねてみたら、葵の怪我は足の裏をちょっと切った程度であることがわかり、ヒカルと二人で惚ほうけてしまった。

　若い養護教諭が、びくびくしながら伝えたところによると、五時間目、葵のクラスは体育だった。体育館から戻ってきて体育シューズから室しつ内ない履ばきに替えたとたん、葵がしゃがみ込んだ。室内履きの中に、陶器の欠片かけらが入っていたのだ。

　が、怪我自体は、消毒液と塗ぬり薬ぐすりと絆ばん創そう膏こうでじゅうぶんだという。

「くそっ、近江のやつ、大げさに騒ぎやがって」

　廊下を歩きながら、唸る。

「けど、靴くつに陶器の破片を入れるなんて悪質だよっ。一体、誰だれがそんなことしたんだろう。葵さんは昔から、たまにこういう嫌がらせを受けることがあって……強気に振る舞っていても、きっと気持ちはすごく傷ついてるはずだ」

　ヒカルも憤いきどおりながら、心配そうに言う。

「おう、靴にこそこそ細工するなんて許せねーぜ」

　葵のクラスへ行ってみるが、ちょうど早退したところだった。念のため病院でも見てもらうとのことで、朝衣も付つき添そいで早退したらしい。

（って、そいつは過か保ほ護ごすぎじゃねーか？）

　朝衣にしても頭条にしても、葵のことになると度が過ぎる。それはヒカルも同じようで、

「是光、門のほうへ行ってみてくれないかな。車を呼んでいるだろうから、まだ葵さんたちがいるかもしれない」

　葵の無事な姿を見ないと安心できないらしく、懇こん願がんする。

　葵は細くて小さくて色白で、どこもかしこも綺き麗れいで純な感じがするから、少しも傷つけたくなくて、つい心配してしまうのだろう。まぁ、わかるような気はするが。

　昇降口で靴を履き替え外へ出ると、正門のところに葵と朝衣が立っていた。

　朝衣に気づかれないよう、木の後ろに隠れてさらに近づく。葵は元気のない顔でうつむいていて、その隣となりにひんやりした表情の朝衣が寄り添っている。

　葵が暗い顔をしているからだろう。ヒカルの瞳も翳かげりを帯びる。

　そこへ車がやってきて、葵たちの前で止まった。

　黒くろ塗ぬりのベンツでも来るのかと思いきや、爽さわやかな水色の車だった。種類はよくわからないが、カジュアルで可か愛わいらしい感じだ。

　運転席から、眼鏡めがねをかけたひょろっとした青年が現れ、嬉うれしそうににこにこしながら、葵と朝衣に話しかける。

「あいつ……」

　是光は目を鋭く細めた。

　園遊会で、葵の隣にいたやつだ。

　確か一朱とかいう名前で。

　ヒカルが驚いたように、

「一朱さん……」

　と、つぶやく。

「おまえ、あいつのこと知ってるのか？　そういや、園遊会でも名前を呼んでたっけ。あいつ、何者だ？　なんで葵を迎えに来てるんだ」

　ヒカルはけぶるような、儚はかない眼差しで答えた。

「あの人は、ぼくのお兄さんだよ。向こうは本妻の息子で、ぼくは愛人の子供だけど」

「なんだって」

　思わず叫ぶ。

　その声が、葵にはっきり聞こえたわけではないのだろうけれど、車に乗ろうとしていた葵が、ふっと動きを止め、振り返った。

　哀かなしそうな、か弱げな眼差しで、誰かを捜すように是光のいるほうを見つめる。

　心臓を握りしめられたように、ズキッとする。

　朝衣がいなければ、今すぐ駆け寄って、園遊会でのことを謝あやまりたい。

　けど、葵は哀しそうな瞳のまま顔をそむけ、車に乗って去っていった。

（……ゴメンな、葵）

　ズキズキしながら、見送っていたとき。

　またあの匂においがした。

　寺院などで、火に供く物もつを投じて祈き禱とうをする護ご摩まの際に生じる香りを思わせる、くすんだ甘い匂い──。

　芥け子しの実を焼くときの、妖あやしく蠱こ惑わく的てきな薫かおり──。

　背中にひんやりした気配を感じて、振り返る。

　園遊会の夜と同じように、月夜子が立っていた。

　是光は、首筋の毛がぞわっと逆立つのを感じた。

　ヒカルも息をのむ。

　月夜子は、是光を見ていなかった。

　朧な月のように霞む瞳は、今しがた葵たちが去ったほうへ向けられていて、そちらをじっと、ひたすらじっと──見つめている。

　月夜子の制服はスカートのプリーツがところどころ折れ、半はん袖そでのシャツがくしゃくしゃによれ、ボタンが三つまではずれていた。

　それだけではなく、胸元がぐっしょりと濡ぬれ、下着が透すけて見える。スカートも濡れた部分が黒く浮き上がっている。

　紅色の髪が乱れ、青ざめた頰に、幾いく筋すじもの血のように降りかかっていた。

　是光の目に映っているのは、そんな非日常的で美しい──妖しい光景だった。まるでそこに、魔ま性しようの生き物が立っているかのような。

　ねっとりした風に、紅い髪がゆらりと踊おどった。

　是光に背を向け、月夜子がひっそりと歩き出す。

　扇おうぎを持って舞まっているときの、なめらかな足運びとは違う。縛しばられた手足を必死に動かしているようなぎこちない、よろよろした歩きかたで。

「センパイ」

　呼んでも振り返らない。

「是光、追いかけて」

「おう」

　六時間目の開始を告げるチャイムが鳴ったが、月夜子は校舎に戻ろうとはせず、中庭のほうへ進んでゆく。

　陽炎かげろうが立ちのぼる夏の太陽の下、紅い髪がさらさら、ゆらゆら、うごめいている。

「待てよ、センパイ！」

（くそっ、あの園遊会のときと同じだ。どうしちまったんだ、センパイ）

　頰を挟まれ引き寄せられたときの、ひんやりした手の感触や、押しつけられた唇の異様な冷たさが生々しくよみがえり、背筋が冷えてゆく。




　──葵さんのところへは行かないで。




　──でないと葵さんのことも、この花のようにむしりとってしまうわよ。




　妖しく朧な月明かりの下、熱い夏の風に紅の髪を揺らして、霞むような目で、是光を見つめていた月夜子。

（まさか、葵の上履きに陶器の欠片を仕込んだのって──）

　月夜子はそういう女じゃないと、ヒカルは繰くり返かえし言っていた。是光も、それを信じたい。

　けど、今のこの月夜子なら──。




　──きみがいてくれないと、あの女がわたしを捕まえてしまう。




　──蜘蛛の糸に囚とらわれて、わたしは息ができなくなって、踊れなくなってしまう。




　是光の腕の肉を突き破らんばかりに、食い込んでいた爪。

　深い恐れのこもる、声。

（あの女って、誰のこと言ってたんだ？　そいつがセンパイに命令してんのか？　どこにいるんだ、その女は！）

　隣でヒカルが、顔を硬くこわばらせ、月夜子の背中を凝ぎよう視ししている。

　是光の手のひらも、汗ばむ。

　月夜子は足を止めず、やがて校舎の横をぐるりと回って中庭へ辿たどり着ついた。

　突然、隣でヒカルが強い衝撃を受けたように、立ち止まった。

　是光も、中庭の景色に目を向け、息をのむ。

　ヒカルの掠かすれ声ごえが、聞こえた。




「花……散ってる」




　棚たなからこぼれるラッパの形をした橙だいだい色の凌のう霄ぜん花かずら、紅の薄い花びらがあでやかな夾きよう竹ちく桃とう、中心が赤く色づいている、純白の木槿むくげ。

　ヒカルがうっとりした目で語っていた花たちが、無む惨ざんに引きむしられ、その残ざん骸がいが土や芝しばの上に散らばっている。

　くしゃくしゃに握りつぶされた花、踏みつけられ土にめり込んだ花、その上に、その周りに、こぼれ散らばる無数の花びら。

　木の上のほうは花が残っているのに、下のほうは枝と葉ばかりで、凌霄花もひょろ長い緑の蔓つるが壊こわれたブランコのように、寒々と風に揺れている。

　まるで、花の亡なき骸がらを見るようだった。

　屍しかばねの中央に、紅い髪の月夜子が、是光たちに背中を向けて立っている。

　乱れた髪が妖しさをかきたて、まっすぐな背が尊大さを感じさせたが、握りしめた手が小さく震えているのを見て、是光はためらいながら声をかけた。




「……センパイ」




　振り返った月夜子が、普通の──少し元気のない弱々しい女の子の顔をしていたのに安あん堵どしながら、ぎこちなく言葉を続ける。

「授業はじまってるぞ。サボりか」

　是光を見つめ返す目も、心細げだ。

「……赤城くんは……教室に戻らなくていいの」

　沈んだ声で、月夜子が問い返す。

「センパイが戻るなら戻る」

「……つきあいが、いいのね」

　月夜子は唇の端をゆがめ、笑おうとしたが、笑えなかったようだった。喉でつまった声が痛々しく掠れる。

「この前の夜……あんなことして……ごめんなさい。赤城くん、はじめてだった？」

「……いや」

　ぼそっと答えると、気持ちが少しゆるんだように眉を下げて、

「そう、よかった」

　と、つぶやいた。

「はじめてのキスがあんなんじゃ、嫌な思い出になってしまって可哀相だもの……」

　本当に申し訳なく思っていることが感じられる、辛そうな声と表情だった。

「俺のことはもういい。男だし……事故だと思って忘れる。それより葵に謝れよ」

　月夜子が目を伏せる。

「……」

「センパイ、なんであんなことしたんだ」

「……」

　唇を辛そうに引き結んだまま、答えない。

　ヒカルが心配そうに月夜子の肩に手を置き、頰に顔を寄せる。

　沈黙が続いたあと、月夜子は是光の視線をさけるように背中を向けて、百日紅さるすべりの木のほうへ腕を伸ばし、なめらかな白い手で、紅色の花びらをいたわるように触れ、また肩を少し震わせた。

「ちぎっちゃった……花」

　胸が引き絞られるような、哀しげな声だった。

　月夜子の足元に散らばった花びらが、芝の上をかさかさとすべってゆく。

「ヒカルは……花が好きだったわね……。ううん、好き以上だった。どの花も、心から愛していた……。中庭のこの花たちのことも……本当に嬉しそうに、愛いとおしそうに世せ話わをしていて……今日一つ目の木槿がつぼみをつけたんだとか、ポーチュラカがちょっと元気がないから、日よけを作ってあげたんだとか、やっとテディベアが芽を出したんだよ、熊の毛みたいにもふもふした花びらのついた向日葵ひまわりなんだよとか……甘い目をして話していたわ……」

　月夜子の表情は、わからない。

　けれど、声ににじむ切ない響きに、胸がますますしめつけられた。

　ヒカルも憂うれいを帯びた美しい瞳で、月夜子の細い肩を見つめている。

　きっと、ヒカルが生きていたなら、今すぐ月夜子を抱きしめていただろう。けど、幽霊のヒカルには、花に水を与えることも、日よけを作ることも、恋人を慰なぐさめることもできないのだ。

「……ヒカルは……わたしのことも、花みたいに咲かせてくれたの。ヒカルに会うまで、わたしは自分の髪が大嫌いだった……。なるべく目立たないように、短いおかっぱにしていたわ……。あの頃は、自分の意見も言えずに、うつむいてばかりだった……。イギリスの学校へ行くように言われて、本当は行きたくなかったのに、嫌って言えなかった……」

　消え入りそうな声が、是光の耳に淋さびしく吸い込まれてゆく。

　ヒカルの瞳に浮かぶ憂いも、濃こくなってゆく。

「……学校の寮りように入ってからも、コンプレックスの塊かたまりで……周りの女の子たちがみんなきらきらして、可愛くて、幸せそうに見えて。わたしは、綺麗でも可愛くもないから……あの子たちとは違うんだって、あきらめていた……。みんなが恋の話をしているときも、惨みじめな気持ちで身をすくめていたわ。わたしには、そんな物語みたいなことは起こらないって知っていたから……」

　何故イギリスに留学していた頃の月夜子が、そこまで自分を卑ひ下げしていたのか、是光にはわからなかった。

　今の月夜子は、帆夏が憧あこがれるほどに美人で魅力的で、紅の舞姫と呼ばれて賞しよう賛さんされているのに。

　コンプレックスの塊だったって？

　とても信じられない。

「わたしは、ずっと赤あか錆さび色の髪の小娘のままで、誰もわたしのことなんて気にしてくれないと思っていた。けど、ヒカルに会ったの」

　月夜子の声に、切なさとごちゃ混ぜの喜びがにじむ。

　ヒカルの瞳も、当時の記憶が呼びさまされているのか、愛おしさと切なさでいっぱいになる。

「十四歳の春に、ちょうど日本に帰国していたときに、園遊会があって……。夜だったわ……。大勢の中で無視されている気持ちを味わうのが嫌で、人ひと気けのない場所を歩いていたら、一本だけ、花の咲いていない桜の木があって、それが自分みたいに思えた……。そのまま一人で見上げていたら、木の後ろからやわらかな月の光を浴びて、ヒカルが現れたの……」

　月の精のように美しい少年を見て、心臓が止まりそうなほどびっくりして、ここでなにをしているの、と尋ねたら、花を見ていたんだよ、と答えた。




　──花なんて、咲いてないわ。




　──これから咲くんだよ。この枝いっぱいに、一番美しい桜の花がね。その花を見ていたんだ。ああ、綺麗だろうな、楽しみだなぁって。




　そうして、月夜子の赤くてみっともない髪をひとふさ指ですくって、無む邪じや気きに言った。




　──きみの髪。すごく綺麗な紅あかだね。きっと伸ばしたら、紅くれないの枝垂れ桜のようになるよ。見てみたいな。




　とても価値のある美しいものを眺ながめるように、ヒカルはうっとりと目を細めていた。

　そんな目で、月夜子を見つめてくれた人は、今まで一人もいなかった。

　コンプレックスである赤錆色の髪を、紅の枝垂れ桜のようだと褒ほめてくれた人も。




「ヒカルのあの言葉で、わたしは紅の舞姫になれたの」




　イギリスに戻る前の夜。

　ヒカルは驚いたことに、右楯の屋敷へ訪ねてきた。しかも、夜、誰にも内緒で。

　月夜子は慌てて、ヒカルを自分の部屋に入れたのだ。

　お父さんたちに見つかったらどうするつもりだったの？　と、おろおろする月夜子に、ヒカルは優しく大丈夫だよ、と微笑ほほえんだ。




　──どうして、そんなに落ち着いているの？　とんでもないことをしているのよ。あなたは怖くないの？




　──怖くないよ。ぼくは、なにをしても許される身だから。




　涼しげに、さらりと。

　月夜子の中の戸惑いや臆おく病びようさを、とかすように。

　もう、ヒカルにすべてをゆだねることに、迷いはなかった。

　わたしは、変わるのだ。

　そう思った。そう信じられた。

「夢中でヒカルに恋をしたわ。ヒカルはイギリスにも訪ねて来てくれて、寮の部屋でこっそり会っているとき、こんな大胆なことがわたしにできるなんてって、ドキドキした。

髪も伸ばして、踊りも先生に褒められるようになって、毎日楽しくて──こっちの学校に編入してからは、ヒカルといつでも会えるようになって、誰になんて非難されても、白い目で見られても、わたしは平気だった。終わらない宴うたげの中で酔いしれているみたいだった……。けど、今年のゴールデンウイークにヒカルと別荘で会ったとき、なんだかヒカルがとても儚く見えて──……」

　月夜子の声が、途と切ぎれた。

　千ち切ぎられた花びらが、地面で震えている。

　月夜子の背中は動かない。




「ヒカルは、自殺だったのでしょう」




　低い声で、いきなりそんなことを言われて、是光は息を止めた。ヒカルの顔からも表情が消える。




「だって、ヒカルの手首に、リストカットした痕があったもの」




　その言葉に、心臓が痛いほど高鳴り、とっさにヒカルの手首に目を向ける。

　夏服の制服のシャツから伸びる、白くほっそりした腕。

　透きとおるような肌には、しみも黒子ほくろもなく、左右どちらの手首にも切り痕はない。

（けど、ヒカルは幽霊だから……今俺が見ている体が、ヒカルが死ぬ前と同じ体だったってことはねーんだよな……）

　そんな疑ぎ惑わくをいだいてしまうのは、ヒカルがどこか空くう虚きよな──静かすぎる表情を浮かべているせいだった。

　無邪気で暢のん気きなヒカルが、たまに見せる別人のような暗い顔。

　その顔を見るたび、是光はヒカルについてなにも知らないのではないか。自分が見ているのは、ヒカルの表面だけにすぎないのではないかという不安に囚われる。

　ヒカルは、川に落ちて溺でき死しした。

　それは事実だ。

　だが、その死は、事故だったのか。

　それとも、いつか出回ったチェーンメールに書かれていたように、殺人だったのか。

　月夜子は、自殺だと言う。

　様々な推すい察さつがあり、疑ぎ念ねんがあり、思おも惑わくがあり、どれが正しいのかまるで見えない。

　唯一、答えを知っているはずのヒカルは、唇をかたくなに閉じたまま語らない。

　月夜子の発言を聞いて、今、ヒカルはどう思っているのか。

　なにを考えているのか。

　月夜子は今このとき、ヒカルが自分の近くにいて、自分の言葉を聞いているなどとは、夢にも思っていないだろう。

　月夜子が紅い髪をばさりと乱して振り返り、切せつ羽ぱ詰つまった激しい表情で、叫ぶような声で──是光に向かって言った。

「怖くて、この傷はどうしたのって訊きけなかったっ。けど、心配でたまらなくて、ヒカルにキスをしたの」

　ゴールデンウイークの乗馬コースで、月夜子は人目もはばからずヒカルとキスをしたと、頭条は怒っていた。

　葵は、ヒカルが最後にキスをした相手が月夜子だったかもしれないことが、許せないと言っていた。

　けど、乗馬コースでのキスには、月夜子のそんな、どうしようもない不安が込められていたのだ。

　月夜子が唇をちょっと嚙み、目を伏せる。

「キスが終わったあと、ヒカルは静かな顔で、もうこういうことはできないって、わたしに別れ話をしたわ」

　苦い声だった。

　無表情だったヒカルの瞳にも、痛みが浮かぶ。

　そうだ。ヒカルは、葵ときちんとつきあうために、それまで関わりのあった女たちに、恋の終わりを告げようとしていたのだ。

　もう、今までのようにはつきあえないと。

　きみの恋人ではいられないと。

　女たちにとってみれば、残ざん酷こくな言葉だったろう。

　けど、月夜子は顔をぐっと上げて、強い口調で言った。

「それはどうでもよかったの。ヒカルがわたしとの恋を終わりにしても、一番大切な約束を守ってくれるなら。ヒカルがわたしの世界に存在してさえくれるのなら」

　青ざめていた頰に赤みがさし、首筋がすっと伸びる。

　この瞬間だけ、月夜子はもとの強くて凜とした月夜子に戻ったようだった。

　月夜子の発する気迫に、是光は頰をぴしゃりと打たれたような気がした。

　花園で一番誇り高く美しい、紅の枝垂れ桜──。

　けれどすぐにまた瞳に切ない光がにじみ、声も苦しそうに掠れてゆく。

「でも、ヒカルは死んでしまった……」

　顔をゆがめ、息を無理やり飲みくだし、それでも自分で自分を支えきれないのか、是光にしがみついた。

　熱を帯びたやわらかな体を、少しのけぞりながら受け止める。豊かな紅い髪が是光の腕に降りかかる。

「どうして？　何故ヒカルは死んだの？　赤城くん……っ、きみなら答えられる？」

　月夜子は激しい苦痛をこらえるように目を細め、是光を見上げて、叫んだ。

　悲痛な声だった。

　是光の肩をつかんでいる白く美しい指が、震えている。

「俺は……」

　是光の胸も、抉えぐられ、裂さけそうになる。

　あでやかな月夜子、笑い上じよう戸ごの月夜子、周囲の目にも噂うわさにも揺るがない堂々とした月夜子、是光の初めての先輩──。

　中庭の渡り廊下で恐れもなく是光に話しかけてきたことや、部室で生き生きと踊っていたこと、腕を絡めて校内を歩きながら、是光の隣でずっところころ笑っていたことが次々と思い出され、今、是光を弱々しく見上げている姿との違いに、ますます胸が痛くなる。

　なんとかしてやりたいと思う。

　力になりたいと思う。助けたいと思う。

　けど、月夜子が知りたがっているその答えを、是光もまた知らない。

　ヒカルの気持ち、ヒカルの想い、ヒカルの死、そのすべてを含む長い長い物語を、是光はまだヒカルの口から聞いていない。

　ヒカルが話してくれるまで、待つと言った。

　だから、知らない。

　月夜子に、ヒカルの死が本人の意志だったのか、誰かの殺意によるものだったのか、不幸な事故によるものだったのかを、語れないのだ。

「悪い……」

　歯を食いしばるようにして、つぶやいたとき。

　隣で、張りつめた声がした。




「それを知ったら、きみはもとのきみに戻れる？　月夜子？　ぼくの身に起きたすべてを──ぼくが犯した罪のすべてを、包み隠さずきみに話せば」




　息を止めてヒカルを見る。

　ヒカルは顔を硬くこわばらせ、険しく厳しい表情で、月夜子を凝視していた。

　月夜子が望めば、隠し通してきたことを明らかにしよう、そのことで本当に月夜子を救えるなら、それがたとえ禁きん忌きでも絶望でも晒さらしてみせる、そんな覚悟のこもる目で。

　頭の奥がジンと痺しびれ、酸すっぱい唾つばを飲み込み、是光は口を開いた。

「もし……ヒカルがどうして死んだのか、わかったら……センパイはもとのセンパイに──戻れるのか？」

　是光にすがりつき見上げていた月夜子の瞳が、びくっと揺れる。

　知りたいけれど、知るのが怖い──そんな葛かつ藤とうに顔をひきつらせていたが、やがて、是光の肩をつかんでいた手が、弱々しくほどけた。

　そうして、ひどく疲れ切った様子でつぶやいた。

「これが……もともとのわたしよ。赤錆色の髪の恨うらみがましい女の子。婚約者に優しくされて、周りの人たちからも許され愛されている恵まれた幸せな女の子を、妬ねたみもしたわ。どうして、わたしの髪は赤錆色なんだろう、どうして黒髪に生まれなかったんだろうって……毎日……毎日……」

　乾いた唇に、哀しげな笑みが浮かぶ。

　ヒカルの眼差しにも、切なさがあふれる。夏のまぶしすぎる陽射しが、是光たちを照らしている。

　赤い汁の染み出た花びらが散らばる地面に伸びる影は、是光のものと月夜子のものと二つきりだ。ヒカルはここにいるのに、影さえ映らない。

　月夜子が首を横に振る。

「そうね、聞いても仕方ない。ヒカルはもういない。月は隠れたままよ」

　あきらめの口調で断言し、目を伏せ小さく震えた。

「そうして、月が隠れれば蜘蛛が現れて、全部絡めとってしまうの。花もみんな枯れてしまうのよ」

「蜘蛛ってなんなんだ。センパイの家に蜘蛛を祀った祠があるって聞いたが、そいつと関係あるのか？　前に言ってた〝女〟ってのも──」

　そのとき、雲が太陽を隠した。

　月夜子の瞳から光がなくなり、朧に霞んでゆく。

　表情も曖あい昧まいになり、唇も鼻も眉も──月夜子のすべてが輪りん郭かくをなくし、ぼやけてゆく。

「あの祠は……嫉しつ妬とのあまり蜘蛛に変へん化げして、夫とその愛人を喰い殺した女を……閉じこめたものなの。祟たたらないように神様にして祀ったのよ。もうずぅぅぅっと昔。そう平安時代の頃……わたしはその末裔なの」

　吹きはじめた生ぬるい風の中、紅い髪がゆらゆらと舞い踊り、あざやかな血のように散ってゆく。

　ヒカルが、是光の隣で息をのむ。

　花の残骸の上に妖しく立ち、朧に霞む瞳で、月夜子の顔をした少女は告げた。














「夫とその愛人を喰い殺した女の名前はね──六条というの」













　中庭で月つ夜や子こが、その禍まが々まがしい名前を口にしてから数日の間に、葵あおいの身に小さな事件が次々降りかかった。

　バスで登校中に、制服のプリーツスカートをカッターのようなもので切られたり、むしられたタチアオイの花が、葵の机やロッカーに入っていたり、本やペンケースや体たい操そう着ぎや、部室に置いてあったパレットや絵筆がなくなったり。

　そのたび報道部のひいなが、

「大変ですよ～！　赤あか城ぎ氏！」

　と知らせに来る。




　今朝もひいなは、是これ光みつの机の前にしゃがみ込み、机の上に丸い顔をのせて早口でまくしたてていた。

「犯人は誰だれなんでしょうね？　葵の上は、ヒカルの君の婚約者だった頃も、たまにこーゆー嫌がらせを受けてたみたいですけど、こんなにあからさまなのは、はじめてですよ。朝あさの宮みやがぴりぴりしてて怖いです。犯人は、見つかったら朝の宮に簀す巻まきにされて、シベリアの永久凍土に、船で送られちゃうんじゃないですか」

　と、わざとらしく身み震ぶるいする。それから、少年ぽく微笑ほほえんで、

「赤城氏、自分と一緒に犯人捜しをしましょう。そしたら葵の上も赤城氏のこと見直して、仲直りできるはずですよ。朝の宮だって、葵の上との交際を認めてくれるかもです！」

「俺は……そういうのいいから。交際とか、もともとねーから」

　帆ほの夏かは自分の席で、携けい帯たい電でん話わをいじっている。この数日、是光と極力視線をあわさないようにしているようで、是光も話しかける機会を逸いつしていた。いずれきちんと話さなければならないと思うが、今は余裕がない。

「自分がここまで集めた情報によると、事件の前後に、黒くろ髪かみのロングヘアの女生徒が目もく撃げきされてるそうですよ。ロングの女子をあたってみましょう」

「いいから、おまえは自分の教室に帰れ」

「あ、どこ行くんですか、赤城氏」

「便所」

「それなら自分もおともしますよー」

「来るな」

　ひいなを振り切り、トイレの個室に入り、苦い顔で便器の蓋ふたにどかっと腰かける。

「近江おうみさんは、犯人の目星がついてて、カマをかけにきてるような気がするよ。朝ちゃんにしても、とっくにわかっていると思う。ただ、相手が相手だから大おお事ごとにできなくて、苛いら立だっているんだ」

　ヒカルが天てん井じようから、眉まゆ根ねを寄せて言う。

「やっぱ……センパイがやったってことか」

「月夜子はそんなことはしない。けど──」

　ヒカルが顔を厳しく引きしめ、険けわしい声を出す。

「六条なら、ありえるかもしれない」




　──わたしは、蜘く蛛もの末まつ裔えいなの。夫と愛人を殺した女の名前は、六ろく条じようというのよ。




　芥け子しの実の薫かおりを妖あやしく漂ただよわせ、朧おぼろに霞かすむ目をして告げた月夜子。




　──きみは、六条を止められる？　赤城くん。




　あのときの声と姿が蠱こ惑わく的てきな薫りとともに浮かび上がり、胸が石をつめたようにズシリと重くなった。

（一人の女が、まったく別の女になっちまうなんてことが、あるのか？）

　けど月夜子は六条の影に怯おびえ、苦悩している。

「っっ、なんにせよ、センパイが関かかわってるのは、間違いねーんだよな」

　奥歯を強く嚙かみしめる。

　どうしたら六条の暴走を止められる？　葵だって、こんなことがいつまでも続いたら、まいってしまう。

　ヒカルは難しい顔で考え込んでいたが、やがて口を開いた。

「まずは月夜子を、葵さんから引き離そう。そうすれば葵さんは安全だし、月夜子も落ち着くだろう。とにかく月夜子には気分転てん換かんが必要だよ」

「それってつまり、どうすりゃいいんだ」

「月夜子を、デートに誘ってくれる？」





　　　　◇　◇　◇






「赤城くん？」

　朝のホームルームの開始直前に、二年生の教室に現れた是光を見て、月夜子は戸と惑まどいの表情を浮かべた。

「センパイ、ちょっとつきあってくれ」

「つきあうって、もうすぐホームルームが。えっ！　赤城くん──」

　是光はかまわず月夜子の手をぐいっと握って、そのまま教室を出た。

　背後で、「ヤンキーキングが、月の宮を拉ら致ちった」「やっぱり、あの二人デキてるの？」

といった声が聞こえる。

　月夜子も是光に手を引かれながら、目を白黒させている。前に月夜子が是光を校内デートに引っ張り回したときと、まるきり逆だ。

　下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替かえ、そのまま校門をすぎ、歩道をどんどん進む。

「赤城くん、こんなことしたらまた噂うわさになるわ。きみはもう、わたしと関わらないほうがいい。部活も来なくていいって、言ったわよね」

「聞いたけど、承しよう知ちしてねぇ。センパイはまだ俺の先せん輩ぱいだ」

　月夜子の手を握ったまま、きっぱり言う。月夜子の顔に驚おどろきが浮かび、肩がちょっと震ふるえる。

「けど」

「センパイ、六条がどうとかテンパってただろ。こーゆーときは思い切ってハメをはずして、ぱーっとストレスを発散させちまったほうが、すっきりするって、ヒカルが言ってた」

　ヒカルの名前を出したとたん、月夜子の目がうるみ、様々な感情があふれる。

「だから今日一日、ヒカルのお薦すすめの健全コース、試してみようぜ」

（ナビを頼むぞ、ヒカル）

　斜ななめ上へ視線を向けると、ヒカルが、任せてというように笑顔でうなずく。

「まず熱帯植物園へ行こう。月夜子は、ガジュマルの木と扇おうぎ芭ば蕉しようがお気に入りだったね」

「まずは、熱帯植物園だ！　ガジュマルと扇芭蕉が待ってるぜ！」





　　　　◇　◇　◇






　電車を乗り継いで、臨りん海かいの公園へ辿たどり着つく。

　ゲートをくぐり、ぐにゃぐにゃと折れ曲がった枝や、鶏にわとりのとさかのような葉をつけた南国の木々や黄色いカンナを見ながら歩き、薄暗い林を抜けると、桜の大木に囲まれたすり鉢ばち状のコロシアムが広がる。ベンチに猫が寝ていたりして、なんとものどかだ。そこをさらに進み、巨大な鳥とり籠かごのようなドームへ向かった。

　中は、ガラス越しに降ふり注そそぐ太陽でまぶしく輝き、人工の滝が爆音と水しぶきとともになだれ落ち、濃こい緑の葉を大きく広げた椰や子しや羊し歯だ、赤いハイビスカスや、朱色の鳥が群れ集っているような植物が、湿気を含んだねっとりした空気とともに出迎える。

「ヘリコニア・ロストラータ、英名だとエビハサミっていうんだよ。ほら、よく見るとこの朱色の花が、お寿す司しのシャリに乗ってるエビっぽくも見えるだろう」

　と、ヒカルがさっそく蘊うん蓄ちくを垂れる。

　すべての木々が旺おう盛せいな生命力を誇こ示じするように、天上に向かって高く伸び、ざわざわと枝葉を茂しげらせている。花も、赤やオレンジや黄色など、目にまぶしいほど鮮やかな色をしていて、力にあふれている。

　電車で移動する間、ずっと困ったような顔をしていた月夜子の頰ほおも少しずつ紅潮し、瞳に輝きが戻ってきた。

「この植物園、ヒカルと何度も来たのよ。元気を出したいときは、ここへ来て、木や花からパワーをわけてもらうといいよって、ヒカルが教えてくれたの。ほら、あの滝のところに生えている木、表面に模も様ようがあってキリンみたいでしょう。マルハチというのよ。ああ、それにこの扇芭蕉が、わたし、大好きなの」

　緑の巨大な扇を、めいっぱい広げたような姿をした高い木の前で立ち止まり、微笑みながら見上げる。

「こんな素す敵てきな扇を持って踊おどってみたいわねって、ヒカルと話したわ」

　園内を歩きながら、ヒカルのことを思い返しているようで、表情がどんどん明るくなってゆく。それを見つめるヒカルも、嬉うれしそうな優しい目をしていた。

（センパイ、元気が出てきたみたいだ。よかったな、ヒカル）

　月夜子の気持ちが安定すれば、六条も消えてしまうだろう。

　まだ希望的な観測にすぎないが、是光の心もようやく軽くなった。

　それから時間をかけてドームの中を見て回り、レストランでインドネシア風のピリ辛から混ぜご飯や、エビと春はる雨さめのサラダで昼食をとったり、売店をのぞいたり、別館に展示してある船を見たり、広場を歩いたり、スポーツ館で体を動かしたり、海辺のベンチでジュースを飲みながら休きゆう憩けいしたりして、夕方近くまで過ごした。

　是光の隣となりで月夜子は、何度も声を上げて朗ほがらかに笑った。

　帰り道。淡あわい金色に染まりはじめた桜の木々の前で、ふいに月夜子が足を止めた。

　懐なつかしそうな遠い目で、じっと桜を見つめている。

「花が咲くのは……まだずっと先ね……夏を迎えて、秋を終えて……冬を越さなきゃいけない……」

　つぶやく声が、淋さびしそうだった。

　ヒカルと月夜子がはじめて会ったのは、朧な月が浮かぶ春の夜。桜の木の下だったと聞いている。幹みきの後ろから微笑みを浮かべたヒカルが現れることを、今も月夜子は願っているのだろうか。

　そんな起こりえない奇き跡せきを祈いのるような眼まな差ざしを、夕暮れの金色の光に包まれたごつごつした幹に注いでいる。

　是光の胸も疼うずいた。

　そのとき、ヒカルがあたたかな声で言った。

「ねぇ、月夜子。ぼくらがつきあっていたとき、『ぼくの婚約者が、葵さんではなく月夜子だったら、どんなだったんだろう？』って話したことがあったね。帝門みかどの跡あと取とりの男子は、代々右う楯だてか左さ乙女おとめの女性と婚こん姻いんを結んできた。本妻の息子の一かず朱あきさんが右楯の月夜子と、ぼくが左乙女の葵さんと婚約をしたけれど、逆もありえたんだ」

（そうだったのか？　ならセンパイがヒカルの婚約者だった可能性もあったってことなのか）

　ヒカルは澄すんだ瞳で、月夜子を見つめている。

　月夜子は桜の木の前で、目を伏せている。

「月夜子はあのとき、笑って答えたんだよ。『そしたらわたしは今、踊っていなかったし、こんなに刺激的な恋を知ることもなかったし、これほどあなたを愛することもなかったわ。わたしはこの出会い以外の出会いはいらない』って──」

　月夜子の耳には届かない言葉。

　けど、ヒカルの声には、月夜子がそれを口にしたときの感動があふれている。

「『葵さんと運命を入れ替えたいとは思わない。たとえ神様がそうしてくれると言っても、断るわ』って、はっきり言ったんだ」

　朗らかで凜りんとしたその声が、是光の耳にも聞こえたような気がして、心しん臓ぞうが高鳴った。

「あのときの月夜子は、強くて綺き麗れいで、とても誇ほこらしげだった。花園の中央で咲き誇る、一番美しくあでやかな紅くれないの枝し垂だれ桜そのものだったよ」

　愛いとおしげに目を細めるヒカル。

　強く凜とした月夜子を、どれほど誇りに思っていたか。まぶしく感じていたか。

　ヒカルの想いが、是光の心を震わせる。

「なぁ、センパイ。ヒカルはセンパイのこと、花園で一番美しくて誇り高い紅の枝垂れ桜だって言ってたんだぜ。本当だ」

　うなだれ、縮ちぢこまっている月夜子に、ヒカルの気持ちを伝えたい。

　ヒカルが月夜子に寄せていた愛情を、歓よろこびを、知ってほしい。

　月夜子が肩を震わせる。きゅっと手を握りしめ、後ろめたそうにつぶやいた。

「わたし……わたしは、そんなんじゃ……」

　ヒカルがひたむきな表情で尋たずねる。

「月夜子、六条はきみに、なにをさせようとしているの？　ぼくは、きみのためになにができる？」

　是光も真剣に問う。

「センパイ、今、困ってるんだろ。俺にできることがあったら、言ってくれ」

「……赤城くん」

　月夜子が震えながら是光を見上げる。ひどく弱気な、切せつ羽ぱ詰つまった顔をし、迷うように視線をあわせたり、そらしたりし、唇くちびるを小さく嚙み、喘あえぐように声を絞り出した。

「……六条は」

　是光も息を止め、耳をすます。

「六条は……わたしに……」

　いきなり、月夜子がびくっとした。

「！」

「どうした？　センパイ」

　月夜子は真っ青な顔で、桜の枝を見ている。そこから一筋の糸がすーっと下がってきて、その先端で、目を凝こらさないとわからないほどの小さな蜘蛛が揺れている。

　月夜子の瞳から生気が失われ、しだいに朧に霞んでゆく。

「ダメ……、ダメよ。ダメなの……ご、ごめんなさい。わたし、気分が……お、お手洗いに、行ってくるわ。赤城くんは先に帰っていて」

「おい、センパイ」

　是光の返事を待たずに、月夜子は走っていってしまった。

「くそっ」

　蜘蛛を睨にらみつけ、後を追う。

　けれど、ドームの外側にあるトイレの前まで行って、そこで待っていても月夜子は現れなかった。

「トイレに行ったんじゃねーのか？」

　是光は携帯を出し、月夜子を呼んでみた。

「っっ、留る守す電でんになっちまう」

　何度呼んでも結果は同じだった。

「是光、とても嫌な予感がするよ。学校へ行ってみよう」

「そうだな。センパイも鞄かばんを取りに戻っているかもしれねーし」

　他にアテはなく、是光は来たときと同じように時間をかけて、学校へ向かった。




　到着した頃には日はすっかり落ち、校舎に明かりがともっていた。

　昇降口へ行き、月夜子の下駄箱の中を確かめる。上うわ履ばきが一組並んでいるだけで、外履きはない。

「来てねーか……」

　ヒカルも隣で息を吐く。

　携帯も一いつ向こうに繫つながらない。ちゃんと家へ帰れているのならよいのだが……。

　念のため教室も見てみることにして、昇降口から一階の渡わたり廊ろう下かへ向かい、そこを歩きはじめたとき。

「是光っ、あれ！」

　ヒカルが引きつった声で叫んだ。

　是光もギクリとする。

　朧な月明かりの下、中庭の夾きよう竹ちく桃とうの木の前に、制服を着た女子が一人で立っている。

　艶つやを帯びた長い黒髪が背中から腰に向かって伸び、風に妖しく揺らめいている。

　その女子の周りに、千ち切ぎれた花が散らばっている。そうして、是光たちが息をのんで見つめる間も、細い腕で花を千切り、握りつぶし、投げ捨ててゆく。

　ひいなが、葵の事件の前後に、長い黒髪の女生徒が目撃されていると言っていた。

（まさか、あいつが──）

「おい！」

　是光は庭のほうへ駆け出した。

　艶やかな髪がひるがえり、相手も走り出す。その瞬間、是光の鼻先を妖しい匂においがかすった。芥子の実を火にくべたような匂い！　甘くくすんだ、蠱惑的な──！

「待て！　おまえは、六条なのか！」

　雲が月をおおい隠し、視界が暗くなる。木々の間を巧たくみにすり抜け、女生徒は駆けてゆく。艶を帯びた黒い髪が、ゆらゆら見え隠れする。

　胸が破れそうなほど鼓こ動どうが高まり、頭の奥が熱くなる。闇やみの中、息を切らして目を凝らし続けたが、見失ってしまった。

「っっ！」

（なんなんだ、あの女）

「ヒカル、あいつの顔を見たか？」

　首を斜めにひねる。宙に浮いていたヒカルが、苦い顔で首を横に振る。

「暗くて、よくわからなかったよ」

「くそぉっ」

　地面に、尻をどすんと落として座り込み、天を仰あおいで唸うなった。

　あの女は、六条だったのか？

（背は……女にしちゃ高かったな。センパイと同じくらい……か。髪は全然違う。あの女は黒髪だったし。けど……センパイは、ヒカルに会うまで自分の髪が嫌いだったって言ってた。なんで黒髪に生まれてこなかったんだろうって、いじけてたって……）

　月夜子と似ていたような気もするし、まったく別人のような気もする。

（っっ、わからねー）

　そのとき、鞄で携帯が鳴った。

　月夜子からだ！

「センパイ！」

　嚙みつくように叫ぶ。ヒカルも息詰まる表情で頰を寄せてくる。

　低く掠かすれた声が、聞こえた。

「……赤城くん。これ以上わたしにかまわないで」

　花をむしっていた黒髪の女と、月夜子の後ろ姿が重なり、背筋がすっと冷たくなる。

　険しい声で──震える声で、月夜子が続ける。

「そのほうが、きみのためなの……っ。もう、六条は止められない。匂いが、消えないの。いくら洗っても、染みついていてっ、ダメなのっ。消えないっ、匂いが……あの嫌な匂いが──っ」

「センパイ、今、どこにいるんだ！」















　沈黙が落ちる。後ろで水の音がする。疲れはてた声で、

「……もうセンパイって呼ばないで」

　つぶやいて、通話が切れた。

　隣でヒカルが、胸が張り裂けそうな顔をしていた。





　　　　◇　◇　◇






「ふざけんな、いまさら、他の呼びかたができるかよ！」

　翌朝。

　是光は眉をつりあげて、学園へ続く土ど手て道みちを歩いていた。

「目の前で、百回ぐらいセンパイって連れん呼こしてやる」

　横でヒカルが静かに言う。

「月夜子は、是光を巻き込んだらいけないと思ってるんだよ」

「なら、放っておけってのか！　おまえ、センパイのこともう心残りじゃねーのかよ」

「そんなことない。心配でたまらないよ。ただ……ずっと考えていたんだ。どうして六条は──」

　ヒカルの眼差しが、思考の海に沈みかけたとき。

　是光の鞄で携帯が鳴った。

　月夜子か！

　引っ張り出して確認する。すぐに口の端が下に曲がる。

（非通知のメール──エロサイトの宣伝かよ）

　削さく除じよしようとして、タイトルを見て指が止まった。




『ヒカルの君を巡めぐる女たち。第二回〝右楯月夜子〟』




　喉のどが、瞬時に渇く。

（このメール、前にお下げ女のとこに送られてきたのと同じやつか？）

　あのときタイトルにあったのは、夕ゆ雨うの名前だった。

　携帯を横からのぞき見ていたヒカルも、眉根を寄せる。

　メールを開くと、『男好き』『淫いん乱らん』と、見るに堪たえない醜みにくい言葉が並んでおり、『蜘蛛の血筋』についても、詳しよう細さいに記き載さいされていた。

　平安時代に、右楯の先祖の女性が蜘蛛に変へん化げし、夫とその愛人を喰い殺したこと。

　さらに昭和初期にも右楯の女性が嫁とつぎ先で、離れに同居していた夫の愛人の目を抉えぐり髪を切って殺害し、さらに夫を道連れにして、海へ投身自殺したということまで書いてある。

　右楯の女の体内には、今でも魔ま性しようの蜘蛛の血が流れていて、嫉しつ妬とにより変へん化げするのだと。ヒカルの君も、右楯の女──月夜子に喰い殺されたのではないかと。

「──っっ」

　是光はメールを削除し、携帯を鞄に突っ込んだ。

「夕雨のときといい、胸くそ悪わりぃぜ！　誰がこんなメール、送ってやがるんだ」

「ただの愉ゆ快かい犯はんにしては、月夜子の家のこととか、詳くわしすぎる気がするよ」

　ヒカルの表情も険しい。

「って、おまえの知り合いが送ってるってことか？　なんのために？」

「わからない」

　硬い声でつぶやき、唇を閉じて考え込んでしまう。

　周りに登校中の生徒が増えてきて、是光も黙った。けど、頭は怒りで熱くなっている。

（くそっ。今こんなメールが出回ったら、葵に嫌がらせしてんのがセンパイだって、みんな思っちまうじゃねーか。どこのどいつがやってんのか知らねーが、許せねー）

　目をぎらつかせ他の生徒をびびらせながら、下駄箱で靴を履き替え、教室へ向かって廊下を進んでいたとき。

　後ろで張りつめた声がした。




「赤城っ！」




　目をつり上げて、ものすごい勢いで走ってきたのは、帆夏だった。

「よかった！　赤城が登校して。来て！」

　息を切らしながら、是光の腕をつかんで引っ張ってゆく。

　ヒカルが目を丸くする。是光も焦あせりまくる。

「お、おい、式しき部ぶ、どうしたんだ」

　この数日、視線をあわそうともしなかったのに。

（俺のこと、怒ってたんじゃねーのか？　こんなやつ、もう知るかって、あきれてたんじゃねーのか？）

　帆夏は唇を尖とがらしたまま言った。

「葵の上が描いてたヒカルの君の絵が、美術室からなくなっちゃったの」

「なんだって！」

　葵が、あの遊園地での誕生会のあとから、ヒカルの絵を描きはじめたことは是光も知っている。

　人物画はあまり描いたことがないので下へ手たくそで、なかなかヒカルのお顔になってくれなくて、じれったいのですけれど。完成したら、赤城くん、見てくださいね。

　と、はにかみながら話していた。

　それがなくなった？

（まさか、昨日──）

　花をむしっていた〝六条〟のことを思い出し、胃がぎゅっと縮む。

　ヒカルも厳しい顔になる。

　帆夏が是光を引っ張りながら、

「朝、来たら、消えてたんだって。みんな、盗ぬすまれたんじゃないかって言ってる。そしたら朝の宮が、月夜子先輩のところへ乗り込んできたの。あなたが盗とったんでしょうって」

「マジか！」

　斎さい賀が朝あさ衣いが、センパイのところへガチで乗り込んだだって？

「まずいよ、是光！　そこまでするってことは、朝ちゃん、限界まで怒ってるよ。右楯は帝門と縁えんが深い家だから、朝ちゃんも大おお事ごとにしたくなかったはずなんだ。なのに直接月夜子のところへ行くなんて──」

　ヒカルが珍めずらしくあたふたする。

「急いで、是光！　朝ちゃんが月夜子をコンクリート詰めにして、東京湾に投げ捨てないうちに」

「お、おう」

　従弟いとこで幼なじみのヒカルの中でさえ、朝衣はそういうキャラなのかと、嫌な汗をかきつつ是光は速度を上げた。

　是光を引っ張っていた帆夏の手が離れ、二人で階段をばたばた足音を立てて駆け下りてゆく。

「朝の宮、殺気立っててすごかった。早く行かないと、月夜子先輩、朝の宮に抹まつ殺さつされてるかも」

　強こわ面もての是光のことさえ、初対面から恐れなかった勝ち気な帆夏が、身を震わせている。

　こんなに多方面から危険視されている朝衣を、そんな場合でないのはわかっているが、少し気の毒に思った。

　是光も、他校のヤンキーを十人、半殺しにしたとか、是光にガンを飛ばした某校のレスリング部のキャプテンは、その後行方ゆくえ知しれずになったとか、本職のヤクザとドス一本でやりあって詫わびを入れさせたとか、さんざん噂されてきたから。

　廊下を駆け抜け、日にち舞ぶ研究会とプレートのかかった部屋に辿り着く。

　ドアの向こうから朝衣の声が聞こえた。

「本当に恥知らずな女ね」

（げっ）

　冷え冷えとした鋭い声は、それだけで相手の心臓を切きり裂さく威い力りよくを持っているようだった。

「あなたのような人が、帝門の本家に嫁いでこなくてよかったわ。帝門は、泥どろ棒ぼうのアバズレの性格破は綻たん者を、一族に加えずにすんだわけですもの」

　ドアを開けると、中で朝衣と、振ふり袖そで姿の月夜子が睨みあっていた。

　朝衣の眼差しは、シベリア寒気団のように冷たかったが、驚いたことに月夜子も負けていなかった。昨日、あんなに弱々しい声で電話をかけてきた女とは思えない、堂々とした気迫のこもった目で、朝衣の視線を跳はね返かえしている。

「アバズレなんて、相変わらず黴かびの生えた古くさい言葉をよくご存じね、朝衣さん。あなたの愛読書にでも書いてあるのかしら？　いきなり挨あい拶さつもなくやってきて、一方的にわめき立てるあなたのほうが、よほどアバズレじゃない」

「どの口で、そんなことが言えるの？　あなたという人は子供の頃から、葵の家の花か壇だんのチューリップをむしりとったり、葵の部屋の窓際に鼠ねずみの死し骸がいを置いていったりして、嫌がらせをして。そんなに葵が憎いの？」

「朝衣さんこそ、昔から葵さんになにかあるたび、しゃしゃり出てくるのね。そのわりにガードが甘いわよ。それとも、あなたが守りきれないほど葵さんが、ぼんやりしすぎなのかしら。だいたい、わたしがやったという証しよう拠こはあるの」

「そのしらばっくれて開き直るところも、変わらないわね。他人の婚約者を寝取って平然として」

「取られるほうに魅み力りよくがないのよ」

「ヒカルの絵はどこ？」

「さぁ、どこかしら」

　女二人の言い合いが、あまりに刺とげ々とげしく、底冷えするような空気を放出していて、情けないことに是光はドアの前に立ったまま、中へ踏み込むことができずにいた。

（女の喧けん嘩かって……怖こえぇ。背中がぞくぞくするぜ）

　帆夏が、なんで入らないのよ、というように睨んでいる。

　が、今飛び込んでも、あの氷のつぶてが吹きまくっているような空気に、はじき出されそうな気しかしない。

　ヒカルも是光と同じように、ドアのこちらから心配そうに中をのぞき見ている。

　それにしても、月夜子が子供の頃から葵に嫌がらせをしていたというのは初耳で──いや、前に葵がそれっぽいことを言ってたかもしれない。




　──月夜子さんだって、わたしのことが嫌いなんです。子供の頃から意い地じ悪わるされて、うちの花壇の。




（そうだ、途と中ちゆうで口をつぐんじまったけど、確かにそんなこと言ってたぞ。ヒカルは知ってんのか？）

　横を見ても、女たちの舌ぜつ戦せんをはらはらと見守る友人の姿が映るだけで、

（おまえ……ハーレム皇おう子じなら、女の喧嘩の仲ちゆう裁さいスキルくらい習得しとけよ。修しゆ羅ら場ばになったとき、どうしてたんだ）

　と、肩を落としかけたとき。

　月夜子が、ふいに声のトーンを落とした。

　それまで喧嘩腰の高めの声だったのが、冷静な真ま面じ目めな口調になり、言った。

「ねぇ、朝衣さん。そもそも前提が間違っていると思わない？　ヒカルの絵がなくなったというのに、何な故ぜ、葵さんではなく、あなたがわたしのところへ来るの？　絵は葵さんが描いたのでしょう？　ヒカルの婚約者だったのも、葵さんよね？」

「……葵はまだ登校していないし、絵がなくなったことを知らせるつもりもないわ」

　何故そんなことに答えなければいけないのかと、ムッとしている声で、朝衣が言う。

　月夜子が大人びた眼差しで問う。

「朝衣さんはそうやって、葵さんのことを庇かばってきたけれど、本心はどうなの？」

「どういう意味？」

　朝衣の目が鋭く光る。

「朝衣さんが葵さんを庇うのは、葵さんを思いやってのことではなくて、朝衣さん自身のためじゃないの？　朝衣さんは賢かしこいから、葵さんに対するその気持ちが、どういうものなのか気づいているでしょう？　だから葵さんが傷つかないように、葵さんを穢けがさないように、守り続けてきたのよね。朝衣さんは葵さんのことを、ずっと」

　朝衣の顔が、みるみるこわばってゆく。

　目の奥から苦痛と羞しゆう恥ちと、苛立ちが浮かび上がる。

「いけないっ、月夜子。それは、きみが言ってはダメだ！」

　ヒカルが張りつめた声で言うのを聞き、是光はドキッとした。

　朝衣が右手を高く振り上げ、月夜子の頰を叩たたいたのはその瞬間だった。

　鋭い音が響ひびき、月夜子の体が揺れ、艶やかな紅い髪がぱっと広がる。

　手て加か減げんなしの、本気の一撃だった。

　是光は部屋に飛び込み、朝衣の腕をつかんだ。

「よせ、斎賀！　そこまでだ」

「……ッ！」

　是光を見て、朝衣が顔をゆがめ、目を鋭く細める。

　月夜子は朝衣にぶたれた頰を押さえて、顔を伏せている。

　ドアのところで、帆夏が息をのんで是光たちを見ている。

　ヒカルが月夜子の肩を、いたわるようにそっと抱く。月夜子は気づかず、その手も月夜子の肩にめりこんでしまう。

「自分の手が腫はれるほどビンタするなんて、女のすることじゃねーぞ、朝ちゃん」

　真っ赤になった手のひらを、朝衣の目の前に持っていってやると、朝衣はカッと頰を染め、是光の手を振り払った。

「その呼び方は、きみには許可してないって言ったでしょう」

　そうして唇を嚙んで、怒りと羞恥をちらりと見せたあと、いつものひややかな表情に戻り、厳しい声で言った。

「……月夜子さん。次に葵になにかしたら、いくらあなたが右楯の人間でも、庇いきれないわ。そのことをよく覚えておいてちょうだい」

　朝衣が歩き出し、帆夏が慌あわてて道を開ける。




「朝衣さん」




　頰を押さえてうつむいたまま、月夜子が言った。

「いいかげん本当のことを口にしたほうがいいわ。……ヒカルは、もういないのよ」

　痛みのこもる、静かな声だった。まるで朝衣のことを心配して、忠告しているような……。

　月夜子の後ろで、ヒカルがまつげをそっと伏せる。

　朝衣は肩をぴくりと揺らして立ち止まったが、すぐに足を踏ふみ出だし、去っていった。

　入れ違いに帆夏が飛び込んでくる。

「月夜子先輩！　大丈夫ですか？　ああっ、頰、真っ赤じゃないですか。ハンカチ濡ぬらしてきます」

　月夜子の頰の具合を確かめて、また廊下へ飛び出してゆく。

　是光が声をかけそびれていると、月夜子は是光のほうを見ずに、独り言のようにつぶやいた。

「朝衣さんに……お節せつ介かいなことを言ってしまったわね。けど、ずっと気になっていたのよ。わたしと朝衣さんは、ヒカルに対して……正反対で、同じだから」

（それ、どういう意味だ……？）

　正反対で……同じって……。

　ヒカルはわかっているのだろう。まつげを伏せたまま、月夜子の言葉を聞いていた。その様子はひどく儚はかなく見えた。

　月夜子が淡く微笑む。

　ヒカルが哀かなしいときや、どうしようもないときに浮かべる笑みにそっくりで、是光は胸がズキッとした。

「忠告通りにできれば、誰も苦労はしないわね……わたしが結局、赤あか錆さび色いろの髪の小娘なままのように」

　ヒカルが顔を上げ、苦しそうに月夜子を見つめる。月夜子の痛みと傷を癒いやせないことを──月夜子を置いて死んでしまったことを、約束を守れなかったことを、声に出さずに詫びているようだった。

　胸の奥がますます擦こすれ、引き絞られる。

　大切な誰かを残して逝いくということは、こんなにも切ないものなのか。

　帆夏が濡らしたハンカチを持って、駆け足で戻ってくる。それを月夜子の頰にあて、心配そうにあれこれ世せ話わを焼く。

　帆夏のそうした、まっすぐないたわりに、月夜子の心もなごんだのだろう。

「ありがとう、式部さん。あなたが赤城くんを連れてきてくれたのね」

「え、あ、その……っ。赤城は、がさつで口が悪くてヤンキーぽいけど、いざってときに結構頼りになったりするんです。だから」

　帆夏の声が、どんどん小さくなる。

　月夜子は可か愛わいい後輩を見る眼差しで微笑んで、今度はその笑みを是光のほうへ向けた。

「そうね、朝衣さんを止めてくれてありがとう、赤城くん」

「いやっ。俺、ほとんど突っ立って見てただけで、なんもしてねーし」

　是光の声も小さくなる。

　一緒にもじもじ、もぞもぞしはじめる帆夏と是光を見て、目をやわらかく細めたあと、月夜子は、淋しい感じのする優しい声で言った。

「部活は当分お休みにしようと思うの。だから、二人とももう、ここへは来なくていいのよ」





　　　　◇　◇　◇






「あたしね……月夜子先輩のこと、すごく怒ってたんだよ」

　休み時間。

　是光は帆夏と屋おく上じようの手すりの前に、並んで立っていた。ヒカルが是光の後ろに、ひっそりとただよっている。

　帆夏が手すりを見つめながら、ぼそぼそと言葉を続ける。

「赤城とあんなことして……。ホントは、あたしに怒る権利なんてないってわかってるけど、それでも、やっぱり思い出すと胸がもやもやして……どうしようもなくて、もう月夜子先輩とも、普通に話せないって思ってた。見学にももう行かないって……」

　涼しい風がそよそよと吹き抜けてゆく。頰に落ちてきたまっすぐな髪を、帆夏がぎこちなく指で持ち上げ耳にかける。

「けど……放課後、やっぱり気になって、部屋をのぞいてみたの。月夜子先輩が一人で稽けい古こをしていて……何度も、扇を落としていた」

「……扇？」

「何度も……何度も……拾っても、すぐにまた落として……すごく苦しそうに拾い上げて、でも踊りはじめると、またすぐ落としちゃって。月夜子先輩、真っ青で、唇とか嚙みすぎて血がにじんでて……本当に辛つらそうだった」

　帆夏の苦しそうな声の響きに、扇を幾いく度ども落とす月夜子の姿が浮かんできて、是光の胸もきつくしめつけられた。

　きっと、後ろにいるヒカルは、もっと辛い気持ちでいるだろう。

「……それから、こっそり様子を見に行っていたの。今朝も……」

　帆夏がためらうように黙り込む。

「……」

　うつむいたまま、手すりの上で視線を左右に移動させたあと、また口を開いた。

「月夜子先輩は、葵の上になんかしたの？」

「わからね」

　月夜子は六条になって、葵に嫌がらせをしたのかもしれない。月夜子はそれを否定しない。だからこそ、自分の中に別の何者かがいるという恐怖と嫌けん悪おにさいなまれて、踊ることができずにいるのかもしれない。

　けど、本当にそうなのか？

　センパイの中に、六条が──蜘蛛の化け身しんがいるのか？

　ゆうべ見た黒髪の女は、センパイだったのか？

　頭がずきずき痛み、こめかみがひきつる。

　帆夏が顔を上げて、是光を見つめる。ちょっと切なそうに瞳を揺らしたあと、掠れた声でつぶやいた。

「月夜子先輩がああいうことした気持ちは……わかるような気がするんだ……。あたしも月夜子先輩と同じ状況なら、こっちが横よこ入はいりしたんだってわかってても、嫉妬とかしちゃうだろうし、実際……してるから」

　怖がっているような響きに、ドキッとする。

　帆夏の中にも、六条を呼び寄せる感情はあるのだと──。

　女は、みんなそうしたどろどろした気持ちを、胸の奥に秘ひめているのか？　是光が知らないだけで。

　そんな秘密を、帆夏の口から打ち明けられたことに、軽い衝しよう撃げきを受ける。

（きっと、弱くてふわふわしているだけじゃないんだな、女ってやつは）

　意志が強く、さっぱりしているように見える帆夏でさえ、嫉妬のあまり相手を傷つけたいと思う気持ちがある。

　そのことが、胸を擦る。

　切なそうな目をした帆夏が、小さな声でつぶやいた。

「……でも、なんで……〝今〟なのかな……。ヒカルの君はもう死んじゃったのに……。葵の上に嫉妬しても、どうにもならないのに。それとも……ヒカルの君がいないから、淋しくて……あんなことになっちゃったのかな……」

　何故、〝今〟なのか。

　帆夏のつぶやきを、是光も心の中で反はん芻すうする。

（そうだ、なんで〝今〟なんだ）

　何故、六条は、ヒカルが死んだ今になって出現したのか。




　──わたし、本当に困っているの。もう自分じゃどうしていいのかわからなくて、怖くて……不安で……夜も眠れなくて──このままじゃわたし、ヒカルの大事な花を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてしまうかもしれない。




　是光を日舞研究会へ誘ったときの、月夜子の言葉を思い出す。

　あれは偽りではなく本心だったと、今ならわかる。

　では月夜子の〝不安〟の根源は、なんなのだろう。

〝六条〟を呼び寄せることになった、そもそものきっかけは。

　それが、わかれば。

　それを、取り除くことができれば。

　頭の芯しんを穿うがたれているような痛みが強まる。ヒカルも是光と同じように、もどかしい気持ちでいるのだろうか。

「あのさ、赤城っ」

　急に帆夏が、声のトーンを上げた。

　なんだか必死な目で、是光を見ている。

「月夜子先輩のこと、あたしもなるべく様子を見に行って、励はげますようにするから。一人で考え込まないで」

（ああ、そうか）

　是光が眉み間けんにめいっぱい皺しわを寄せて歯を食いしばっているのを見て、心配して言ってくれたのだ。

　まだ口元が多少ぎこちないけれど、帆夏が是光に向かって笑いかける。

　その一いつ生しよう懸けん命めいな笑顔に、是光は胸の奥のほうが、きゅっとした。

　自分も、もやもやした感情をかかえているときに、相手のことを考えて、精一杯のことをしようとする帆夏を、イイ女だと思った。太陽に向かって咲く、強くて愛情深い紫のヘリオトロープと評したヒカルの見る目は、確かだ。

「式部、俺のこと怒ってるのに、呼びにきてくれてありがとうな」

　是光も、帆夏の目を見て言う。

　できれば、こちらも爽さわやかに笑ってみせたかったが、口の端を無理矢理持ち上げようとしたら、頰が引きつって、ガンを飛ばしているような凶悪な顔つきになってしまった。

　その顔に帆夏がぎょっとして、肩を跳ね上げたあと──。

　ゆっくりと……嬉しそうな、やわらかな顔つきになり。




「うん」




　照れくさそうな、甘い声で言った。

　是光も恥ずかしいような、甘いような気持ちになり、




「おう」




　と、ちょっとうなずいた。

「教室、そろそろ戻ろっか」

「あ、先、帰ってもらえるか」

「え」

「その、便所、寄ってくから」

　帆夏は怪け訝げんそうな表情を浮かべたが、

「うん、わかった」

　一人になりたい事情があるのだろうと察してくれたらしい。ドアのところで振り返って、またちょっとだけ心配そうな顔をし、それから笑って、屋上から出て行った。

　それを、むず痒がゆい気持ちで見ていた。

　そうして、ぼそっとつぶやく。

「……ヒカル。式部の話、どう思った？」

　是光の後ろにいたヒカルが、是光の正面にふよふよと移動し、真面目な表情で答える。

「ぼくも同じことを考えていたよ。何故六条は、今になって現れたんだろうって。葵さんへの嫉妬が原因なら、ぼくが生きている間に現れていたはずだ。それに、前にも言ったけど、月夜子はぼくがつきあっている女の子たちに、嫉妬はしなかった」

「それもちょっと不自然じゃねーか？　俺は女のことはよくわかんねーけど、普通は嫉妬くらいするだろ」

　あたしも、してるから……とつぶやいた帆夏のことを思い出しながら、言う。

「それに斎賀は、センパイが子供の頃に、葵の家の花をむしったり、葵の部屋の窓に鼠の死骸をおいていったとか言ってたぞ。センパイも、葵のことをうらやんだことがあったって話してたし」




　──婚約者に優しくされて、周りの人たちからも許され愛されている恵まれた幸せな女の子を、妬ねたみもしたわ。




　哀しそうな目で、そうつぶやいていた。わたしも黒髪に生まれていたらよかったのにと……。

　あれも葵のことだったんじゃねーのか？

　ヒカルが、まつげを揺らす。

「それは、ぼくに会う前のことだ。花を咲かせる前の──硬い枝の中でじっと身をすくめている──まだつぼみですらなかった頃の月夜子だ」

　表情は儚げだが、口調ははっきりしていて、確信を持っているようだった。

（うーん……センパイとのつきあいは、こいつのほうが長いしな）

　葵と運命を入れ替えたいとは思わない。この出会い以外の出会いはいらない。ヒカルに向かって、そう言い切った月夜子は、確かに強く誇り高い女性だったのだろう。

　自分で選んだことを後悔なんてしない。

　他人と自分を比べたりしない。

（けど、今は、どうなんだ？）

　まっすぐで朗らかな瞳の上に霞がかかり、朧な月のようにぼやけてゆく。

　ヒカルの死をきっかけに、月夜子は以前の月夜子に戻ってしまったのではないか。

　どうしようもない淋しさや哀しみをまぎらわすために、人は、より強い別の感情に身をまかせることがある。葵が葬そう儀ぎの席で、ヒカルの遺い影えいに憎しみをぶつけて気持ちの平へい衡こうを保とうとしたように……。

　月夜子も空っぽになった心を、葵を憎むことで埋うめようとしたのではないか。

　もやもやした気持ちのまま黙っていると、ヒカルが祈るようにささやいた。

「月夜子が発表会までに自分を取り戻して、踊れるようになってくれたらいいんだけど」

　是光は、ズキッとした。

（……もどかしくてたまんねーんだろうな。直接センパイを励ましてやれなくて）

　ヒカルが目を伏せ、ひっそりとつぶやく。

「ねぇ、是光……。〝約束〟を守るのは、とても難しいことだったんだね。ぼくは生きているとき、考えなしのうっかり者だったのかもしれない。そんなことに死んでから気づくんだから……」




　──きみが踊るとき、ぼくは必ず客席にいるよ。そこから誰より一番に、きみを讃たたえるよ。




　ヒカルが、月夜子と交わした約束。

　きっとヒカルはそのとき、心からその言葉を口にしたのだろう。一点の曇くもりもない晴れやかな声と澄んだ眼差しで。約束がはたされることを、信じていたのだろう。

「……本当に、ぼくはおっちょこちょいの、大バカ野郎だった」

　今となっては、それはまず不可能で……。

　ヒカルが泣けたら、涙を流していたかもしれない。

　うつむいた横顔から、ひりひりするような哀しみだけが伝わってくる。

「……バカは死ななきゃ直らねーらしいぜ」

　是光はぼそりと言った。

「だからきっと……おまえのバカも、死んで少しはマシになってるさ」

　ヒカルが顔を上げて、淡く微笑む。

　泣けないヒカルが、哀しいときに浮かべる笑み。それは、痛みに耐えようとする意志と強さをあらわす笑みでもあるのだと、是光にもわかるようになっていた。

　今、ヒカルは、自分の中で悩んだり傷ついたりしていて──それでも笑ってみせようとするのだと。

「じゃあ、ぼくも、ちょっとだけ利り口こうになってるのかな」

「ほんのちょびっとな。爪の先くらい」

「わざわざ強調することないと思う」

「しなきゃすぐ図に乗るだろ、てめぇは」

「可愛い女の子の前では、ぼくほど謙けん虚きよな人間はいないのに」

「よく言うぜ。ジョークか、それ。つまんねーぞ」

　軽口をたたき合いながら、教室へ戻った。





　　　　◇　◇　◇






　思わぬ訪問客があったのは、次の休み時間だった。

「ちょっと来い、赤城」

　不ふ機き嫌げんそうにむっつりした頭とう条じよう俊しゆん吾ごに呼ばれ、空き教室へ連れてゆかれる。

　てっきり月夜子のことで責められるのかと思ったら、えらい仏ぶつ頂ちよう面づらでチケットを二枚差し出された。

「これを貴様にくれてやる」

　それまできみと呼んでいたのが、貴様になっている。それはどうでもよいのだが、是光は頭条の手元を見おろし、顔をしかめた。

　美術館の入場券。しかも二枚ある。

「今週の土曜から、ルネサンスの絵画展をやっている」

「俺を誘ってんのか？　おまえも友達いねーのか？」

　頭条のこめかみが、びきっと引きつった。

「誰が、貴様と一緒に行くと言った。男と二人で並んで絵を見て回って、なにが楽しい」

「……違うのか」

「葵を誘え」

　できれば口にしたくないというような、苦々しげな顔で呻うめく。

「葵さんを？」

　横で、男二人の美術鑑かん賞しようも新鮮で楽しいと思うけど、などと言っていたヒカルが、驚きの表情でつぶやく。

　是光も目をむいた。

「葵だって!?」

　二度と葵に近づくなって言ってなかったか？

　頭条がますます顔をしかめ、眉間に苦悩の縦皺を刻きざむ。

「……貴様が月夜子と浮気した園遊会の晩以来、ヒカルの兄の一朱が、葵に接近している。葵が心配だからという理由で、車で送り迎えまでしているそうだ。まぁ、そちらは朝衣が一緒なので間違いは起こらないだろうし、あのボンクラの一朱に間違いを起こす度ど胸きようもないだろうが。帝門の本妻の息子が、左乙女の娘の葵の近くにいるだけで、いろいろと差さし障さわりがある」

（差し障り？）

「一朱は月夜子とは実質婚約を解消しているし、葵の婚約者だったヒカルも、知ってのとおり大雨の夜に川べりをふらついていて落ちるという、アホなシチュエーションで亡くなった」

「……アホだなんて……俊吾さん、やっぱりぼくのこと」

　ヒカルがまたいじけかける。

「一朱が葵と親しくしていれば、周囲は一朱と葵が将来結婚すると考えるだろう。組み合わせ的にはなんの問題もない。むしろ家いえ柄がらだけなら最適だ」

（葵が、ヒカルの兄貴と結婚だって……！）

　学園に葵を車で迎えに来た、ひょろっとした眼鏡めがねの青年を思い浮かべる。が、印象が薄くて、体型と眼鏡をかけていたことくらいしか思い出せない。

（それって、葵はどうなんだ？）

　ヒカルが亡くなったばかりで、他のかたと婚約するなんて考えられません、と訴うつたえていたことを思い出し、胸のあたりがざわめき出す。

　いつのまにか事態は、葵が望まない方向へ動いているのではないか。

　ヒカルも真面目な表情で、考え込んでいる。

「一朱は凡ぼん庸ようだが、人柄は悪くない。おっとりしすぎていて、しょっちゅう転んだりつまずいたり、ぶつかったりしているがな」

　認めているのか、クサしているのかわからない言い回しだった。

「だが」

　と、頭条のこめかみがひきつり、是光を見み据すえる目がぎらりと光る。

「一朱の母親が、大、問、題、だ。俺の姉三人も相当にやかましい女どもだが、あの母親はそれ以上だ。傲ごう慢まんで嫉妬深くて怒りっぽくて、理性よりも感情を優先させ、それに周囲を巻き込む。自分の意見は絶対に正しいと信じていて、それが通らないと通るまで体面を気にせず暴あばれまわる。一朱の母親も右楯の血筋だが、右楯の中でも最強最悪だ。あんな、旦だん那なの愛人の家に、トラック一杯分の馬ば糞ふんをまき散らさせるような強きよう烈れつな姑しゆうとめのいる家に、葵を嫁がせるなんてとんでもないっ！　葵が苦労するのは目に見えている」

　頭条が眉をつり上げ、わなわなと震え出す。

（こいつ……葵のことになると、テンション高たけぇな……。つか、馬糞まかれた愛人って、ヒカルの母ちゃんじゃねーよな）

　是光のほうは完全に引いていて、逆に冷静になってしまう。それは、右楯や左乙女や、その両家とヒカルの家との関わりや、そうした特殊な事情が、庶民の是光にはいまひとつピンとこないせいでもある。

　物心ついたときから婚約者がいるということ自体、異次元だ。

「葵は、貴様と月夜子の破は廉れん恥ちなキスシーンを見せつけられてから、ずっと元気がない。そこに愚ぐ劣れつな嫌がらせを受けてまいっていて、ガードがゆるくなっている。普段の葵なら、一朱の送り迎えもはっきり断っているだろうに。貴様に裏うら切ぎられたことで、ヒカルにまた裏切られたように感じているのかもしれない。それが辛くて、心を閉じて周りの言葉に淡々と従っているように見える」

　そう責められると、否ひが自分にあるのは確かなので、胸がぐさぐさ突き刺される。

　頭条は、また眉根を寄せ深い苦悩の表情を浮かべたあと、美術館のチケットを是光の手に押しつけた。

「正直、貴様と葵の仲を取り持つことはしたくない。二度と月夜子に葵を傷つけさせたりしないと大口を叩きながら、いまだに手をこまねいている無能な男になぞな」

「ぐっ」

「しかし、今のままでは一朱と葵の婚約は避さけられない。葵も自じ暴ぼう自じ棄きになって、受け入れてしまうかもしれない。尼あま寺でらへ行くよりなお悪い。それに、あの見た目だけはきらきらしいアホハーレム皇子のヒカルのあとでは、男に対するハードルが上がりすぎていて、一生ヒカルの遺影と過ごすことになるのではないかと案じていたのだ。頭と性格のかぎりない軽さはともかく、あれほど女性が夢見る恋人の条件をそろえた男は、いないからな。それがどういう案あん配ばいか、ヒカルと正反対の貴様に好意を持った。最初は断だん固こ阻そ止しせねばと思っていたが、一朱のこともあるし、これはこれでありなのかもしれないと最近は思いはじめてきた。なにより貴様のあとならハードルは、だだ下がりで、次こそまっとうな男と結ばれてくれるだろう」

「おいこら！　ハードルだだ下がりってなんだよ！」

　押しつけられたチケットを握りしめてわめく是光の横で、ヒカルが、

「……一理、あるかも」

　真顔でつぶやいたので、殴なぐってやろうかと思った。殴っても、どうせこぶしがヒカルの体をすり抜けていってしまうだけなのだが。

　頭条が是光の返事を待たずに、是光の鼻先に指を突きつけ尊大に言う。

「いいか、今、貴様がすべきことは、葵を絵画展に誘って、一朱から引き離すことだ。そのあとは、葵が傷つかないよう細心の注意を払いつつ、徐々にフェードアウトしていってくれればいい。貴様といるのは疲れるとか恥ずかしいとかうんざりだとか、葵のほうから目をさまして離れてゆく流れだと、なおいい」

「おまえ、さっきから俺にひどいこと言ってるぞ、鬼き畜ちくか！」

　怒る是光にお構いなしに、

「いかん、授業がはじまってしまう。貴様も早く自分の教室へ行け。チケットは金券ショップに売り飛ばしてはいかんぞ。必ず！　葵を誘え！　いいか絶対にだ。男同士の約束だ」

　と、一方的に連呼し、あわただしく去っていった。きっと授業がはじまる時刻には、一筋の乱れもなく髪を整え、シャツの皺を伸ばし、頰を引きしめ顎あごを引き、背筋を伸ばして席に着いているのだろう。

「いつのまに約束が成立してたんだよ」

　手に残された美術館のチケットを見おろしながら唸る是光の横で、ヒカルがぽつりとつぶやいた。

「俊吾さん……葵さんのことになると、理性が飛ぶ人だから」













　翌日になっても、チケットは是これ光みつのポケットの中の財さい布ふに、おさめられたままだった。

「ったく、どーするよ」

　昼休みに、中庭の渡わたり廊ろう下かを猫背で歩きながら、ぼやく。

　葵あおいを誘えと言われても、隣となりに朝あさ衣いがはりついていて近づけないし、携けい帯たいのメールも、あの園遊会以来返事がない。まともに読んでくれているのかも怪あやしい。葵は潔けつ癖ぺきで頑がん固こだ。読まずに削さく除じよしているかもしれない。

（今は、センパイからも目が離せねーし）

　何な故ぜ、六ろく条じようは現れたのか？　その理由をまだ突き止められずにいる。

　帆ほの夏かは、みちると一緒にランチバッグを下げて、日にち舞ぶ研究会へ出かけた。

『部活はお休みって言われたけど、誰だれかがそばにいて、明るく話していれば、月つ夜や子こ先せん輩ぱいも少しは気がまぎれると思うから。って、誤解しないでよっ。あんたのためじゃなくて、あたしが月夜子先輩のことが心配で、そうしたいだけだからね。あたしは月夜子先輩のファンだから。発表会までに元気になってもらわなきゃ』

　と、からりとした口調で言っていた。

（式しき部ぶは、本当にイイ女だな……）

　発表会は明後日、土曜日の夜だ。

　それまでに、もとの月夜子に戻ってほしいと願う気持ちは、是光も──そしてヒカルも同じだ。

「おい、おまえは、このチケット、どうすりゃいいと思う？」

　尋たずねると、ヒカルも浮かない顔で、

「葵さんのことは、もちろん心配だけど……。今は、月夜子から目を離すべきじゃないと思う」

「だよなー」

　頭とう条じように返すか……と思し案あんしていたとき。




「あれ、きみは」




　ふくよかな甘い声が、前方から聞こえた。

（ん？　ヒカル……は、隣、だよな）

　よく似た声だったので、一瞬混乱する。

　顔を上げると、眼鏡めがねをかけたひょろっとした青年が立っていた。

（こいつ、ヒカルの兄貴の──）

　帝門みかど一かず朱あきだ！

　隣でヒカルが、驚おどろいて目を見張る。

　一朱は、ためらうような上うわ目め遣づかいで是光を眺ながめ回まわしたあと、意を決したように話しかけてきた。

「あのぉ……きみ、この前、鹿しか谷たに家の園遊会で月夜子ちゃんと一緒にいた人……だよね。そのっ、月夜子ちゃんとキス……してた」

　声質はヒカルとそっくりでも、口調はずいぶん遠えん慮りよがちで、腰もえらく低い。おっとりしていて育ちがよさそうだが、頭条が何度も言っていたように、どこかぼやーっとしていて、顔立ちも凡ぼん庸ようで、眼鏡以外印象に残らない感じで……。

　ガンをつけているつもりはなかったのだが、目をすぼめて見つめ返していると、体を縮ちぢめて謝あやまり出だす。















「あ、急にスミマセンっ。覚えてないかもしれないけど、ぼくもあのとき、葵ちゃんと一緒にあそこにいたんだ。それで、ぼく、ここのＯＢで、葵ちゃんに用事があって……それであの、庭を歩いてたらきみを見かけたんで、気になって声をかけちゃったんデス。お、怒ってる……？」

「いや……」

「そ、そう……？　なら、いいんだけど……。あ、ぼく、帝門一朱といいます。今、大学生です。きみは……？」

「……赤あか城ぎ是光。高校一年生」

　ヒカルの兄が話しかけてくる意い図とが見えず、ぶっきらぼうに答える。一朱は遠慮がちに続けた。

「きみはその……月夜子ちゃんと、おつきあいしてる……のかな？　ああっ、スミマセン。いきなりぶしつけなこと訊いちゃって。ただ……ぼくはその、以前に月夜子ちゃんと……」

　もごもごと口を動かしたまま、なかなか言い出せずにいるので、

「婚約者だったんだってな」

　と言ってやると、

「月夜子ちゃんから聞いたの！」

　眼鏡の奥の目が、丸くなる。

「まぁ……な」

　月夜子から聞いたわけではないのだが、ぼかしてつぶやく。

　一朱は何故かホッとした表情になった。

「それと、俺はただの後輩だから」

「そうなの……？　でも、キスしてたよね」

「うっ」

　声をつまらせると、えらく恐きよう縮しゆくして、

「ああっ、また余計なこと言っちゃった？　月夜子ちゃんは、あの……奔ほん放ぽうだから。ぼくも婚約してた頃は、いろいろ苦労して……あっ！　月夜子ちゃんは、ぼくのことなんて全然相手にしてなかったから、心配しないで！　ぼくも、月夜子ちゃんみたいな華やかで活動的な人が、ぼくみたいに地じ味みなやつのお嫁よめさんになるなんて、現実感がなかったし。月夜子ちゃんって、その、ぼくの母にいろいろ似ているから苦手で、それより、ぼくは葵ちゃんのほうが……」

　眼鏡の下を、ほんのり赤らめる。それを見て、是光はぎくっとした。

（こいつ、ひょっとして、マジに葵に惚ほれてる？）

　ヒカルも、困ったなというように眉まゆをひそめている。

　一朱は空気を読めない性格なのか、少女のようにもじもじしはじめた。

「葵ちゃんみたいに、小さくておしとやかな女の子のほうが、ぼくはいいかな。葵ちゃんは、ぼくの婚約者になっていたかもしれない子なんだ。月夜子ちゃんは親しん戚せきで、ちょっと血が近すぎるんじゃないかって、母は、はじめに葵ちゃんのほうに申し込んだんだよ。でも、葵ちゃんは、ぼくの弟のヒカルと先に婚約しちゃったから、ぼくも月夜子ちゃんと婚約したんだ。けど今なら葵ちゃんもぼくもフリーだし……。葵ちゃんのあの黒くろ髪かみ、ほんとうに綺き麗れいだよねぇ。女の子はやっぱり黒髪がいいよね。清せい楚そで古風な大和やまと撫なでし子こって感じがして」

　一朱が、うっとりと目を細める。

（おまえ、ぺらぺらしゃべりすぎだ、ひょろ眼鏡）

　こういうところはヒカルと兄弟だなと、顔をしかめていた是光だったが、葵の髪を褒ほめたときの一朱の甘い顔つきを見て、ハッとした。




　──わたしは、ずっと黒髪の女の子に生まれたらよかったのにって、思っていたわ。




　自分の髪に、コンプレックスを持っていた月夜子。

　婚約者に優しくされて、周りの人たちからも愛されている幸せな女の子を妬ねたみもしたというあの言葉。

　葵の周囲で目もく撃げきされた、長い黒髪の女生徒。

　中庭で、紅い夾きよう竹ちく桃とうをむしっていたあの黒髪の──。




　──でも、なんで……〝今〟なのかな……。




　──ヒカルの君はもう死んじゃったのに……。葵の上に嫉しつ妬としても、どうにもならないのに。




　帆夏が投げかけた疑問。

　それらが是光の頭の中でひとまとめになり、心しん臓ぞうがドキンと大きな音を立てる。

（いや待て。センパイはヒカルとつきあってたんだろう？　兄貴のほうとは、家の都つ合ごうで婚約してただけで……）

　けど、それなら辻つじ褄つまは合う。

　月夜子が、葵をターゲットにした理由も。葵の前で、是光にキスしてみせた理由も。

　あのとき、葵の隣には一朱がいた──。

（もしかしたら、あれは葵じゃなく、こいつに見せつけたんじゃ……）

　ぐるぐる迷っていた問題が、しだいに解答に近づいてゆく予感に、脈みやく拍はくがいっそう速まる。

　何故、見せつける必要があったのか。

（それは、センパイがこの眼鏡野郎のことを──）

　是光がむっつり黙り込んでしまったので、一朱がまた、あたふたしはじめる。

「あ、スミマセン、スミマセン、ぼくばっかりしゃべってしまって。あの、そういうわけで、ぼくは月夜子ちゃんの元婚約者といっても、存在感薄うすすぎて月夜子ちゃんにすっかり忘れ去られてて、今じゃ音信不通状態なので、きみは遠慮なく月夜子ちゃんと仲良くしてあげてください。ぼくも葵ちゃんのこと、もうちょっとだけ、えっと、頑張ってみようかな。母にもちゃんと伝えられるといいんだけど……ううぅ、母はなにをしでかすかわからない人だから、葵ちゃんに迷惑が……」

　と、最後は弱ったようにぶつぶつつぶやきながら、歩き去る。その途と中ちゆう、コケかけて、ズレた眼鏡を直した。

　ヒカルはそんな兄を気にしているようで、後ろ姿を目で追っていたが、

「わかったぜ、ヒカル」

　是光が鼻息も荒く言うと、

「え」

　と、是光のほうへ向き直り、目を丸くした。

「センパイは、やっぱり葵に嫉妬してたんだ。けど、そいつは、おまえと葵に対してじゃねー。葵とあのひょろ眼鏡──おまえの兄貴の一朱に、妬やいてたんだ」

「あの……それって、月夜子が一朱さんを、好き……ってこと？」

　ヒカルが、なにを言い出したのかよくわからないといった表情でつぶやく。

「おう、そのとおりだぜ。なんで〝今〟六条が現れたのか？　それは、おまえが死んで葵がフリーになったことで、前から葵を気に入ってた一朱が、葵にちょっかいを出すんじゃねーかって、センパイが心配になったからだ。実際、頭条の話じゃ一朱は葵に急接近中だってゆーし、センパイはそれを見て、ますます嫉妬を抑えきれなくなったんじゃねーか。六条が黒髪なのも、一朱が黒髪の葵を好きで、自分も葵みたいな黒髪になりたいっていう願望のあらわれだって考えりゃ説明がつく」

　話しているうちに確信が深まってゆく。けど、ヒカルは困こん惑わくしている様子で、

「ちょ、ちょっと待ってよ、是光！　月夜子が一朱さんを好きだったら、なんでぼくと浮気をするの？」

「そいつは、複雑な女ゴコロってやつだぜ。自分に関心のない一朱に振り向いてほしくて、わざと他の男との仲を見せつけようとしたんだ。葵の前で俺にキスしたのも、同じ理由からだ」

「女ゴコロって……きみが言う？」

「俺も、おまえと四し六ろく時じ中ちゆう一緒にいて、女に対するスキルが上がったってことだな」

「是光、なんか変なもの食べてない!?　自宅栽さい培ばいのキノコとか、真っ赤なポピーとか。ドヤ顔で女の子について語るきみなんて、きみらしくないよ！」

　是光は同情的な眼まな差ざしを浮かべた。

「ヒカル……センパイは、おまえが他の女とつきあっても、まったく嫉妬しなかったんだよな？」

「う、うん」

「そいつは要するに、おまえは遊びで、本命じゃなかったってことじゃねーのか」

「えっ！」

「好きなら、やっぱ嫉妬くらいするだろう」

「で、でも」

「認めたくねー気持ちはわかるぜ。ハーレム皇おう子じと呼ばれて、世の中の女は全員自分に惚れるのがあたりまえだと思っていたのに、当て馬だったなんてなー」

「そ、そうかな……」

　ヒカルは異い議ぎあり気だ。

「まぁ、十六年近くタラシの浮気者をやってりゃ、こういうしっぺ返しを食らうこともあるさ」

「ぼくは乳児の頃から、ハーレム皇子だったわけじゃないからね！」

　その抗こう議ぎも、是光は無視した。

　今日の自分は冴さえている。さっきまで次々降りかかる難問に頭を痛めていたのが噓うそのように、頭がすっきりしている。

「センパイの本命は昔も今も一朱で、葵にめらめら嫉妬して、六条が現れた。てことは葵を一朱からひきはがせば、万事解決じゃねーか」

　是光の手の中には、頭条から渡された美術展のチケットがある！　絵を描くのが趣しゆ味みの葵が、いかにも好みそうな場所だ。

「よし！　ヒカル！　葵を誘いに行くぞ」

「って、是光」

　ヒカルの声が引きつる。

　短たん絡らくすぎるんじゃないかとか、月夜子の本命が一朱さんだなんて納なつ得とくいかないとか、横でまだ、ごちゃごちゃ言っているが、聞かない。

　昼休みは残りわずかだ。渡り廊下から校舎に戻り、葵のクラスへ向かって荒々しく進んでゆく。一般の生徒たちが、びくっとして道を空ける。

　もうじき葵のクラスというところで、前のほうから歩いてくる葵を見かけた。五時間目は移動教室なのか、手にテキストを抱かかえて、うつむいている。

　慌てて曲がり角に退たい避ひしたのは、葵の隣に、厳しい表情を浮かべた朝衣がいたためだった。

（くそっ、せっかくいい解決策が見つかったっていうのに、あの鉄仮面のことを忘れてたぜ）

　朝衣が張り付いているかぎり、葵には近づけない。

　ただでさえ葵への嫌がらせが続いていて、朝衣は普段以上に警けい戒かいしているだろうし。

　と、そのとき。

　是光の横を、ショートカットで胸の大きな小柄な少女が、さっと通りすぎていった。




「五分でケリをつけてください」




　いたずらな少年のようにささやいて、朝衣たちのほうへ進んでゆく。

（近江おうみ……！）

　驚いて見ていると、ひいなは、「あっ！」と叫んで、朝衣に向かってダッシュした。

「朝の宮──っ！　大変です！　他校のヤンキーが、赤城氏をやっつけて総番長になると、乗り込んできました！」

（おいこら！）

　曲がり角のこちらで、是光は壁かべに爪を立てた。そうしなければ、飛び出していって、ひいなに突っ込みを入れていただろう。

「ヌンチャクをぶんぶん振り回しながら、『赤城はどこだー！』って叫んでます。危険です！」

　朝衣は冷たい表情で、眉まゆ根ねを寄せていたが、

「……葵、先に行ってなさい」

　と、ひいなと二人で歩き出した。

「早く！　朝の宮！　こっちですよ！」

　ひいなと朝衣の二人が遠ざかってゆく。

　葵は、朝衣が去ったほうを、ひどく心配そうに見つめていた。テキストを胸の前でぎゅっと抱えたまま、自分も行きたそうに、細い足を何度か踏ふみ出だしかけたが、そこから先へ進むことはできず、うつむいた。

「葵」

「！」

　すぐ後ろまで近づいて声をかけると、肩を跳はね上あげ振り返る。そうしてまた目を丸くし、黙ったままおろおろした。

「葵は、一朱とつきあってんのか？　一朱が好きなのか？　大事なことなんだ、正直に答えてくれ！」

　葵を睨にらみ据すえながら、前置きもなしにいっきに言う。いつ朝衣が戻ってくるかわからない。時間がない。

「つ、つきあってませんし、そういった感情もありません」

　葵が是光の勢いに押されて、目を白黒させて答える。

　是光は肩を落とし、はーっと息を吐いた。

「よかった」

　とたんに葵が真っ赤になる。テキストを抱く指先まで染まっている。目も丸く見開いたまま、食い入るように是光を見つめている。

「チャンスをくれ、葵。おまえに嫌われると辛つらいんだ。この間は本当に俺が悪かった！　あのときの詫わびをさせてくれっ」

　頭条から渡されたチケットを差し出す。

　握りしめてぐちゃぐちゃになったものを、一いつ生しよう懸けん命めいに伸ばしたやつだ。

「土曜から、ルネサンスの絵画展をやってるんだ。一緒に行こうぜ！」

　葵が顔を赤くしたまま、チケットを見おろす。まるで、葵の誕生日を祝うために、遊園地のチケットを渡したときの再現のようで……。

　葵もあのときのことを思い出しているのだろう。チケットを見つめる瞳がかすかに揺れる。

　是光は呻うめくように言った。

「悪わりぃ、時間ねーんだ。斎さい賀がが戻る前に『行く』って言ってくれ」

　葵がぴくっとし、ゆっくりと唇くちびるを開く。

「土曜は……予定が……」

　ダメか、と思ったとき。

　桜色に染まった小さな指が、チケットをつかんだ。

「いいえ、まいります」

　早口で答えたあと、テキストの前で大事そうにチケットを持ち、目を伏せ、はにかむように口元をわずかにほころばせる。

「ルネサンス、大好きなんです」

「そっか！　だと思ったんだ」

　本当は頭条が選んだのだが、葵が喜んでくれるなら、それでいい。

　葵は嬉うれしそうに、恥ずかしそうに、微笑ほほえんでいる。

　待ち合わせ場所と時間を急いで決め、是光は朝衣とほぼ入れ違いで退たい散さんした。

「葵！　まだこんなところにいたの？　先に行ってなさいと言ったでしょう。顔が赤いわ。熱があるんじゃないの？」

「そうかも……しれません」

「保健室へ行きましょう」

　そんなやりとりが聞こえた。

（ふーっ、危ねーとこだったぜ）

　曲がり角の壁に背中を押しつけ、安あん堵どの息を吐く是光に、頭上から一部始終を見ていたヒカルが、こちらは悩ましげな溜ため息いきとともにつぶやいた。

「素そ質しつがあるとは思っていたけれど……是光の場合、無自覚なのが怖いよ。それ以上きみが才能を開花させないことを願っているよ」




　ヒカルがなにをそんなに憂うれいているのかわからないまま、是光は次に日舞研究会の部室へ走った。

　帆夏とみちるは教室へ戻ったようで、月夜子は一人だった。制服のまま畳たたみの中央に正座し、哀かなしそうな辛そうな眼差しでじっと虚こ空くうを見つめ、唇を動かしていた。

（ん？　なに言ってんだ？）

　ゆらら、さららという呪じゆ文もんのような言葉が、耳をかする。

「梁りよう塵じん秘ひ抄しよう……」

（へ？）

　ヒカルが低い声でつぶやく。横を見ると、やけに切なそうな目で月夜子を見ていた。

「平安末期の歌か謡よう集しゆうだよ……」

（そっか、歌を詠よんでたのか。風流だな）

「センパイ！」

　声をかけると、月夜子が肩を揺らし、視線を是光のほうへ向ける。

　是光は月夜子の手前まで、大股でずかずか近づき、言った。

「俺、葵と仲直りした！」

「えっ」

　月夜子が、口を小さく開ける。

「そんで、あの園遊会のとき葵と一緒にいた一朱ってやつは、葵とは別になんともねーみたいだぞ！　だから、そのことを気にしてんなら、一朱を発表会に呼んでみたらいいんじゃねーか？　そしたら、あいつと話すきっかけになるだろ」

　月夜子は、啞あ然ぜんとしているようだった。畳にきっちり正座したまま、まばたきもせず是光を見上げている。

　それは是光には、本当のことを見抜かれてうろたえているように見えた。

「自分の気持ちに正直になれよ、センパイ！　溜め込んでいることがあるなら、全部吐き出してすっきりしちまえ。センパイがあいつを誘いにくいなら、俺から言ってやるぞ」

　畳に両手と膝ひざをつき、視線の高さをあわせてつめよりながら、きっぱり告げる。

　ヒカルは、今の是光にはなにを言っても無む駄だだとあきらめているのか、複雑な表情を浮かべている。

　月夜子はまだ口を開けたまま、まじまじと是光を見つめている。

「？　センパイ、起きてるか？」

　不安になって尋ねると、突然是光の首に腕をまわし、抱きついてきた。

「うぉっ」

「……いやだ、どうして……そんなこと言うの……」

　のけぞる是光の耳に、しめった、掠かすれた声が、すっと入り込む。

　確かな重さのある、あたたかでやわらかな体が、小さく震えている。

（も、もしかして、泣いてるのか？）

　是光の心臓が縮み、頭がさーっと冷える。

　女に泣かれるのは苦手なのだ。それだけは困る。思考が停止し、どうしていいのかわからなくなる。

「せ、センパイ……っ」

「本当に……きみって人は、まっすぐなのね……センパイって呼ばないでって、言ったのに……」

　また掠れた声が聞こえた。胸元にしめった息がかかり、甘あま酸ずっぱい匂においが、鼻び孔こうをくすぐる。

「どうして……言うことをきいてくれないの。きみがそんなだと……わたし……」

（やややややっぱり、泣いてる？）

　万歳をするようにあげたままの両手をどこへ置いたらいいのか。抱きしめるべきなのか、このまま持ち上げているべきなのか、それともぴったりくっついている、やわらかな体を紳しん士し的てきに押しやって、距きよ離りを置くべきなのか、わからない。

（ひ、ヒカル、助けろっ）

　背後からはなにも聞こえてこない。

　首だけ後ろに向けると、ひどく切ない眼差しで、月夜子を見つめていた。背中を伸ばし、両手をおろし、まっすぐに立ったまま、ただ儚はかなげに、哀しそうに──憂いに満ちた深い瞳で。

「……」

　その表情に、胸がズキッとしたとき。

　月夜子が、是光から腕をほどいた。

「どうしよう。わたし、赤城くんのことが好きだわ」

「す──」

　声をつまらせる是光に、泣き笑いの顔で言う。

「もっと、別の形で、きみと知り合いたかった」

（別の形でって……どういうことだ？）

　目に涙をにじませた月夜子が、淡あわく微笑む。

「そう……ね……きみの忠告に乗ってみるのもいいかもしれないわね。一朱さんを発表会に誘ってみましょうか。一朱さんのお母様に、呪のろい殺ころされるかもしれないけれど」

　おどけた口調で言い、立ち上がった。

「心配させてごめんなさい。赤城くんにも、式部さんにも、ずいぶん負担をかけてしまったわね」

　月夜子の心の中で、どんな変化があったのかはわからない。

　是光の言動の、なにがきっかけになったのかも。別の形で知り合いたかったという言葉の意味も。

　ただ、

「もう、大丈夫よ」

　凜りんとした声で、そう言った。





　　　　◇　◇　◇






　その日の放課後。月夜子は是光たちの前で、一度も扇おうぎを落とすことなく綺麗に舞まってみせた。

「素す敵てきです！　月夜子先輩！　それ発表会の振り付けですか？」

　夢中で拍はく手しゆする帆夏に、

「ええ」

　と、あでやかに匂におやかに微笑む。

「うちの流派のオリジナルで、在あり原わらの業なり平ひらが桜の精と恋をするという筋立てなの」

「在原業平って『伊い勢せ物語』の主人公のモデルですよね。平安時代の貴族で、すごいプレイボーイだったっていう」

「そうよ。けど彼は、才能あふれる歌人で、遊び心をよく知る風ふう雅がな貴公子でもあったのよ。だから、女性はみんな彼に惹ひかれたの」

　お下げの級長も、

「あ、わかります～。業平の歌って、すっごく切なくて色っぽいんですよね～。感情があふれ出る感じで、物語があって」

　と、うっとりする。

「月夜子先輩は、桜の精の役ですよね？　桜の精も、業平に恋しちゃうんですか？」

　帆夏が、わくわくと尋ねる。

「それは舞ぶ台たいを見てちょうだい。ちょっと素敵な仕掛けがあるのよ」

「うわぁ、楽しみです」

「わ、わたしも」

　これまで月夜子の顔に浮かんでいた焦しよう燥そうが、すっかり失うせ、晴れやかな顔で帆夏たちと話している。是光は安堵しながら眺めていた。

「やっぱり、一朱と葵の仲をはっきりさせてやったのがよかったんだな」

　小声で言うと、

「どうだろう」

　隣でヒカルが疑うたがわしげに返す。

「まぁ、おまえは気分がよくねーだろうな。あのひょろ眼鏡の兄貴が、本命だったなんてよ」

「くどいよ、是光」

　ヒカルがすねているように顔をしかめたあと、

「けど、月夜子が元に戻ったのはよかった」

　と、おだやかな眼差しになった。

「……発表会も、無事に終わるといいんだけど」

「普段のセンパイなら、きっと大丈夫さ」

「……うん」

　ヒカルはまだ少し心配そうだった。





　　　　◇　◇　◇






　翌日の放課後も、同じように過ぎた。

　舞う月夜子はあでやかで美しく、帆夏もみちるも大だい絶ぜつ賛さんだった。

「あー、もう、明日の舞台が待ち遠しいよー。赤城ももちろん見に行くよね？」

　部室の隅すみで胡座あぐらをかいている是光の隣で、体育座りしている帆夏が言う。

「ああ」

「じゃあさ、開演は夕方だし、その前にどっかで待ち合わせて、お茶でもする？」

　さっぱりした口調で誘ってくる。目に期待があふれているが、口元が少し不安げだ。

「悪ぃ。昼は用があって」

　帆夏が露ろ骨こつにがっかりしている顔になったので、是光も鼓こ動どうが速まって、腋の下に汗がにじんできたような気がした。

「用って、なに」

「なんでもいいだろ」

「そ、それはそうだけど。なんか今の言いかた、感じ悪い」

「フツーだ」

「いーんだけどっ、別にー、あんたにどんな用があったって」

　そう言いつつ、唇を尖とがらせてゆく。

　月夜子の発表会の前に、葵と美術館へ行くことを、帆夏に伝えておいたほうがよいのだろうか。

（いちいち話すようなことじゃねーと思うが、バレたら式部の口が、もっと尖らねーか？）

　アドバイスを求めるように、ヒカルを横目でちら見する。

　宙に浮いているヒカルが、両手で×を作る。黙っておいで──の意味だろう。

「でも、言えないような用なのかなって」

「そんなんじゃねーよ」

（くそっ、やけにからむな）

　弱っていたとき、月夜子が話しかけてきた。

「赤城くん。今日、一緒に帰ってほしいのだけど」

「えっ」

　声をあげたのは是光ではなく、帆夏だった。

　月夜子がすまなそうに帆夏に向かって、手をあわせる。

「ごめんなさい、式部さん。今日だけ赤城くんを借してちょうだい」

「そ、そそそそんな、あたしに断る必要ないですよっ。赤城とは単なるクラスメイトですから。どーぞどーぞ、荷物持ちでもボディーガードでも、月夜子先輩の好きに使ってやってください」

　真っ赤な顔で、早口で言う。

　月夜子はくすりと笑みをこぼした。

「ありがとう」

（俺の意志は無視かよ）

　憮ぶ然ぜんとしたが、月夜子がどこか淋さびしそうなのに引っかかりを覚えて、黙っていた。

　着替えるから廊下で待っていてと言われて、突っ立っていると、帆夏が是光の前に立った。唇を尖らせたまま上目遣いでじっと見つめて、小声で、

「……月夜子先輩と、キ、キスとかしちゃダメだからね」

　と言って、頰ほおを赤くして、ぱたぱた走っていった。

「ば、バカっ、しねーよっ」

　是光も赤くなって、わめいた。

　廊下の壁に背を押しつけ、頰を火ほ照てらせたまま、月夜子を待つ。窓の外は赤黒い夕焼けに染まっている。

（二度も、あんなことがあってたまるか……。式部のやつ、心配しすぎだ）

　ヒカルが楽しげに話しかけてくる。

「是光、そんなに赤い顔をしてたら、月夜子に意識してるって思われちゃうよ」

「こ、これは夕焼けだっ」

「声が上うわ擦ずっているけど」

「気のせいだっ」

　そっぽを向いて、小声で主張する。ヒカルはおかしそうに微笑んだ。それから、懐なつかしそうな甘い目になった。

「舞台の前の晩は、よく月夜子に呼び出されたっけ……。上じよう手ずに踊れるように、おまじないをしてって」

「おまじない……？」

　って、なんだそりゃ。

　そこへ月夜子が現れた。

「おまたせ、赤城くん」

「いや」

　稽けい古こ中はひとつに結んでいる紅い髪を、ほどいてたらしている。艶つやを帯びながら肩の下へさらさらとこぼれる髪は、毛先がゆるく巻かれていて、月夜子の動きにあわせて、なまめかしく揺れる。

　長いまつげにふちどられた目を細めて、女性らしいふっくらしたやわらかな唇をほころばせて、微笑みかけてくる。

　帆夏にあんなことを言われて、意識しているからだろうか。

　月夜子が普段以上にしっとりと美しく、大人びて見え、是光はドキドキしてしまった。




　──キスとかしちゃダメだからね。




　帆夏が頭の中で、唇を尖らせ念を押す。

（しねーって）

「どうかした？」

「……別に」

「なら、行きましょうか」

「おう」

　月夜子と並んで、夜が迫る校舎を歩いてゆく。

　月夜子に対して、夕ゆ雨うに感じたような恋愛感情は抱いだいていないと思う。葵に対する、守ってやりたいと思う庇ひ護ご欲よくのようなものを感じているわけでもない。

　それでも、紅い髪が揺らめく様子や、すんなりと伸びた白い首筋や、微笑んだときの目の輝きに、鼓動が速まったり手に汗がにじんだりするのは、きっと月夜子が魅み力りよく的てきなせいなのだろう。

　女の魅力なんて、ヒカルに会うまでは、これっぽっちもわからなかった。花が咲いているのを見ても、ああ花だなとしか思わないのと同じ、しらじらとした感覚だ。

　けど、ヒカルと一緒にいて、花の蘊うん蓄ちくを毎日のように聞かされて、女という性別と関かかわるようになってから、少しずつ是光の感性も育ちはじめているのかもしれない。

　それは、いいことなのか、やっかいなことなのか。

「赤城くん、さっき式部さんに『明日どこ行くの』って問いつめられて、困っていたわね」

「ぐっ──あれは、ちょっと」

「その日、葵さんとデートなんでしょう」

　やわらかな声で、さらりと指し摘てきされて、是光は声をつまらせた。

　月夜子が優ゆう雅がな足取りで階段をおりながら、くすくす笑う。

「正解、ね」

「……っっ」

「安心して、式部さんには内ない緒しよにしておいてあげるわ」

「うぐぐ」

「葵さんと、どこへ行くの？」

「び、美術館」

「そう、葵さんは絵が好きですものね」

　是光が赤くなったり青くなったり、声を上擦らせたりするのがおかしいのか、月夜子は微笑みながら、デートの話を続けた。

　待ち合わせはどこにしたのか？　駅は人が多いし、可か愛わいい喫きつ茶さ店てんやブックセンターの絵本売り場とかのほうが、葵さんの好みだろうから、次の機会に試してみるといいだろうとか、その時間に待ち合わせたのなら、そのあとのスケジュールはこうね、昼食はどのお店でとるか決めているの？　とか──。

　是光は身を縮め、汗だくで、月夜子の問いに答えていった。

（センパイ、俺のことからかうために一緒に帰ろうって言ったんじゃねーだろうな……）

　そんな疑いを持ってしまう。

　月夜子が顔を斜めに傾けて、是光の顔をのぞき込んでくる。

「なんてね、余計なお世せ話わだったかしら。赤城くん、女の子とデートするの、慣れてるみたいだし」

「は？」

「熱帯植物園へ行ったとき、とても上手にエスコートしてくれたものね。意外だなぁって驚いていたのよ」

「あ、あれは──」

　焦あせったとき、月夜子がやわらかに、ささやいた。

「まるで、ヒカルと一緒にいるみたいだった……」

　胸が擦こすれるような感覚を味わったあと、是光はぼそりと言った。

「ヒカルのやつがお節せつ介かいで、いろいろ教えてくれたから」

「……そう」

　月夜子の瞳に、あたたかな淋しそうな色が浮かんでいる。

　ヒカルも、同じような眼差しで月夜子を見つめている。

「ヒカルはいい先生だったのね」

　月夜子が明るい声で言ってくれたので、是光はホッとした。

「まぁ、な」

　いつもの土ど手て道みちを、いつもとは逆方向へ歩いてゆく。空気の色は夜のはじめの藍あい色に変わっていた。

　そこから、道を曲がって、住宅地の細い路ろ地じへ入る。

（この道……夕雨のアパートのほうだ）

　今にも朽くち果はてそうな、古い建物。

　そこで毛布をかぶって、ひっそりと暮らしていた白い夕顔のような儚い少女。

　もう、あの部屋に夕雨はいないのだけど。

　氷こおり砂ざ糖とうを口に含んだときの甘さが、胸をしめつける痛みとともによみがえって、真顔になった。

（夕雨は、あっちで元気にやってるのかな……）

　メールも電話も送らなかったし、夕雨からも連絡はなかった。

　それは是光も夕雨も、お互いの場所で精一杯頑がん張ばっているという証あかしだったから。




　──次に出会うとき、きっとわたしは笑い上じよう戸ごになっているわ。




　約束とも呼べない淡い願い。

　幻まぼろしのような、誓ちかい。

　いつかあの言葉が、叶うときは来るのだろうか。

　やがて、懐かしい公園へと辿たどり着ついた。

　前に来たときには、雨の中、紫陽花あじさいや花はな菖しよう蒲ぶが咲いていて、すっきりした青と紫に染まっていた場所には、赤味がかったオレンジの可か憐れんな姫ひめ檜ひ扇おうぎや、蔦つたからこぼれるやわらかな橙だいだい色の凌のう霄ぜん花かずらや、赤いカンナなど、夏らしいあざやかな色あいの花々が、外がい灯とうと月の明かりに照らされていた。

「少し、話していかない？」

　月夜子に誘われるまま、ベンチに並んで腰かける。

　夕雨と、このベンチで別れ話をしたのだと思い出して、また胸がちょっとしめつけられた。

　月夜子も、公園にヒカルとの思い出があるのだろうか。

　ヒカルの面おも影かげを探すように、凌霄花の絡まる棚や、蒲がまの穂ほやミソハギの生おい茂しげる池や、黄色の小お車ぐるまや、赤やオレンジのポーチュラカが植えられた花か壇だんへ視線を向け、目をうるませる。

　そしてヒカルも──。

　憂いのにじむ孤独な眼差しで、月の下に咲く花々や、閉じたつぼみを──ゆっくりと見つめている。

　しばらくの間、それぞれが物思いに沈み、沈黙が続いた。

「……」

「……」

「……」

　住宅地の中の公園は、車の音も聞こえず静かで、風もなく、熱をはらんだ空気が三人を包んでいる。

　最初に口を開いたのは、月夜子だった。

「赤城くん……ヒカルが亡くなって、あなたは淋しかった？」

　掠れた声が、是光の耳の奥を震わせる。

「俺は……」

　ヒカルと友達になったのは、ヒカルが死んで幽ゆう霊れいになったあとだ。

　だから、ヒカルが事故で亡くなったとクラスメイトたちが騒さわいでいるのを聞いたときも、哀しみはなかった。

　告別式の会場でも、すすり泣く女たちの中で、居い心地ごこちの悪さを味わっていた。

「よく、わかんね……。ただ、急だったから……驚いた」

　噓で誤ご魔ま化かすことができなくて、あのとき感じていたそのままの気持ちを、ぼそぼそとつぶやく。

　月夜子は、

「……そう」

　と、つぶやいて、長いまつげを伏せた。

「わたしは、驚かなかったわ。ああ……やっぱりって……思った」

　ぽつぽつとつぶやき続ける声に、どうしようもない痛みがにじむ。

　月夜子は、今でもヒカルは自殺だったと思っているのだろうか。

「頭の中も……心の中も、全部空っぽになって……とても、淋しくなったわ」

　ヒカルの白い顔にも切なさが広がってゆく。どうしようもない苦しみが、哀しみが。

　月の光を吸い込んで淡い金色に染まった髪が、青ざめた頰の周りで、頼りなげにそよそよ揺れている。

　月夜子が、膝の上で手を握りしめ、うつむく。

「ヒカルがいなくなって、淋しくて……淋しくて……たまらなくなったわ」

　生きてさえいてくれれば、よかったのだと。

　この世界に存在していてさえくれれば。

　そう、言っていた月夜子。

　ヒカルは今も、この地球に──月夜子のかたわらにたたずんでいて、哀しげな透明な眼差しで月夜子を見つめている。

　けど、月夜子にはその姿は見えない。

　月夜子の淋しさを、ヒカルはぬぐえない。

　是光の胸も、引ひき絞しぼられるように苦しくなる。

「わたし、やっぱり怖いの……。明日の舞台で、わたしは本当に踊れるのかしら。扇を落として舞台の真ん中に、空っぽのまま立ちつくしてしまうんじゃないかしら」

　肩が小さく震えている。

　部室では明るく振る舞っていただけだったのかもしれない。内心は、まだこんなに不安を抱えていた。

　月夜子が好きなのは一朱で、ヒカルは浮気相手で──けど、ヒカルは月夜子の心の支えでもあったのだ。

（くそぉっ、どうしたら、ヒカルの約束をはたせる？）

　死んだヒカルが、客席から舞台を見ていても、そのことが月夜子にわからなければ、意味はない。いくら是光が、ヒカルはここにいる！　先輩を心配して見守っている！　と叫んでも、気休めにしか聞こえないだろう。

（今、俺にできることはねぇのか！）

「舞台に上がる前、ヒカルは……いつもわたしにおまじないをしてくれた。わたしの手を優しくとって、手のひらに、指で丸を描くの。そうして『きみの上に、いつも月の光が輝いているよ』って、ささやくのよ。『きみは、月光を浴びた紅くれないの枝し垂だれ桜のように、観客を魅み了りようするんだ』って──」

　膝に置いた手を、月夜子が肉に爪が食い込むほど硬く、強く、握りしめる。

　その手を是光はつかんで、指を一本一本広げた。

　月夜子ははじかれたように顔を上げ、是光の行為をじっと見ていた。

　桜色の爪が美しい、長く細い──女らしい指を、がさがさした太くてぎこちない指で、眉み間けんに皺しわを寄せて一生懸命に広げてゆく。

　そうして、五本の指が全部開いて、なめらかな手のひらが現れると、そこにひとさし指で、そっと丸を描いた。

　ヒカルが淋しげな静かな眼差しで見つめている。是光が丸を描き終えたとき、心があふれそうになるのをこらえるように、目をすぼめた。

「きっと踊れる」

　月夜子の手をとったまま、是光は熱を帯びた頰をひきつらせ、眉をつり上げ、目玉をむき出しにして、精一杯の願いを込めて──言った。

「明日あした一番、客を感動させるのは、センパイだ。ヒカルの代わりに、俺が客席で目んたまを開いて見てるからっ」

　月夜子がいつも踊っていること。

　それが、ヒカルの願い。

　だから、どうか。

　月夜子は今にも泣き出しそうなうるんだ目で、是光を見つめていたが、唇を震わせて、

「……本当に……きみって、不意打ちすぎる」

　と、つぶやき、そのあと淡く微笑んだ。

「ありがとう」

　是光が描いた丸い月を、手のひらを閉じ、そっと握りしめ、その手をふくよかな胸にあてる。

「ヒカルはきっと、赤城くんが友達でいてよかったわね。赤城くんの存在は、ヒカルにとって強い支えになっていたはずよ。ヒカルに少しの間でもそんな友達がいて、よかった……」

　つぶやく声はあたたかで、それを聞いているヒカルの口元にも、淡くて儚い微笑みが浮かぶ。

　月夜子とヒカル──世間からは認められない恋人同士だった二人が、このとき同時に浮かべていた微笑みは、写し絵のように似ていた。

「なんだか、急におなかがすいちゃったわね。公園の向こうの入り口に、チリドッグの屋や台たいが出ているの。ヒカルと食べたことがあって……ソースがちょっと甘めだけど、美お味いしかったわ。赤城くん、買ってきてくれないかしら」

　もしかしたら、月夜子は今、一人で泣きたいのかもしれない。

　うるんだ目を一生懸命に見開いているのを見て、そう思った。

「……わかった。食いたい種類とかあるか」

「まかせるわ」

　月夜子の口元には、まだかろうじて微笑みが残っている。

　是光は背中を向けて、走り出した。




　手に、チリドッグとポークビーンズとコーラの入った紙袋を提さげて戻ってきたとき、月夜子の目は赤く、頰に涙の痕あとがあった。

　それに気づかないふりをしながら、ベンチに並んで、チリドッグを齧かじった。

　自分の分は一番辛からいソースにしてもらったら、本当に口の中が焼けつきそうに辛くて、危うくこっちまで鼻がツンとして泣いてしまうところだった。

「とても……美味しいわ」

　少しずつチリドッグを齧る月夜子は、朗ほがらかに振る舞っていたが、やはりどこか淋しそうで。

「赤城くん……明日、本当に来てくれる？」

「絶対行く。約束だ」

「なら……わたしも、しっかり踊らなきゃね……」

　月夜子があたたかな声で言い、ベンチの横に立っているヒカルが瞳を切なく揺らす。

　ふいに、ヒカルが叫んだ。

「月夜子！　見ているからっ！　ぼくはきみの踊りを、客席から、ちゃんと見ているからっ！」

　月夜子には聞こえない声。

　届かない言葉。

　それでも叫ばずにいられないというように、精一杯。

　月夜子の瞳が、また遠くを見つめる。

　手の届かない月を見つめる──瞳。

　是光はひりひりした気持ちで、ヒカルの声が夏の空気の中に溶けてゆくのを聞いていた。

　ヒカルが唇を閉じ、哀しそうに立ちつくす。

　雲に半分隠れた月が、夜の公園を淡く静かに照らしていて──多分、三人とも、淋しかった。













　翌日の土曜日。

　玄げん関かんでスニーカーの紐ひもを結んでいると、こるりを抱いた紫し織おり子こが、しょんぼりした顔でやってきた。

「是これ光みつお兄ちゃん、またお出かけしちゃうの？　今日は、お兄ちゃんとずっと一緒にいられると思ってたのに」

　最近、月つ夜や子こや葵あおいのことで手一杯で、家でも紫織子の相手をしてやる余裕がなかった。淋さびしい思いをさせていたのだろうかと、胸がちくちく痛んだ。

「明日は遊んでやるから」

　急いでそう言うと、こるりの白い毛に顔を半分隠しながら、遠えん慮りよがちに、

「でも……今日も一緒がいい。お出かけ、あたしもついてっちゃダメ……？　おとなしくしてるから」

「そ、それはダメだっ。明日はずっとしーこにつきあってやるから、今日はこるりと遊んでろ。じいさんと五目並べも楽しいぞ」

「……うん」

　目を伏せて、しゅーんとされると、ますます胸がズキズキしてしまう。後うしろ髪がみを引かれる思いで玄関のドアを開ける。

「是光、振り返ってみて」

　ヒカルが是光の耳元で、笑みをふくんだ声でささやいた。

　顔を後ろに向けると、さっきまで弱々しく目を伏せていた紫織子が、顔を悪ガキ風にしかめて、歯をむき出して、イーッ！　としていた。

　是光が振り返ると思わなかったのだろう。

　目が合うなり、カァァァァァッと赤くなり、

「バカぁ！」

　と叫んで、奥へぱたぱた走っていってしまった。

　是光は茫ぼう然ぜんだ。

　ヒカルが可か愛わいくてたまらないというように、くすくす笑う。

「女の子って小さくても、男の子を引き止める方法を頭の中でいろいろ考えているんだよね。しーこは、あのツメの甘さがまた可愛いんだけど」

「しょんぼりしてたのは演技かよ……女って……」

　末恐ろしいと、背筋がぶるっと震ふるえる。

「しーこが、きみにかまってもらえなくて淋しがってるのは本当だと思うよ。お兄ちゃん」

「おまえが、お兄ちゃんって言うな。……っっ、わかってる。明日は、しーこにつきあうさ」

　照れ隠しのしかめっ面で、つぶやいた。




　葵との待ち合わせは、十一時に美術館の最も寄より駅えきの改札付近だった。

　葵さんは十分前には来ているはずだからとヒカルに言われて、十五分前に辿たどり着つく。

　けれど、約束の時間になっても葵は現れない。

「おかしいな。是光、葵さんの携けい帯たいにかけてみて」

「って、時間ぴったりにかけるのって、すげー神経質な男みてーじゃねーか。てかおまえ、六時間待ったことがあるって自じ慢まんしてたろーが」

「それは、別の女の子の話だよ。葵さんは真ま面じ目めだから、絶対に遅ち刻こくはしない。念のため、お願い」

「おまえら、本当に葵に過か保ほ護ごだよな」

　文句を言いながら、是光も少し気になったので携帯で呼んでみた。

　電源が入っていないか電波が届かないというアナウンスが流れる。

「電車に乗ってんのかな」

「だといいんだけど……」

　ヒカルが、ますます不安げな表情になる。

　十五分過ぎても葵は現れない。

　さらに、二十分、三十分が経過した。

　その間、七回は携帯で呼んだだろうか。返ってくるのはアナウンスばかりだった。

　さすがに是光の顔も、こわばっていた。

（マジに葵になにかあったんじゃ）

　どうする？　葵の家へ行ってみるか？　けど遊園地のときとは状況が違う。葵がこちらへ向かっていたら、擦すれ違ちがってしまう。

「くそっ、せめて連絡がついてくれ」

　また葵の番号を呼び出そうとしたとき、手の中で携帯がぶるぶると震えた。

（葵か！）

　非通知設定だったが、急いで通話にする。

　が、耳に聞こえてきたのは、氷柱つららのように冷え切った声だった。

『今、どこにいるの？』

　名前も告げずに、いきなり問いつめる。

　是光は、思いきり不ふ愉ゆ快かいそうな声を出してやった。




「なんで、おまえが俺の携帯の番号を知ってるんだ、斎賀」




　是光の言葉に、苛いら立だちを倍増した声で、斎さい賀が朝あさ衣いは言った。

『答える必要を感じないわ。それより、どこの水族館にいるの？　葵も一緒なのでしょう』

「は？　水族館？　なに言ってんだ」

『水族館へ行くと、葵はお手伝いさんに話したそうよ。美術館が工事で休館になって、場所が変更になったって、あなたが昨日の夜、メールを寄よ越こしたこともわかっているのよ』

「メールだって！」

　是光は朝衣の通信を切断し、慌あわてて携帯の送信履り歴れきを確認した。

　ヒカルも険けわしい顔で、横からのぞきこんでくる。

　お互いの頰ほおがくっつきそうになりながら、小さい画面を睨にらみつける。メールをやりとりするような相手は、ほとんどいない。

　なので、送った覚えのないメールがあることに、すぐに気づいた。

　タイトルは『待ち合わせ場所の変更』──。

　送信相手は、葵だ！

（どういうことだ……）

　息をつめ、中身を読む。

　着信の表示が点てん滅めつしているのは、朝衣が怒ってかけ直してきたのだろうが、それどころではなかった。




『美術館は、改かい装そう工事中で休みらしい。

　代わりに水族館に行かないか？』




　そんな文章のあとに、待ち合わせの場所と時間が続く。

（こんなメール、打った覚えはねーぞ）

　受信の履歴も確認するが、葵からの返信はなかった。

「是光、葵さんは、この待ち合わせ場所へ行ったはずだ」

「くそっ。電車で一時間近く離れてやがるぞ」

　是光は走って改札を通り抜け、ちょうどホームから発車しようとしていた電車に飛び乗った。

　そこから、メールにあった待ち合わせ場所へ向かう。

　電車で運ばれている間、胃が破けそうだった。歯ぎしりしながら、こめかみをひくつかせている人相の悪い少年に驚おどろいて、乗客が離れてゆく。是光の周りに、ぽっかりと空間ができる。

　携帯の履歴を、今一度確かめる。

　乾ききってひりひりと痛む目に映っているのはメールの送信時刻で、それは昨日の夜七時だった。

　その時間、なにをしていたか。

　誰と一緒にいたのか。

　それを思い出して、是光は携帯が折れそうなほど強く握りしめた。

「……っっ」

　ようやく待ち合わせ場所の改札に辿り着く。

　人が多い駅で、ぶつからないように移動するだけで一苦労だった。ヒカルと手分けして、葵の姿を捜すが、見つからない。

　携帯で、葵の番号をもう一度呼ぶ。

　出てくれ！

　祈るような気持ちで待つが、流れるのはアナウンスだけだった。

　その間も、朝衣からと思われる着信が増えてゆく。

　また携帯が震えた。

　是光は通話にするなり、言った。

「葵がいなくなった！　センパイがなにか知ってるはずだ。俺はこれからセンパイのとこへ行く。おまえも来てくれ！」





　　　　◇　◇　◇






　月夜子は、発表会が行われる会場の楽がく屋やで、早くから待たい機きしているとのことだった。

　是光が訪れると、白い襦じゆ袢ばんを着ただけの艶なまめかしい姿で、朧おぼろに霞かすむ目でこちらを見上げた。

「センパイが……俺の携帯から葵にメールを打ったんだな。俺にチリドッグを買いに行かせている間に、俺の鞄かばんから携帯を出して」

　時折、歯を食いしばりながら問う。

　隣となりでヒカルも、苦しそうに顔をこわばらせている。

　できれば、違うと言ってほしかった。

　けど、葵へメールが送信された時間に、それを送るチャンスがあったのは、あのとき是光と一緒に公園にいた月夜子だけ。

　淡々と、月夜子が答える。

「そうよ……。葵さんからすぐに返信があって、そっちは削さく除じよしておいたわ」

　月夜子の体を包む薄い襦袢は、まるで死しに装しよう束ぞくのようだった。生気のない目が、是光を見つめている。

　是光はこぶしをぎゅっと握りしめた。

「なんでっ、こんなことしたんだ？」

「……ヒカルが死んで淋しかったから、葵さんに八つ当たりをしたの。ヒカルが最後に葵さんを選んでわたしを捨てたから」

　強くあでやかな月夜子が、是光の目の前でゆっくりと消きえ失うせてゆく。

　月夜子という女を形成する輪りん郭かくが淡あわく霞み、弱々しく曖あい昧まいな線へと変質してゆく。

（センパイは、やっぱり一かず朱あきじゃなくヒカルが好きだったのか？　葵のためにヒカルが別れ話をしたことが、許せなかったのか？）

　葵に嫉しつ妬として、葵が憎くて、こんなことをしたのか？

　頭をガツガツと穿うがたれている気分だった。いくつもの出来事が、言葉が、声が、ごちゃまぜになって反はん響きようする。

　けど。




「そうじゃない」




　混こん沌とんの中に、ひとつの声がすっきりと響ひびき渡わたった。




「そうじゃない、月夜子」















　月夜子に向けられた、まっすぐな瞳。

　月夜子を見つめてきた、ヒカルの瞳。

　その目が、その声が、是光にも気づかせた。

　月夜子の噓うそを。月夜子の真意を。

　是光も叫んだ。

「そうじゃねーよっ！　葵に嫉妬してたとか、そんなことの前に、どうして、俺の名前で送信したこのメールだけ残しておいたか、言ってみろ！」

　朧気だった月夜子の顔に、その瞬間、感情の火花がひらめく。それは恐れだった。

　胸が強くしめつけられる。

（ああ、そうだったんだな、センパイ）

「見つけてほしかったんじゃないのかい？　きみは」

　ヒカルが、切なげに問いかける。

「センパイは、俺に見つけてほしかったんじゃねーのか！」

　息が止まりそうな苦痛とともに、是光も叫ぶ。

「でなきゃ、なんでこんな回りくどいことしたんだ！」

　送信したあと削除することなんて、小指ひとつでできたはずだ。

　なのに、しなかった。

　残しておいた。

　是光が気づけば、真っ先に月夜子を疑うたがうと、わかっていたのに！

　ヒカルは月夜子をいたわり気き遣づかう眼まな差ざしで、見つめている。ヒカルの声が是光の耳に流れ込み、真実へ向かわせる。




「ぼくは誤ご解かいしていた。きみはきみの体の中に流れる六ろく条じようの血を恐れているように見えた。きみも、それを否定しなかった。でも、そうじゃなかった！　きみの恐れは、自分の中にある蜘く蛛もの化け身しんへの──六条への恐れではなかった。あれはきみじゃない！」




「センパイは、六条のことをずっと怖がっていたな。自分も、六条みたいに嫉妬から他人を傷つけるんじゃねーかって。ヒカルの大事な花を散らしちまうんじゃねーかって。けど、センパイはそんなことはしない！」




　月夜子の瞳に、どんどん感情があふれてゆく。痛みが、苦しみが、哀かなしみが──。

　畳たたみに力なくしゃがみ込んだまま、身をすくめ怯おびえたように是光を見上げる。




「花をむしりとったあと、きみの手も指も、とても綺き麗れいだった。花の汁もついていなかったし、傷ひとつなかった」




　園遊会の夜。

　引きちぎられた花の骸むくろの中に、立ちつくしていた月夜子。けど、是光の頰を挟はさみ引き寄せた手は白く美しく染みひとつなく、頰にふれた感触は冷たくなめらかだった。

　中庭で、六条の名を是光に告げたときも──服も髪も乱れ、危うい目をしていたけれど──足元に紅い花がいくつも落ちていたけれど、月夜子の手は、白く美しかった！

　是光は月夜子の手をつかんで、引き上げた。

　月夜子の体が、びくっと跳ねる。




「センパイの手は、ずっと綺麗だった！　花をむしったあとなんて、どこにもなかった」




「きみが恐れる黒髪の六条は、別にいたんだ。六条はきみに命令を出していた！　きみは、六条に囚とらわれ、操あやつられる獲え物ものだった！　月夜子、きみは、六条じゃない！」




「センパイは、六条じゃねー！」




　月夜子は青ざめきっていた。朧な月のように霞んでいた瞳や輪郭は、くっきりとした存在感を取り戻しつつあった。

　その代わりに、心を閉じることによって遠ざけていた恐怖が、一度に襲おそいかかってきたのだろう。

　自分の体をかき抱いだき、がたがたと震え出す。

　ヒカルが月夜子の前に、ひざまずく。

　姫を救う騎き士しのように、うやうやしく月夜子を見上げ真剣な眼差しで語りかける。

「思い返せば、きみはずっと危険信号を送り続けていたね？　〝六条〟に縛しばりつけられながら、その中で必死に反抗し、ぼくらに知らせようとしていたんだ」

　わたしが花を散らさないように、見張っていてほしいと是光に言ったこと。

　葵に嫉妬しているように見せたのも、是光たちの注意が葵に向くように──。葵を守ってもらえるように──。

　きみは六条を止められる？　と挑ちよう発はつしながら、もう六条は止められない、自分に関かかわってはいけないと泣きながら訴うつたえたことも、全部、月夜子にできる精一杯の抵抗だったのだ。

「遅くなってごめん！　けど、ちゃんと気づいた！　きみの力になれる！」

　是光がつかんでいる月夜子の手に、白くほっそりしたヒカルの手が重なる。

　その手は、月夜子の手を握にぎりしめることはできない。

　だから、是光が代わりに強く握る。

　ヒカルの願いを受け継ぐ者がここにいるのだと、伝えるように。

「センパイは、俺たちに知らせようとしてたんだろ！　言えよ！　六条は誰だれだ！　葵はどこにいる！」

　月夜子は震えながらうつむく。唇くちびるを動かそうとするが、すぐに激しく首を振り、開きかけた唇を、ぎゅっと閉じてしまう。

　六条の恐怖に縛られて、声が出せずにいる。

「月夜子、きみは強い人のはずだ。誇ほこり高たかく大胆な人のはずだ。イギリスの学校を退学になったときのことを思い出して。あのときのきみは、先生たちに向かってぼくを、わたしの愛人ですって紹介してのけたじゃないか。最高だった！」

「センパイはヒカルが惚ほれた女だ！　花園で一番美しくて誇り高い紅くれないの枝し垂だれ桜だ！　臆おく病びよう者ものじゃないはずだ！　ヒカルはセンパイは大胆な女だって、言ってた！　イギリスの学校を退学になったときのセンパイは、最高にイカしてたって！」

　月夜子が、喉のどの奥から絞り出すような声で訴える。

「でもっ、ヒカルはもういない……っっ。だから──」

「ヒカルの代理人である俺が、約束する！　六条の怨おん念ねんは断ち切れる！　断ち切ってやる！」

　月夜子の手をぎゅっと握りしめ、全身が熱くなるほど強く誓ちかいながら、叫ぶ。ヒカルも祈いのるような敬けい虔けんな眼差しで、月夜子を見つめている。

「センパイを守るっ！」

　月夜子の肩が、また跳ねた。

　苦悩でいっぱいの顔で、是光を見上げる。

　その目を、食いつかんばかりに激しく見つめ返す。

「俺を信じろ！」

　月夜子が目を伏せる。また唇を何度か動かし──まつげを震わせ、消え入りそうな声で、小さな小さな声で、六条の正体と葵の居い場ば所しよを告げた。

　ヒカルの表情が曇くもってゆく。

「わかった」

　是光は月夜子の手を、膝ひざの上にそっと戻した。

　そうして、

「センパイの出番までに戻る。任せろ！」

　楽屋から飛び出した。

　ヒカルが険しい表情で、是光に並ぶ。

　入り口のところで、朝衣とぶつかりそうになった。

　朝衣は話を聞いていたらしく、顔を硬くこわばらせている。朝衣に言葉を発する間を与えず、是光は鋭い声で言った。

「ついてこい！　斎賀朝衣！」





　　　　◇　◇　◇






「赤あか城ぎくんは、どこにいるんですか」

　葵は、警けい戒かいしながら尋たずねた。

　部屋の中は、明るい色合いのテーブルやソファーや、エキゾチックな絵や壺つぼが並んでいる。足首まで埋まりそうな絨じゆう毯たんは、毛足がそろい、つやつやしていて、小さなゴミひとつ落ちていない。

　怪け我が人にんが運び込まれたようには、とても見えない。




　──赤城くんが事故に遭あって、今、手当を受けている。




　待ち合わせ場所で是光を待っていたら、いきなりそんな風に言われて、あんまり驚いて車に乗ってしまった。

　けど、長い時間をかけて辿り着いたのは病院ではなく、郊こう外がいの別荘のようだった。




　──さぁ、入って。事情があって、病院へ連れてゆくわけにいかなかったんだ。けど、医者を呼んで看てもらってるから、安心して。




　ふくよかな甘い声で、ささやかれ、もやもやした気持ちのまま門の向こうへ進んだのだ。

　けど、やっぱりおかしい。

　建物の中は静かすぎて、人の気配がしない。焚たき物ものをしているようなくすんだ甘い匂においがただよってくるのも、気持ちが悪い。

「赤城くんに、会わせてください」

　今度は、それまでよりきつい口調で言う。

「焦あせらないで、葵ちゃん。赤城くんは手当が終わったばかりで、麻ま酔すいがきいて眠っているから、しばらく安静にしておいてあげよう。お茶を淹いれてくるから、葵ちゃんはゆっくりしていて」

　おっとりした顔で受け流され、部屋の中に一人きり取り残されてしまった。

　ソファーに腰をおろす気にもなれない。不安と疑ぎ念ねんがふくらむ一方で、皮ひ膚ふがぴりぴりする。

（本当に、赤城くんはここにいるの？）

　病院に連れて行けないというのが、そもそもおかしい。

（それに、どうして赤城くんとわたしの待ち合わせ場所を知っていたの？）

　赤城くんに、葵ちゃんに伝えてほしいって頼まれたんだよと言っていたけれど、冷静に考えてみたら、不自然だ。

　是光の携帯にかけてみようと、バッグの中を捜したが見あたらない。

（家を出るときは、あったはずなのに）

　とたんに、首筋のあたりにさーっと鳥肌が立った。

（もしかしたら、抜き取られたの？　駅で声をかけられて、車まで荷物を持ってくださったとき……）

　持っていただくほどのものではありませんと言って、すぐに取り返したけど、あのとき……。

　心しん臓ぞうが壊こわれたみたいにドキドキと高鳴りはじめて、考えがまとまらない。鼻にまとわりつく、くすんだ匂いに、喉がひりつくように渇き、感覚が鋭えい敏びんになると同時に思考はぼやけてゆく。

（この匂いは、なんなの……）

　隣のドアから、漏もれてくる。

　足音を立てないように、そっと近づいてみる。ドアが少し開いていて、その隙すき間まから、白い煙が細い川のように流れ出ていた。

　護ご摩まのときに焚たく香の匂いに、似ている。

　確か芥け子しの実を入れるのだった。けど、何な故ぜそんな匂いが？

　ノブに手をかけてドアをさらに開くと、甘い煙がどっと吐き出されて、小さく咳せき込こんだ。

　目に涙がにじみ、頭がくらくらする。

　が──ドアの向こうの部屋に飾られた、豪ごう奢しやな額がく縁ぶちに入った絵を見たとたん、水を浴びたように全身が冷たくなった。




（あの絵──！）




　爽さわやかな日射しがあふれる学校の階段にヒカルが立っていて、こちらに向かって振り返り、微笑ほほえんでいる絵。

　これまで描いてきた風景画に、ヒカルの姿を描きとめようと決めたものの、人物画をほとんど描いたことがなく、なかなかうまくいかなかった。

　ヒカルの鼻は、こんな風ではなかった。

　ヒカルの瞳は、もっと涼しげに澄んでいた。

　微笑みは、もっともっと甘くやわらかだった。

　そんな風に少し描いては苦しみ悩み、修正を繰くり返かえし、ようやくこれなら赤城くんに見ていただいてもよいかも……と思えた一枚だった。

（あの絵は、なくなったはずじゃ！）

　朝衣は、いろいろ理由を並べて移動させたのだと言っていたけれど、それは噓だと気づいていた。最近、体たい操そう着ぎや教科書が消えたり、靴くつ箱ばこに萎しおれた花を入れたりしているのと同じ人が、絵を盗とっていったのだと。

　ふらふらと、部屋の中へ足を踏ふみ入いれる。

　白い煙に包まれ、押し寄せるくすんだ匂いに目め眩まいがし、手で口をガードする。

　右手に大きな鏡があり、その横の棚の上の透明なケージの中に、翠みどりの鱗うろこにつつまれたカメレオンがいて、長い舌をしゅっと出し入れしている。

　床に、朱色の陶器の香こう炉ろが置いてあって、煙はそこから吐き出されていた。

　寝台は、芥子の花のように赤いシルクのカバーでおおわれていて、絵はその横の壁かべに、金の額縁に入って飾られている。

　寝台に乗るのもふれるのも、気持ちが悪くてためらわれたので、脇わきからじっと見上げる。

（やっぱり……わたしの絵だわ）

　それだけではない。

　ゴミ箱の中に、見覚えのあるパレットや絵筆や、体操着、教科書が投げ捨てられているのを見て、葵はさらに寒気がした。

（嫌がらせをしていたのは、月夜子さんじゃなかったの？　だって月夜子さんは、子供の頃から、わたしのことが嫌いで、ヒカルと一緒に球根を植えたチューリップをむしったり、窓に鼠ねずみの死し骸がいを置いていったりしたのに）

　月夜子がヒカルとあんなスキャンダルを起こしたのも、ヒカルが葵の婚約者だったからではないかと、思ったこともある。

　それほど月夜子に、嫌われているのだと。

　もともと右う楯だてと左さ乙女おとめは、帝門みかどを間に挟んだライバルだ。親しん戚せきとして協力しあいながら、水面下では微妙に対立しているという、おかしな関係だった。

　なので、月夜子から心よく思われなくても、仕方がないと考えていた。

　嫌がらせだって、ヒカルが生きていた頃、月夜子以外の名前も知らない女の子たちからさんざんされてきたことだ。

　そういう人たちに対して、いちいち腹を立てたり傷ついたりしても仕方がない。

　ただ見下げはてるだけだ。

　それが、恵まれた環境に生まれ育ったことで妬ねたみを買い続けてきた葵が、身につけざるを得なかった処世術だった。

（けど、月夜子さんじゃなかった）

　ヒカルの絵を盗んだのは──。




「その絵、よく描けてるよね……」




「！」

　ふくよかな甘い声に、体がこわばる。

　振り返ると、紅茶のカップを載のせたトレイを持った、ひょろっとした体型の眼鏡めがねの青年が──ヒカルの兄が──一朱が、立っていた。

　薄い唇に、おだやかな微笑みが浮かんでいる。

　凡ぼん庸よう──と評される顔が、ゆらめくミルク色の煙の中で、別の生き物に変わってゆくようだった。

「さすがに、ヒカルのことが大好きだっただけあって、葵ちゃんはヒカルをよく見ているよ」

　ひたりと、その生き物が近づいてくる。

　四角いケージの中で、カメレオンが長い舌をひゅっと差し出す。




「まだ未完成みたいだから、続きを描いてくれると嬉うれしいなぁ」




　ヒカルに似た甘く優しい声が、ヒカルとはまったく似ていない蛇へびのようにのっぺりした──禍まが々まがしい顔から、唇から、聞こえてくる。

（この人は誰？）

　葵の知っている、おっとりしていて、よく転んだりぶつかったりしている、人の善よい凡庸な、帝門一朱でないのは確かだ。




「ねぇ、葵ちゃん。なんで震えているの？　顔も真っ青だよ」




　また、ひたりと、歩を進める。

　葵は身をすくめて、相手を睨みつけた。

「わたしに近づかないでください。あなたが、絵を盗ぬすんだ犯人だったんですね、一朱さん。絵だけではなく、他のものも──。それに、赤城くんが怪我をして、この家にいるというのも噓でしょう？　わたしを騙だまして、こんなところへ連れてきて、どういうつもりですか。今すぐわたしの携帯を返してください！　それで迎えの車を呼びますから」

　白い煙の向こうで、一朱はまだ微笑みを浮かべていた。

　細い目に、蔑さげすむような光が浮かぶ。

　トレイを持ったまま身をかがめると、一朱はケージで舌を出し入れしているカメレオンに向かって、やわらかな声で語りかけた。

「あれぇ、三の宮、葵ちゃんが怒ってるよ、変だねぇ。どうして、ぼくが葵ちゃんに怒られなくちゃいけないんだろうねぇ」

「ふざけないでくださいっ。ご自分のしたことを思い出して、反省してください」

　煙が喉に入ってきて頭がぼーっとして、足に力が入らない。怒っていなければ、膝から崩くずれ落おちそうだ。

（この匂いを、ずっと嗅かいでいたらいけません）

　危険を感じ、部屋の外へ出ようとしたら、トレイを置いた一朱が、すっとドアの前に立ちはだかった。

「やっぱり、わからないよ、葵ちゃん」

　笑みが消えた顔で、ささやいた。

　葵を見おろす目も、ひんやりしている。

「だって、葵ちゃんのほうが、はるかにぼくにひどいことしてるのに。ぼくとの約束をドタキャンして、赤城くんと絵画展へ行こうとするなんてさぁ」

「そ、それは」

　一朱が冷たい目で葵を見すえたまま、ひたりと近づいてくる。

　葵は下がった。

　妖あやしげにくゆる煙の中、全身が粟あわ立だつような不快感と恐怖が、葵を襲う。

　一朱とクラシックのコンサートに行く約束を、是光に美術館に誘われたあと『学校の用ができてしまったのでゆけません……すみません』と反ほ故ごにしたのは事実だ。

　罪悪感で胸がちくちく疼うずいたけれど、是光と、どうしても、どうしても、仲直りがしたかったから。

　あのとき一朱は、『学校の用なら仕方ないね』と、おっとり笑っていた。

　なのに、今、葵の目の前にいる一朱は、ぞっとするほど冷たい──妖しい笑みを浮かべて、ひたひたと近づいてくる。

「ねぇ、三の宮ぁ、葵ちゃんはいかにも潔けつ癖ぺきで清純な女の子ですっていうような可愛い顔をしているくせに、人を簡単に傷つけるんだよぉ。怖いねぇぇ、嫌だねぇ」

　葵はじりじりと下がっていった。

　かかとが壁にあたり、心臓がひやっとする。

　かたわらには、真っ赤なカバーをかけた寝台があり、その脇の金の額縁の中で、ヒカルがやわらかに微笑んでいる。

　一朱が、葵の逃げ道をふさぐように、両りよう肘ひじを壁に押しつける。一朱ののっぺりした顔が、葵のすぐ上にある。

　くすんだ甘い匂いが、葵の鼻に、口に、皮膚に、侵入してきて、一朱の生あたたかい息が、葵の頰にかかる。

　その不快感と恐怖に、葵は華きや奢しやな体を震わせた。

「今回だけじゃないよねぇ？　葵ちゃんは、あのときも──断った」

　一朱の目の温度が、どんどん下がってゆき、体から冷え冷えとした空気がただようように、葵には見えた。

「ぼくのお嫁よめさんの第一候補は、葵ちゃんだったのに。葵ちゃんが、ヒカルがいいって言ったから、きみにデレデレに甘いパパは、きみはヒカルと婚約させるって、ぼくの母の申し出を断ったんだ」




　──葵、一朱さんのお母さんが、葵をお嫁さんに欲しいと言っているのだけど、どうする？




　葵が小学生になったばかりの頃。

　父親が葵を膝に乗せて、そんな風に尋ねた。




　──ヒカルくんのお父さんは、葵はヒカルくんのお嫁さんになってほしいようだけど。葵は、一朱さんとヒカルくんと、どちらのお嫁さんになりたい？




　まだ帝門という巨大な権力を有する一門のことも、自分の家が帝門とどう関わってきたのか、これからどう関わってゆくべきなのかもわからないくらい、葵は幼かった。

　それでも、自分の答えが、この先のヒカルの立場を左右することになると、父の口調から察することができた。

　ヒカルは、愛人の子供だ。

　ヒカルのことを、〝生まれてきてはいけなかった子〟と、大人たちがささやくのを、何度も聞いた。本来ならヒカルは、帝門の邸てい宅たくに足を踏み入れることさえ許されない身の上なのだと。

　けど、葵がヒカルと婚約すれば、ヒカルには左乙女という後うしろ盾だてができる。

　ヒカルの父もそれを望んで、葵との婚約を非公式に打だ診しんしていたのだろう。

　右楯の娘と左乙女の娘は、帝門の跡あと取とりの妻となるもの。

　葵との婚約によって、ヒカルは周りから帝門の息子であると認められる。帝門の名に守られる。

　そこまで理解していたわけではない。

　それでも、きっとわたしと婚約すれば、ヒカルはもう〝生まれてきてはいけなかった子〟なんて、言われない。

　そう、思った。

　わたしが、ヒカルを守るんだと。

　だから、恥ずかしさに顔を真っ赤にして、怒っているみたいに口の端を曲げて、ささやくような小さな声で、一いつ生しよう懸けん命めいに答えたのだ。




　──ヒカルとけっこんしたら、ずっと朝ちゃんと三人で、あそべるから……ヒカルが、いいです。




　婚約は、父親同士が勝手に決めたこと。

　周りには、ずっとそう言ってきた。

　実際、ヒカルか一朱のどちらかに嫁とつがなければならないことは、左乙女本家の長女として生まれたときから、避さけられないことだったのだから。

　けど、二人のうち、ヒカルを選んだのは葵自身だった。

　そのことを十年も経たった今、一朱に責められて、葵は混乱した。

　一朱はこれまでずっと葵に対して、年上の、ちょっと頼りなくて優しいお兄さんとして接してきて、そんな話は一度もしたことがなかったから。

　なのに、心の中では、葵が一朱との婚約を断ったことを、恨うらめしく思っていたのだろうか。

　十年間も、ずっと！

　笑顔の下で！

　一朱が、蔑みと嫌けん悪おのこもったひんやりした目で葵を見すえながら、口の端を吊り上げて妖しく微笑む。

　ふくよかな甘い声で、ささやく。




「葵ちゃん。ぼくはあのときから、葵ちゃんのことが、この世で一番、大っっっっ嫌いだったんだ」




　その瞬間、一朱が吐く息まで凍りついたようだった。背筋を痺しびれるような恐怖が走り抜け、手足がこわばり、口の中が乾き、呼吸が止まる。毒をぬった爪で心臓を鷲わしづかみされたような感覚に、悲鳴を上げそうになる。

　今までも、嫉妬されたことはある。

　ヒカルを好きな女の子たちから、きつい言葉をぶつけられたことも。

　けど、それとは比べものにならないほど、どろどろとゆがみきった悪意と嫌悪を見せつけられて、葵は戦せん慄りつした。

「でも、きみは、ヒカルの一番大切な子だからねぇ。ぼくも大事にしてあげるよ」

　一朱の手が、葵の頰を優しく撫なでる。

　魚のヒレのように、しっとりと濡ぬれて貼はりついてくる手の感触に、皮膚がまた粟立つ。

（いや、さわらないでください、気持ちが悪い）

　心底から嫌悪しか感じないのに、声が出ない。

「知ってるよぉ。葵ちゃんが、まだ綺麗な体のままだって。ヒカルの欲望の対象でしかなかった汚れきった非処女の月夜子ちゃんとは違う。ヒカルは、最愛の葵ちゃんだけは、キスのひとつもしないで大切にとっておいたんだねぇ。けど、いい気き味みだねぇぇぇ、ヒカルは死んじゃって、こんなに綺麗で真っ白な葵ちゃんを、もう永遠に手に入れることはできないんだからぁ」

（なにを言ってるの？　いや、いやっ、もう、さわらないで）

　しっとりした手が、葵の顎あごを、耳を撫で、さらさらしたまっすぐな黒髪をすくいあげては、こぼす。

「ああ、やっぱり女の子は黒髪がいいねぇぇぇ。葵ちゃんの髪は、細くてまっすぐで、やわらかくて、絹糸みたいだ。赤あか錆さび色の髪の月夜子ちゃんとは大違いだよ。はずれの月夜子ちゃんを押しつけられて、うんざりだったけど、ヒカルの最愛の葵ちゃんをお嫁さんにできるんだから、月夜子ちゃんのことは許してあげるよ」

「わ、わたしは、あなたの──お嫁さんになんかなりませんっ」

　やっとのことで、そう言った。

　けれど、一朱はおかしそうに、クックッと声を立てて笑っただけだった。

「まさか、あの毛並みの悪い赤犬と、つきあおうなんて思ってないよねぇ？　葵ちゃんとあの犬じゃ、階級が違いすぎる。あの犬がヒカルの友達なんて言ってるから、ヒカル恋しさで心を許しちゃったの？　お馬鹿さんだねぇぇぇ、葵ちゃん。あんな育ちの悪い犬畜ちく生しようと、お姫様の葵ちゃんが結ばれるなんて、絶対にありえないのに。あはは、おかしいねぇぇぇぇ、三の宮。あんな薄汚い犬と、葵ちゃんがさぁぁぁ！」

　赤城くんは、薄汚い犬なんかじゃない。

　足が震えるほど怖くてたまらなかったのに、是光のことを悪く言われたとたん、怒りで頭の奥が熱くなった。

　両手で、一朱を強く押しやる。

「赤城くんは──あなたより、ずっと立りつ派ぱな人です！　赤城くんのこと、バカにしたら許しませんっ！」

　育ちなんて、関係ない。

　階級なんて、知らない。

　赤城是光という男の子が、まっすぐで誠実で、優しい人間だということを、葵は知っている！

　一朱はよろめいたが、すぐに肩をつかまれ、壁に押し戻された。

　ドンッ！　と壁が音を立て、肩に一朱の指が食い込む。

　頭が壁にあたり、くらりとする。

「なに庇かばってんの？　ねぇ、なんで、あんなやつ庇うの？　ねぇ、自分の立場がわかってる？　ねぇっ！　ねぇ、ねぇ、ねぇ、葵ちゃん！」

　目をカッと見開いたまま顔を近づけてこられ、甲かん高だかい声で執しつ拗ように問われて、肩も頭もズキズキ痛んで、葵は恐怖でいっぱいになった。

　ケージの中で、カメレオンが無む機き質しつに喉を鳴らす。

「葵ちゃんにふさわしい相手が誰なのか、教えてあげる。葵ちゃんのことは、その綺麗な髪をつかんで引ひき摺ずり回してやりたいくらい大っ嫌いだけど、許してあげるよ。一生側そばにおいて、毎日柘つ植げの櫛くしで髪をすいて、服にも髪にもいっぱい香を焚きしめて、お人形みたいに大切にしてあげる。さぁ、ヒカルにも、最愛の葵ちゃんが、ぼくと結ばれる瞬間を、祝福してもらおう」

　俗っぽい金の額縁の中から、ヒカルが涼しげな瞳で葵を見つめている。一朱がうっとりと目を細めたとき、がさつな声が聞こえた。




「ヒカルは、祝福なんかしねーよ！」













　赤いカバーでおおった寝台や、カメレオンのケージや、ごてごてと装そう飾しよくのついた大きな鏡などがある趣しゆ味みの悪い部屋は、白い煙がたれ込め、くすんだ甘い薫かおりを振りまいていて、ひどい有様だった。

　壁かべに、派は手でな金の額がく縁ぶちに納められたヒカルの絵が飾かざってある。

　葵あおいは壁に背中を押しつけて震ふるえながら立っていて、一かず朱あきは葵の顎あごに手をかけたまま、顔を是これ光みつのほうへ向けていた。

「赤あか城ぎ……く」

　葵が涙でいっぱいの目で、是光を呼ぶ。

　そのときにはもう是光は一朱の近くまで来ていて、一朱を葵から引き離して、床に尻しり餅もちをつかせていた。

　煙を吐き出していた香こう炉ろも蹴けり倒たおし、窓を全開にする。

　是光のあとから険けわしい顔した朝あさ衣いが入ってきて、葵を引き寄せる。

「朝ちゃん……！」

「もう大丈夫よ、葵」

　朝衣が安あん堵どしている声で言い、葵を抱きしめた。

　ヒカルも硬く張りつめていた表情を、ようやくゆるめる。

「よかった、葵さん」

　是光は葵たちを背中に庇かばうようにして立ち、目から火が吹き出そうな勢いで、一朱を睨にらみつけた。

　床にしゃがみ込んだままの一朱が、顔をしかめる。

「鍵かぎをかけておいたのに……どうやって入ってきたの？」

「わたしが、誘ゆう拐かい犯はんがいると言って、管理人に鍵を開けさせたのよ」

　葵をぎゅっと抱きしめた朝衣が、険しい口調で言う。

「主人のぼくより、朝衣ちゃんのほうに従うなんて、クビだな」

　自分がしでかしたことの重大さがわかっていないのか、ふて腐くされた口調で語るのに、是光はいっそう頭に血がのぼった。

（この、二重人格の眼鏡めがね野郎っ！）

「今回のことは全部、おまえが仕組んだことだったんだな！　センパイを使って葵を俺から引き離して、相談に乗るふりをして、自分になびかせようとした。一朱！　おまえが六ろく条じようだったんだ！」

　一朱の母は、右う楯だての女だと頭とう条じようが言っていた。

　右楯の本家には、蜘く蛛もを祀まつる祠ほこらがあると──。一朱も、右楯の女にまつわる蜘蛛の呪のろいを聞いていただろう。

　そうして、自分が〝六条〟になった。

　何な故ぜ、〝今〟六条が現れたのか。

　それは、ヒカルの死によって、葵の婚約者の席が空いたから。

　葵が、ヒカルの友人である是光に、心を開きはじめていたから。

　葵に執しゆう心しんしていた一朱にとって、是光は邪じや魔ま者ものだった。だから、別の女を近づけて葵に嫌われるように仕向けた。

　あの園遊会でも、周到に糸を張り巡らし、是光を足止めし──葵を誘ゆう導どうし──罠わなにかけた。

　現代によみがえった蜘蛛の末まつ裔えい──月夜子が恐れる六条は、この一見凡ぼん庸ような一朱だったのだ。

（なのに、俺はセンパイが、こいつのことが好きだなんて思い込んでたんだからな。大バカだぜ）

　あげくに、月夜子と一朱の仲を取り持とうとしたなんて。

　恋愛スキルが、ちょっとは上がっただの、今回はおまえは黙って見てろなどと調子に乗ってヒカルに言いまくったことを思い出すと、床を転げ回りたいほど恥ずかしい。

「きみが、なにを言ってるのか、よくわからないよ」

　一朱は、まだしゃあしゃあとしている。

　一体どういう神しん経けいをしているのだ。

　壁にはヒカルの肖しよう像ぞう画が、ゴミ箱には葵の私物、そればかりか鏡の脇わきに動物の尻尾しつぽのような黒い毛の塊かたまりがかけてあると思ったら、かつらだった。

　是光はそれをとって、一朱の頭に向かって投げつけてやった。

　漆しつ黒こくの髪かみが宙を飛び、一朱の頭にひっかかり、長い黒髪が、一朱の顔面をだらりとおおい隠す。

「証しよう拠こがこれだけそろってるのに、とぼけんなっ！　女じよ装そう趣味のド変態野郎！」

　一朱が甘い声で、くすくす笑い出したので、是光はぎょっとした。

　葵が朝衣に抱かれたままびくっとし、朝衣も不ぶ気き味みそうに頰ほおをひきつらせる。

　ヒカルは、自分と同じ声で笑っている腹違いの兄を、はりつめた厳きびしい眼まな差ざしで見つめている。

　一朱は、顔の上にだらしなく垂れ下がるかつらを取り去ろうともせず、床にしゃがみ込んだまま、くすくす笑い続けた。それは、おかしくて笑っているのではなく、自分より下の者たちに対する嘲あざけりの笑いのように聞こえた。

　かつらで顔をおおい隠したまま、ふくよかな澄んだ声で笑うその様子は、闇やみにひそむ物ものの怪けのようだった。

「まさか、月つ夜や子こちゃんが裏うら切ぎるなんてねぇぇぇ。あの子は子供の頃からぼくの言いなりの従順な召使いだったのに。ヒカルとつきあいはじめて処女じゃなくなったら、なにを勘かん違ちがいしたのかいい気になって、すっかりアバズレになっちゃって。月夜子ちゃんなんか、髪もみっともない赤あか錆さび色で、〝はずれ〟なのにさぁぁぁ」

　ヒカルが、顔をこわばらせて叫ぶ。

「月夜子の髪は赤錆色じゃない！　紅くれないの枝し垂だれ桜みたいな、綺き麗れいな紅あかだ！」

　是光の喉のどにも、怒りが突き上げた。

「黙れっ！　変態！　汚い口でセンパイを侮ぶ辱じよくすんなっ！　センパイは、はずれなんかじゃねぇ！　紅の髪がとびきり綺麗な、ヒカルの大事な女だ！　おまえが好き勝手にパシらせていい女じゃねぇんだよ！」

　一朱が口元を、つりあげる。

「きみは、どこの未開の地からきた野や蛮ばん人じんなの？　知らないの？　なら教えてあげる」

　女のようにほっそりした指が、顔にかかる黒髪をすーっとかきあげる。

　細い瞳が、蠱こ惑わく的てきに是光を見つめる。




「ぼくは、なにをしても許される身なんだよ」




　次の瞬間、是光のこぶしが一朱の鼻はなの上にめりこんでいた。

　かつらが落ち、一朱がのけぞったまま床をすべり、頭を壁にぶつける。派手な音がし、一朱が両手で顔を押さえて呻うめく。

　鼻の中が切れたのだろう。指と指の隙すき間まから赤い血がこぼれる。鏡で自分の顔を見て、目から下が血で染まっているのを見て、一朱が絶叫する。

「か、顔がっ！　ぼくの顔がっっ！　うわああああああああああっ！」

　よほどショックだったのか、両手で顔をおおって、床の上をのたうち回る。

　是光は、同情しなかった。

「葵にもセンパイにも、また手を出したら何度でも殴なぐってやるっ！　俺は話の通じない野蛮人だからなっ！」

　そう宣せん言げんし、

「こいつも返してもらうぜ、おまえみたいな下げ衆す野郎の部屋に友達の絵があるなんて、胸クソ悪わりぃから」

　壁からヒカルの絵を額縁ごとはずし、それを脇に抱かかえて葵と朝衣と一緒に、建物の外へ出る。

　門の前に、朝衣の家の車が停とまっていた。

　葵はよほど怖い思いをしたのだろう。朝衣に支えられて、真っ青な顔でうつむいたままだ。ときおり目をぎゅっと閉じ、身震いする。

　ヒカルも、心配そうだ。

　是光も胸が疼うずく。それでも葵を無事に救出できてよかった。

　と、車の前で、朝衣が急に不ふ機き嫌げんそうな冷たい目で是光を見た。

「気に入らないわ」

　抑よく揚ようのない低い声で言う。

　こんなときまで喧けん嘩かを売ってくる気かと、むっとする是光に、それ以上にむっつりした顔で言ったのだった。

「わたしが殴りたかったのに、きみが先に殴ってしまうんですもの」

（へ？）

　殴りたかったって……こいつが、一朱をか!?

　啞あ然ぜんとしているうちに、朝衣が葵と車に乗り込む。

　是光の手からヒカルの絵をするりと引き抜くと、そのままドアが閉じ、走り去ってしまった。

「おいこら！　俺も乗せてけーっ！」

　緑の草木が生おい茂しげる閑かん静せいな地で、是光は叫んだのだった。





　　　　◇　◇　◇






（赤城ーっ！　遅いよ！　なにやってんの！）

　帆ほの夏かはロビーで、是光が現れるのを焦じれ焦じれしながら待っていた。

（もう発表会、はじまっちゃうよ）

　さっきから是光の携けい帯たいにかけているが、すぐに留る守す電でんに切り替わってしまって出ない。

（電源、また入れ忘れてるんじゃないでしょうね！）

　月夜子が舞ぶ台たいに立つ前に、是光に月夜子を励はげましてほしいのに。

　楽がく屋やで会った月夜子は、村娘の衣い装しようを着て頭に黒いかつらをかぶり、顔を真っ白に塗ぬった姿で、うなだれていた。

　ひどく憔しよう悴すいしていて、胸の前で組んだ手をいじくり、何度も組み替え、苦しそうに息を吐き、唇くちびるを嚙かみ、目を伏せる。

　昨日の放課後に部室で別れたときは、声も表情も晴れやかで、すっかり立ち直ったように見えたのに。

　赤城と、なにかあったの？

　帰り際ぎわ、少しだけ様子がおかしかったけれど……あのあと、赤城とどんな話をしたの？

　不安に胸をざわめかせながら、楽屋でのやりとりを思い出す。

『月夜子先せん輩ぱいなら、きっと素敵に踊おどれますよ。昨日も、本当にうっとりしちゃいましたもん。あ、差し入れに葛くず餅もちを持ってきたんです。ちょっとだけ召し上がりますか？　甘いものを食べるとリラックスしますから』

　帆夏なりに一いつ生しよう懸けん命めいに月夜子の気持ちを盛り立てようとしてみたが、月夜子は、

『ありがとう……でもいいわ』

　緊きん張ちようでこわばった声で答えるばかりだった。

『式しき部ぶさん、赤城くんは、もう来た？』

『いいえ、まだ見かけませんけど』

『そう……』

　ますます暗い顔になってしまった。

　事情はわからないけれど、月夜子は是光が来るのを待っている。

　なので、帆夏も是光が現れたらすぐ楽屋へ引っ張ってゆけるように、こうしてロビーで待ちかまえているのだが、もう開演まで時間がない。

「ほのちゃん、そろそろ席に着いたほうがいいよ。舞台がはじまってから中に入ると、目立っちゃうよ」

　みちるが呼びに来る。

「う……うん」

　入り口のほうを振り返りながら、重い足で歩き出した。

（赤城、間に合うよね……。ちゃんと来てくれるよね）





　　　　◇　◇　◇






（舞台に上がるのが怖い）

　誰だれもいなくなった楽屋で、月夜子は両手を組んで震えていた。

（こんな手じゃ、また扇おうぎを落としてしまう）

　ついさっき、朝衣から月夜子の携帯に、そっけない声で連絡があった。

　葵は無事に保ほ護ごされたという。

『あなたの元婚約者は救いようのない変態ね。あんなくだらない男の言いなりになるなんて、人生の無む駄だとしか思えないわ』

　と、辛しん辣らつに付け加えた。

　その裏に、何故あんな男に卑ひ屈くつに従うの？　さっさと切り捨てたらどうなの、という朝衣なりの叱しつ咤たも感じられた。

　けど、月夜子が一朱に抱いだいている恐怖は、簡単にぬぐい去れるものではないのだ。是光に、葵の居場所を告げたあとも、ずっと震えが止まらない。一朱にどんな罰ばつを受けるのだろうと考えただけで、全身を蜘蛛がざわざわと這はい回まわっているような感覚にとらわれる。

　一朱は周りから凡庸でおっとりした人間だと思われてきたが、本当の一朱は違う。

　一朱の本質は、執しゆう念ねん深ぶかい蜘蛛だ。

　子供の頃、はじめて会ったときから、月夜子は一朱が怖かった。

　一朱の母親と月夜子の父親が従い姉と弟こ同士だったので、右楯の家で開かれた宴えん席せきに、一朱は母親に連れられてやってきたのだ。

　ひょろりとした年上の少年は、大人たちの前では、育ちのよさを感じさせる、素す直なおでのんびりした子供として振ふる舞まっていた。

　けど、月夜子と二人きりになると、月夜子の髪を引っ張って、しげしげと眺ながめ、

「赤錆みたいな汚い髪だね」

　と言ったのだ。

　しかも、微笑ほほえみを浮かべて。

　月夜子は声も出ないほどショックだった。




　──わたしの髪は、赤錆色で醜みにくいんだ。




　一朱の言葉が何度も何度も耳の奥によみがえって、布団ふとんをかぶって声を殺して泣いた。

　以来、月夜子は、他人に赤錆色の髪を見られるのが恥ずかしくて、いつも隅すみにひっそりと隠れているような、内気な子になっていった。

　一朱と会うのも、できるかぎり避さけていた。

　ところが、月夜子が平安学園の初等部に進学した年に、一朱と婚約することになってしまった。

　それからあとは、地じ獄ごくだった。

　一朱は月夜子と会うたび、月夜子の髪を、ひどくがっかりした顔で眺め、

「ヒカルと婚約した左さ乙女おとめ家の葵ちゃんは、すごくまっすぐで綺麗な黒髪なのになぁ。どうして月夜子ちゃんの髪は、そんなみっともない赤錆色をしてるんだろうねぇ」

　と、ささやくのだ。

　そのたび、月夜子の胸はきゅーっと縮ちぢんだ。

　それだけではない。

　あるとき一朱は、父親のフランス土産みやげのフリルのついたワンピースを着て、リボンのついた帽ぼう子しをかぶった月夜子に向かって、微笑みながらこう言った。

「服を脱いで、月夜子ちゃん。だってそのワンピースも帽子も、月夜子ちゃんに全然似に合あってないもの。きっとぼくのほうが似合うよ」

　月夜子は嫌だと言えなかった。

　うつむきながら服を脱ぎ、薄いシュミーズ一枚になった。

　一朱は月夜子のワンピースを着て、帽子をかぶり、鏡を見てスカートの裾すそをふわりと広げて一回転したあと、満足気な顔をし、

「ほら、ぼくのほうがずぅぅぅっと綺麗だ」

　そう言って、そのまま出かけてしまった。

　葵の家のチューリップがむしりとられ、それが月夜子の悪戯いたずらということになり、両親に叱しつ責せきを受けたのはその夜だった。

　チューリップをむしった女の子は、月夜子と同じワンピースを着て、帽子をかぶっていたらしい。

「それは一朱さんがやったのよ」

　と、月夜子は勇気を出して言った。けど、バカなことを言うんじゃないと、父はますます怒り、母は人のせいにするなんて情けないと嘆なげき、一朱にまで、

「月夜子ちゃんは、そんなことする子じゃないと思っていたのにねぇ、しかも叱しかられるのが嫌だからって噓うそまでついて、がっかりだよ」

　と、溜ため息いきをつかれた。

　わたしがなにを言っても、信じてくれる人はいないんだ。

　そう悟って絶望的な気持ちになった。

　この事件がきっかけで、イギリスの学校への入学が決まったときも、一朱はおっとりした笑顔で、

「ぼくのお嫁よめさんになる子が、赤錆色の髪をした冴さえない女の子で、頭も悪くて礼れい儀ぎも知らないなんてみんなにわかったら、恥をかくのは月夜子ちゃんなんだからね。イギリスで勉強をするのは、月夜子ちゃん自身のためなんだよ」

　と、言われた。

　家族と離れて、たった一人でイギリスの寮りようで生活することが、淋さびしくて仕方なくて、どうして自分ばかりこんなめにあうのだろうと、寮のベッドの中でよく泣いていた。

　わたしの髪が、赤錆色だからいけないの？

　さらさらの黒髪の女の子だったら、みんなから大切にしてもらえたの？

　夏休みやクリスマスには帰国することができたが、身長が伸び、胸もふくらんできた月夜子を見て、一朱はやっぱり落らく胆たんした様子で、

「女の子は小さいほうが、男の子にモテるって知ってた？　葵ちゃんは小柄でほっそりしてるのに、月夜子ちゃんはまた背が伸びたんじゃない？　胸もあんまり大きすぎると下品に見えるから、下着でボリュームを押さえたほうがいいね。葵ちゃんはとても清せい楚そな可か愛わいい胸をしているよ」

　と告げるのだった。

　一朱に、服を脱いで差し出すよう命じられることは、あれ以降もたびたびあった。

「だって、ぼくのほうが、月夜子ちゃんより似合うもの」

　と、一朱は必ず言った。

　その格好で外出し、葵の家に鼠ねずみの死し骸がいを置いてきたり、関係のない家の花を無差別にむしる行為も続けていたようだ。

「どうして、お花をむしるの」

　ある日、おずおずと尋たずねたら、すーっと唇をつり上げて、

「楽しいから。簡単にむしれて、落ちてバラバラになって醜くなるのが」

　甘い声で答えた。

　目を歓かん喜きに細め、唇を冷たくほころばせたその表情に、月夜子はぞっとした。

　右楯の家に祀られている蜘蛛──。

　その化け身しんである〝六条〟が、一朱の中に宿ったみたいに思えて、蜘蛛の吐き出す銀色の糸が喉に絡みつき、きゅっと引き絞られたような気がした。

　たとえイギリスにいても、自分は一朱から逃れられない。

　一朱の吐き出す糸は、常に自分に絡みついている。

　そんな風に思っていた。

　年頃になると、クラスメイトたちは恋の話に興きようじることが多くなった。

　けど、彼女たちが頰を染めて夢中で語り合っているのを見るたび、月夜子の頭には一朱の湿り気のある、しんなりした笑みが浮かぶ。

　わたしには、みんなのように恋することは許されない。

　将来は日本に戻って、一朱さんと結婚するしかないんだから。

　一生、恋なんてできない。

　この頃から、月夜子はイギリスへ踊りの修行にきていた君きみ影かげ流りゆうの師し範はん代だいに、師し事じするようになっていた。

　礼儀作法を学ぶためだったが、踊ること自体がだんだん好きになっていった。

　それでも、恋や愛を題材にした踊りを踊っていると、胸がふさがったり、暗い顔になったりして、手足の動きもぎくしゃくしてしまう。

「月夜子さんの踊りには、〝色〟がないわ。恋をすれば踊りかたも変わるんじゃないかしら」

　先生は、軽い気持ちでそう言ったのだろう。

　けど、月夜子は胸が裂さけそうになった。

　わたしの人生には、最初から恋なんてないのに。

　未来はただただ暗いだけで、恋の踊りを踊るのが、ますます辛つらく苦しくなってゆく。

　そんなとき、春休みで日本に帰省し、夜の園遊会で葵を見かけたのだ。

　子供の頃に、一、二度、遠くから見かけたことはあったが、成長した姿を見るのははじめてだった。

　一朱が賞しよう賛さんを惜おしまない黒髪は、小さな白い顔を上品に縁ふち取どり、華きや奢しやな肩から小さな胸、ほっそりした腰へさらさらと流れ落ち、葵が動くたびに涼しく揺れた。

　目も鼻も唇も、お人形のように愛らしく可か憐れんで、葵を見つめる周囲の大人たちの目も、とろけそうに優しかった。

「うちの葵は、昔からヒカルくんのことが大好きでね。どうしてもヒカルくんでなければ嫌だと駄だ々だをこねるので、仕方がない」

　父親の言葉に眉まゆをキッと上げて、

「そ、そんなこと言ってませんっ。ヒカルなんて浮気者で不ふ誠せい実じつで、すぐに綺麗な女性のかたにふらふらして、大嫌いですっ」

　と、反論していた。

　そう言いながら、

「わたしが婚約を解消したら、ヒカルはますます女ったらしになってしまうから、仕方なく婚約してあげているんです」

　と、真っ赤な顔で言い訳する様子から、婚約者のことが好きでたまらないことが伝わってきて、月夜子はそれ以上、葵を見ていることができなかった。

　葵がうらやましい！

　婚約者に恋をしている葵がうらやましい！　それを周りから祝福されている葵がうらやましい！

　全身がひりひりして、涙が込み上げて、喉が裂けそうだった。

　胸が捻ねじれるように痛くて、苦しくて、人ひと気けのない暗いほうへ逃げるように進んでいって、花のついていない桜の木が一本だけぽつんと月に照らされているのを見て、こらえていた感情があふれてきた。

　わたしは、この木と同じなんだ。

　誰にも気にかけてもらえず、花を咲かせることもないまま、忘れ去られている。

　けど──けど、わたしも本当は、恋がしたいっ。

　涙がこぼれそうで、顔を上へ向けて、木の枝の間に浮かぶ月を見上げると、朧おぼろに霞かすむ月があまりに高くて遠くて、芽すら出ていないごつごつした木の枝も素そっ気けなくて淋しくて──余計に涙が込み上げてきて、月も霞んで揺れた。




　恋がしたい。




　一度でいい、恋がしたい。




　誰かの大切な人になりたい。息がつまるほど、激しく愛し愛されたい。




　あの月が、美しい青年の姿になって降りてくればいいのに。わたしを抱きしめてくれればいいのに。そうしたらもう、その瞬間命なんてなくなったってかまわないのに。

　涙で掠かすれる声で、踊りで習った歌を口ずさむ。

「神ならば……ゆららさららと……降りたまへ……いかなる神か……もの恥ぢはする」

　空の神様。どうして、わたしのところへは降りてきてくれないのですか。

　わたしが、赤錆色の髪の、醜い娘だからですか。

　いくら願っても、物語みたいなことなんておこりっこない！

　そのとき、桜の枝がかすかにざわめいて、幹の向こうからほっそりした綺麗な男の子が、あわあわとした月の光に包まれて、現れたのだ。

「今の、『梁りよう塵じん秘ひ抄しよう』だね。未み熟じゆくな巫み女こが神様に、恥ずかしがらずに早く降りてきてくださいって、お願いしている歌だ。きみは、どんな神様を呼んでいたの？」

　ふくよかな甘い声で、尋ねた。

　その声が一朱に似ていることに、動どう揺ようした。

　同時に、みんなが語っていた一朱の腹違いの弟のことを思い出した。

　声は一朱にそっくりだけど、一朱よりずっと美しく、澄んだ瞳をしていて、女性を惹ひきつけずにはおかない華やかな魅み力りよくにあふれた、浮気な少年なのだと。




　帝門みかどヒカル──！　この子が!?




　あれが──出会いだった。

　ヒカルは、花を見ていたのだと言った。花なんて咲いていないという月夜子に、これから咲くんだよと答え、月夜子の髪を、紅の枝垂れ桜のように美しいと賞賛してくれた。

　あのときから、すべてが変わったように思えた。

　紅い髪が胸の下まで伸びた頃には、月夜子はもうその髪をみっともない赤錆色の髪だと隠すことはしなかった。

　体を縛しばっていた糸が切れたように、手足が自由に動くようになり、踊りも先生が驚きよう嘆たんするほどの上達を見せ、月夜子を見る周りの目も変わった。




　ヒカルが、変えてくれた。




　ヒカルが、月夜子を咲かせてくれた。




　だからヒカルがいるかぎり、怖いものなんてなかった。どんな大胆なことでもやってのけられた。

　なのに、ヒカルは死んでしまった。

　月に雲がおおいかぶさるように、月夜子を照らす光も消きえ失うせた。

　そうして、茫ぼう然ぜんとする月夜子に、あの蜘蛛が──六条が、ささやいたのだ。




　──婚約を破は棄きすると言ったのは母で、ぼくは了りよう承しようした覚えはないよ。けど、葵ちゃんが手に入るなら、ヒカルの手て垢あかがついた赤錆色の月夜子ちゃんはいらないから、月夜子ちゃんはぼくに協力をするといいよ。あの赤城是光とかいう薄汚い犬を誘ゆう惑わくして、葵ちゃんから引き離すんだ。そういうの、非処女の月夜子ちゃんなら得とく意いでしょう。




　全身の血が凍りつくような気がして、急に体が動かなくなって──。

　それまで六条の支配から脱することができたと思っていたのは誤あやまりで、今もなお自分はこの蜘蛛の糸に囚とらわれているのだと、動かない指先が、言葉を発することができない喉が、そらすことのできない瞳が教え、月夜子は再び暗黒の世界に突き落とされたのだった。

　是光に接近し、園遊会で葵の前でわざとキスした。

　一朱に求められるまま制服を脱ぎ、渡した。戻ってきた制服は、くすんだ甘い香の匂においが染みついていて、気持ち悪くて水で何度もこすった。

　是光と熱帯植物園へ行った日も、蜘蛛を見て、一朱に部室で服を脱いで待っているように言われたことを思い出してしまった。

　ヒカルの肖像画を手に入れて、ご満まん悦えつで返して寄よ越こした制服は、やっぱりくすんだ匂いがして、それを着たままプールのシャワー室で、冷たい水を浴びながら泣いた。そうして、こんな自分を心配してくれた是光に、何度も謝あやまった。

　ごめんなさい、赤城くん。ごめんなさい、と。

　一朱の葵への執しゆう着ちやくは、普通ではない。




　──ぼくは、ヒカルの最愛のものが欲しい。




　妖あやしい目でささやく一朱の姿は、人であって人ではない、蜘蛛の化身そのもので、葵がどんな目にあわされるのか想像するだけで、息が止まりそうだった。

　葵まで、一朱の手に堕おとすわけにはいかない！

　けど、一朱が怖い。

　一朱に、逆らえない。

　誰かに、一朱の企たくらみに気づいてほしかった。

　是光の携帯で葵にメールを送り、葵から返信のメールがきたとき、葵のメールだけを消して、こちらから送ったメールを残しておいたのは、賭かけだった。

　葵が、一朱との先約を断って、是光と出かけることになって、一朱はかつてないほど怒り狂っていた。




　──許せないよねぇぇぇ、三の宮！　あんな赤毛の野良犬が、葵ちゃんとデートするだなんて！




　──葵ちゃんも尻軽だよ。ヒカルが死んだばかりだっていうのに、他の男になびくなんてさ。




　──しかも、また子供の頃みたいに、ぼくをないがしろにするんだ。




　──葵ちゃんはヒカルの最愛で、可愛くて小さくて黒髪で特別だから、優しくしてあげたのに。本当に憎たらしいよ、三の宮。




　──葵ちゃんは、教育が必要かもしれないねぇぇぇ。




　──大丈夫、ひどいことはしないよ。葵ちゃんはヒカルの最愛だもの。綺麗な箱に入れて、大切に世せ話わをしてあげるだけだよぉ。大学を卒業するまでなんて待てないから、すぐにぼくのお嫁さんになってもらおう。楽しみだねぇ、三の宮。




　妖しい微笑みを浮かべて、ペットのカメレオンが入ったケージを、べたべたさわりまくり、頰ずりする異様な姿に、何度も悲鳴を飲み込んだ。

　両親や朝衣に守られ、純じゆん粋すい培ばい養ように育った葵が、この恐怖に耐えられるだろうか。

　葵は一朱に弄もてあそばれ、滅め茶ちや苦く茶ちやにされてしまうのではないか。ヒカルの一番大切な花は、一朱に摘つみとられ、踏ふみにじられてしまうのではないか。

　──お願い、赤城くん、気づいて。

　これ以上是光を巻き込んではいけないと、自分に言い聞かせながら、是光が真剣な目で、『センパイ』と呼びかけてくれるものだから、つい助けを求めたくなってしまって、必死で願った。

　是光は来てくれた。

　六条への恐怖に凝こり固かたまった月夜子から、言葉を引き出し葵を救出してくれた。

　よかった。

　ヒカルが最後に選んだ女の子が、六条の餌え食じきにならずにすんで。

　本当によかった。

　せめて葵だけは、ヒカルが愛した清せい浄じような白い花のままでいてほしい。

（でも、わたしはまだ、六条に囚とらわれたままだ）

　指の震えを止めようとしても、止まらない。

　体が、ねばついた糸で地面に縛りつけられているみたいに重い。

　一朱のことを──六条のことを考えずにいられない。

　耳の奥から、赤錆色の髪がみっともないね、と、ささやく甘い声が消えない。

（ヒカル……どうして死んでしまったの。あなたがいないと、やっぱりわたしはダメ。こんなにも弱くなってしまう。赤錆色の髪の小娘に戻ってしまう）

　舞台で踊るときは、いつもヒカルがおまじないをしてくれた。

　月夜子の手を優しくとって、ほっそりした白い指先で、月夜子の手のひらに丸い月を描かくのだ。




　──さぁ、これで大丈夫。月は雲に隠れたりしない。きみの上で明るく輝いているよ。




　やわらかな笑顔。

　耳に心地ここちよく染みこんでゆく、甘く優しい声。

　その言葉通り、ヒカルはいつも客席にいて、踊る月夜子を明るく照らしてくれた。

　誰より一番、月夜子を讃たたえてくれた。

（生きていてくれればよかったのよ……ヒカル。ただそれだけで……あなたが他の誰を深く愛しても……）

　ヒカルがいない世界は真っ暗で淋しくて、踊れない。

　同門の女の子が、もう出番です、急いでくださいと月夜子を呼びに来た。

　のろのろと立ち上がり、舞台へ向かう。

　袖そでから見るそこは、ライトが当たって明るい。おそろいの黄色の着物をまとった年少の女の子たちが、菜の花に扮ふんして可愛らしく舞っている。

　なのに月夜子には、そこが月のない闇夜のように暗く見えて、手足がすくんだ。

（怖い）

　闇の中から、蜘蛛が這い出てくる。

　一匹だけではなく、無数に。

　それが、舞台の上をかさこそと這っている。

（ヒカル、助けて。ヒカル）

　踊れない。

　わたしは踊れない。

「月夜子さん、出てください！」

　声をかけられ、ハッとする。

　この曲の一小節の終わりに、踊りながら登場するはずだったのに、タイミングが完全に遅れてしまった。

　慌あわてて、舞台へ踏み出す。

（どうしよう、足がうまく動かない。手もぎくしゃくしている。音がよく聞こえない）

　焦あせれば焦るほど、体が重くなる。

　指先の震えはまだ止まらない。

　二階まである客席は、ぎっしり埋まっている。

　けど、あそこにヒカルはいない。

　舞台を照らす優しい月は、もう昇らない！

　そのとき──二階の客席の奥のドアが開いて、一人の少年が飛び込んできた。

　よほど急いできたのだろう。

　猫背ぎみの肩を、苦しそうに上下させている。

　先が尖とがった赤い髪が、ばらばらに乱れている。




（あれは……）




　月夜子の目が少年を追う。

　少年は通路を早足で進み、バルコニーのぎりぎり手前まで来ると、そこから舞台に立ちつくしている月夜子に向かって、右腕を高々と上げた。




（赤城くん……）




　頰を引きつらせ口元をむっと閉じた顔が、あざやかに頭に浮かぶ。

　ばさばさの赤い髪の、鋭い目の──ぶっきらぼうで、正直で、まっすぐな、ヒカルの友達。




　──開演までに戻る。




　そう言って、矢のように走っていったこと。




　──舞台、必ず俺も見に行くから。




　不ぶ器き用ような口調で、告げたこと。

　その少年が、天に向かって突き上げた右手を、筆を持つような形に握り、大きくゆっくりと回す。

　客席に、丸い月を描えがく。




　──明日一番、客を感動させるのは、センパイだ。




　──ヒカルの代わりに、俺が客席で目んたま開いて見てるからっ！




　雲の隙間から澄んだ月の光が、静かにこぼれるように、黒で塗り込められた暗い空間に優しい光が生まれる。

　月夜子の心にも、かすかな明かりが射し込む。

　ヒカルとは顔も性格も全然似ていない、ヒカルの友達が──ヒカルの代わりに、月を描かいてくれた。

　夜の空に浮かぶ、あわあわと輝く朧な月──！

　体がふっと軽くなり、月夜子は自然に踊り出していた。




（ああ……踊っているわ）




（赤城くん）




（わたし、踊れている）




　月の夜、桜の花びらに誘われて、野に出た村の少女。

　ひらひらと舞い落ちる桜の花びらを、楽しそうに手のひらで受け止める。

　まだ恋を知らない無む垢くな少女。

　そんな少女の前に、都みやこから来た業なり平ひらが現れる。

　優しい眼差しの風流な貴公子に、たちまち夢中になってしまう少女。

　はじめての恋に酔いしれるように、ゆっくりと舞い続ける。

　床をすべるように、動くつま先。

　やわらかにしなる腕。

　恥じらうように、傾かたむく首、肩。

　着物の襟えり元もとをちょっとつかんでみせる爪の先にまで、やわらかで清浄な月の光が満ちている。

　恋を知ったことが、嬉うれしくてたまらない。

　この美しい気高い人を好きになったことが、嬉しくてたまらない。

　幸せでたまらない。

　そんな晴れやかな明るい気持ちで、客席に向かって微笑む。




　月を見上げる瞳──。




　その先に立っているのは、ヒカルの約束をはたしに来てくれた、少年。

　真ま面じ目めでひたむきな彼の上に、優しく微笑むヒカルの姿が朧に浮かび、ふくよかな甘い声が、耳の奥で聞こえた。




　──ねぇ月夜子。きっと大勢の人たちが、遠くからきみを見に来るよ。花が舞う様子に、枝が揺れる様子に、きみの一いつ挙きよ一動に見とれて、幸せな溜息をつくんだ。きみは花園で一番美しい花だ。




（ヒカル、あなたが、わたしの家に訪ねてきてくれたとき、嬉しかった）




（怖いことなんてなにもないんだよって、優しく手を握ってくれて、嬉しかった）




（わたしの髪を褒ほめてくれて、嬉しかった。踊るわたしを、必ず客席から見ていて、一番に讃えると約束してくれて、嬉しかった）




（あなたが、わたしの手のひらに月を描いてくれるたび、わたしは嬉しくてときめいた。勇ゆう敢かんになれた。誰より一番美しく舞うことができた）




　花のない淋しい木をそっと抱きしめ、いつか花は咲くのだと、きらきらした声でささやいた、清らかな月。あの月は、今も月夜子を照らしている。

　絶えることのない澄んだ光を、月夜子の上に注そそいでいる。

　ヒカルの友達が、教えてくれた。

　ヒカルとの約束は、続いているのだと──。





　　　　◇　◇　◇






　ヒカルの〝花〟を、是光はバルコニー前に立ったまま、見つめている。

　可憐に腕をしならせ、手をゆらめかし、唇をほころばせて恥じらってみせる様子は、まるで十四、五歳の純情な少女のようで、引き込まれて目が離せない。

（センパイ、すっげー綺麗だ！）

　ヒカルも是光の隣となりで、踊る月夜子を見て、澄んだ瞳をうっとりと細めている。

　そうして、誇ほこらしげに言った。

「見て、是光。あれがぼくの花園で一番美しい、紅の枝垂れ桜だよ」





　　　　◇　◇　◇






（そう、わたしがヒカルとの約束を覚えているかぎり、月はわたしの上で、永遠に輝いている）

　手をひとつかざすごとに、首をひとつ傾けるごとに、足をひとつ踏み出すごとに、ヒカルのことを思い出す。

　ヒカルがくれた幸福を。

　ヒカルがくれた愛情を。




　──花なんて、咲いてないわ。




　──これから咲くんだよ。この枝いっぱいに、一番美しい桜の花がね。その花を見ていたんだ。ああ、綺麗だろうな、楽しみだなぁって。




　──きみの髪。とても綺麗な紅あかだね。きっと伸ばしたら、紅くれないの枝垂れ桜のようになるよ。見てみたいな。




　月夜子はヒカルの最愛ではない。

　けど、そんなこと、どうでもいい。

　確かなのは、ヒカルが月夜子を愛してくれたこと。

　出会ったあの夜、恋がしたいと胸が焼きつきそうなほど願った月夜子の望みを、ヒカルは叶かなえてくれた。

（そうよ、わたしはあの空に浮かぶ月と、愛し合ったのよ）

　そんな恋を、一体、何人の女の子がしたというの。

　あんなときめきを、目め眩まいを、歓よろこびを、他の誰が味わわせてくれたというの。

（そして今、わたしが舞うこのときだけ──月よ、もう一度わたしのもとへ降りてきて）

　客席に浮かぶ朧な月を見上げ、臆おく病びように哀あい願がんするのではなく、あでやかに微笑み、呼びかける。

　薄紅色の扇を開き、顔の前でゆらりとひらめかせる。

　春の精霊たちが舞い踊りながら、月夜子の背後から月夜子に新しい衣装を着せ、かつらをはずす。

　村娘の素そ朴ぼくな装よそおいの代わりに、桜の花を一面に散らした、裾の長い豪ごう華かな金と紅の衣装が出現し、結い上げた髪がほどけ、色づいた桜のように赤く染まり、胸に、背中に、艶つやめきながら、なだれ落ちる。

　平凡な村娘が、春の女王である桜の精に変へん化げする。

　客席から大きな溜息がこぼれ、賞賛の眼差しが月夜子の全身に降り注いだ。

　その瞬間、月は月夜子の中へ、ゆららさららと降りてくる。

　ヒカルが、月夜子の中へ降りてくる。

　月夜子の中で微笑み、月夜子の中でささやき、月夜子の中で息をする。




　──枝垂れ桜の花言葉はね、優美な人っていうんだよ。




　──月夜子に、ぴったりだ。















　心が震えるような甘美な感覚を、幸福な痛みを、体の隅々にまで感じながら、月夜子はそれをしっかりと抱きしめた。

（たとえ神様が、もっと優しい平淡な運命を用意してくれたとしても、わたしはそれを拒こばむわ）

（葵さんとだって、運命を入れ替えたいとは思わない）

　淋しさや痛みに胸を切り裂かれることが、この先もあるだろう。

　ヒカルが恋しくて、一人月を見上げて泣いてしまうことも。

　けど、人前では涙をぬぐって綺麗に笑ってみせる。

　わたしは、花園の中で一番美しい、誇り高い花なのだから。

　これからもずっと、そんな花でいる。

　その美しさを──優ゆう雅がさを、誰もが讃えずにいられない、はるか遠くの地にまであでやかな姿がとどろくような。花を咲かせた主あるじの名前までが褒め讃えられるような。そんな美しい──不ふ可か侵しんの花になるわ！

　もうじき、月夜子の出番は終わる。

　月の光は薄れ、月夜子の中からヒカルも去ってゆく。

　淋しくて、淋しくて、たまらない。胸がしめつけられる。

　それでも、もう月夜子は月を隠す雲も、暗闇も恐れない。

　厚くたれこめた雲の向こうに、月はいつでも輝いていることを知っているから。




「さようならヒカル。いつまでも愛しているわ」




　蕾つぼみすらなかった木に、満開の紅の花を咲かせてくれた少年に、涙でぼやける目でささやく。




「ぼくもだよ、月夜子」




　幕が落ちきる前に、優しいお別れの言葉が聞こえたような気がした。





　　　　◇　◇　◇






　約束を守るのはとても難しいことだね、是光。

　約束をしたときの気持ちはどれも本当で、ぼくはそれが叶えられることを信じていた。

　約束をする瞬間は、いつも相手と心が繫つながるような気がして、女の子たちは恥ずかしそうに嬉しそうに微笑んでくれるから、その神聖で甘い幸せな感覚がとても好きだった。

　けど、叶えられるはずの約束が、叶えられなくなることもあるんだね。

　えっ？　おまえは、約束しすぎだって。

　なんでもかんでも約束してんじゃない、おまえの約束を叶えなきゃいけない俺の身にもなってみろって。

　そうだね、きみには苦労ばかりかけるよ。

　今回は特にそうだったね。

　月夜子のことだけじゃなくて、葵さんのことも一朱さんのことも、ぼくには想定外で、動いていないはずの心臓が何度も破けそうになったよ。葵さんになにかあったら、ぼくは後こう悔かいで、一生成じよう仏ぶつなんてできなかっただろう。葵さんが無事で、本当によかった。

　そのあとも、きみは必死で月夜子のところへ駆けつけてくれた。あんな電車もバスもろくに通ってないところに置いてゆかれて、ヒッチハイクをしようとしても、きみがたった今人を殺してきたみたいな怖い顔をしているものだから、全然止まってくれなくて、トラックの前に飛び出して、無理矢理止めたときは、きみをはじめて見た日のことを思い出してしまったよ。

　あのときと同じように、きみは自分のことなんて、これっぽっちも考えずに他人のために、必死に突き進んでいたね。




　是光。

　ぼくは、月夜子との約束を、はたすことができたんだろうか。




　その答えは、あの舞台にあったような気がするよ。

　きみが真剣な目をして、バルコニーから大きな月を描いてみせたあと、月夜子は急に生き生きとして、あでやかに舞いはじめたじゃないか。

　あれは、きみがぼくの代わりに、月夜子に月をあげたからだよ。

　それも、ぼくよりも大きな──永遠に輝き続ける月をね。

　月夜子は、ぼくの〝誇り〟だった。

　月夜子のあでやかな微笑みに、生き生きときらめく瞳に、優雅な手の動きに、大胆になだれ落ち揺れ動く紅の髪に、ぼくはいつも魅みせられていたよ。

　踊る月夜子を見ているだけで、こちらまで背筋がすっと伸びて、魂たましいが宙に浮き立つようだった。

　あんなに綺麗な女の子はいない！

　はじめて会ったとき、恋を必死に求めていた臆病な女の子が、本当になんて美しく花開いたのだろう。

　葵さんと運命を入れ替えるつもりはないと微笑みながら断言した月夜子を、心から誇らしく思った。

　月夜子は、自分と他人を比べたりしない。

　他人の持っているものを、羨うらやんだりしない。

　自由であることのリスクも痛みもすべて受け止めて、朗ほがらかに前を見つめている。

　ぼくは、たまに運命を呪いたくなることがあって、そうしたとき、自分の小ささや無力さに絶望して、暗い迷路をうろうろしてしまう。

　ぼくは、生まれてきてよかったのだろうか。はじまりから間違っていたんじゃないだろうか。そんな風にネガティブに考えてしまうことがね。

　けど、紅の枝垂れ桜みたいに誇らかな月夜子を見ていると、ぼくも前へ進まなきゃって思えた。

　日舞研究会の部室で月夜子と内ない緒しよ話ばなしをしたり、抱きしめあったり、キスをしたり、とても楽しかった。怖いこともいけないことも、二人でたくさんしたよ。

　最高の恋人だった。

　共犯者だった。

　月夜子は、ぼくと出会って変わったと言ってくれたけど、月夜子の強さは、月夜子が自分自身の努力で勝ち得たものなんだよ。

　だから、ぼくの死で失われたりしない。

　踊り続ければ、月夜子もきっと、それに気づくときがくるはずだ。

　そうして、みんなが月夜子を見るために、遠くからでも足を運ぶだろう。紅の枝垂れ桜が枝を揺らし、花びらをまき散らす様子に、感かん嘆たんしたり勇気づけられたりするだろう。月夜子の美しさを讃え、広めるだろう。




　できればきみのことは、ぼくが生きているうちに、ぼく自身の口から月夜子に紹介したかったよ、是光。

　ぼくの自じ慢まんの友達を、ぼくの自慢の恋人にね。

　月夜子ときみは、案外気が合うんじゃないかと思うんだ。大胆なところや、他人の評価に惑まどわされない強さや、大事なものに一いち途ずなところが。

　月夜子はころころとよく笑う人だから、一緒にいたらきみもつられて、笑えるようになるかもしれないよ。

　そうだったらいい。

　それで、ぼくがいなくなったあと、ときどきは、月夜子とぼくの話をして、ぼくのことを思い出してくれたら嬉しい。

　ぼくは、この先も踊る月夜子を見ているよ。どこにいても、どこからでも、月夜子に拍はく手しゆを送るよ。




　今はこの地上で。




　いつかは、空の彼方かなたで。




　ぼくの愛するきみたちが、笑いながら毎日を過ごしていてくれたら、ぼくは一人で宇宙をただようときも、心が爽さわやかな歓びで満ちるだろう。

　淋しさにも耐えられるだろう。













　一学期の最終日に、是これ光みつは日にち舞ぶ研究会の入部届を月つ夜や子こに提出した。

　正確には、提出させられた。

「よろしくお願いしまーす、月夜子先せん輩ぱい」

　隣となりで帆ほの夏かが、上じよう機き嫌げんで挨あい拶さつをする。

　もともとつり目がちで、むっつりしているように見えることが多い帆夏だが、今は頰ほおも口もゆるんでいて、笑顔全開である。

　終業式の間も、ずっとにこにこしていた。

「ほら、赤あか城ぎ、あんたもちゃんと挨拶して。これから正式な部員としてお世せ話わになるんだから」

　そう言って、是光の頭を後ろからぐいっと押して、お辞じ儀ぎをさせる。

「つか、なんで俺まで入部しなきゃなんねーんだ」

「もう、今さらぐちぐち言わないの。あたしとみちるも入部届出したんだから、あんたも観かん念ねんしなさい」

「わ、わたし……クラスの仕事とか委員会とかあって、あまり来られないかもしれないけど、でも、ほのちゃんも入部するっていうし……えっと、赤城くんも、部活をしたほうが、内ない申しん点てんもよくなると……思うの」

　お下げの級長が、おずおずと言う。

「ヤンキーの赤城くんを受け入れてくれる奇き特とくな部なんて、他にないし……これが更こう生せいする最後のチャンスだよ」

「俺はヤンキーじゃねぇ！　おまえ、なにげにひでぇぞ」

　是光がわめくと、みちるはびくっとして帆夏の後ろに隠れた。

「もう、みちるに凄すごまないでよ。いいじゃない、赤城、暇ひまそうだし、この部室、居い心地ごこちいいし。放課後、ここに集まってにぎやかに過ごすのも案外悪くなかったって、赤城も言ってたじゃない」

　帆夏の言葉に、是光の顔がカッと熱くなる。

　確かに言った。

　あのときは、騒さわぎが一段落ついて、気がゆるんでいた。

　ヒカルの兄の一かず朱あきのことは今思い出してもムカツクし、葵あおいがまだ少し元気がないのは心配だ。

　けど、とりあえず、ヒカルの心残りを、またひとつはらすことができた。

　放課後、自分の机でぼんやりしていたら、帆夏から、

「今日は、部室に行かないの？」

　と尋たずねられて、

「ああ、もともとセンパイの問題が解決するまでの、仮入部だったからな……けど、あそこもそう悪くなかった。てか、やることがなくなって、ちょっと淋しい感じだな」

　つい、しんみりつぶやいてしまったのがマズかった。

「それなら、正式な部員になればいいじゃない。あたしも入部届を出そうと思ってたとこだったんだ。赤城の分も一緒にもらってきてあげる！」

　と帆夏が急に張り切りだした。

「俺はいいから、おまえ、自分の分だけにしろよ」

　と焦あせって言うと、

「ダメっ、あ、赤城がいなきゃ……意味ないもの」

　唇くちびるを尖とがらせて、目の下を染めた顔で睨にらまれて、なんだか腹の奥がむず痒がゆくなって、言葉が出なくなってしまい、結果、帆夏がもらってきた入部届を、丁てい寧ねいな字で埋うめるはめになったのだった。

（男の俺がこのツラで、内申書に『日舞研究会所しよ属ぞく』って書いてあるのは、イメージアップになるのか？　ドン引きされそうな気がするんだが……）

　口をへの字に曲げて唸うなっていたら、横に浮かんでいたヒカルが、

「女の子が三人もいて、男子が是光一人なんてハーレムみたいだね」

　と、爽さわやかに言った。

「っっ！　誰がハーレムだ！」

　思わず叫んでしまう。

　とたんに帆夏が眉まゆをつりあげ赤くなり、

「は、ハーレムって──赤城、そんなこと考えてたの！　バカ！　すけべ！」

　尻を蹴けられ、みちるからも、

「わ、わわわわわわたしは、ダメだよっ。わたしの好みは白馬の王子様だから、怪かい獣じゆう系とかケモノ系はちょっと」

　と引かれる。

「ちが！　今のは──」

　慌あわてて反論しかけたら、朗ほがらかな声が響ひびいた。

「いいじゃない。赤城くんのハーレムで」

　ゆったりした微笑ほほえみを浮かべて是光たちのやりとりを見守っていた月夜子が、とんでもないことを言ってのける。

　目をむく帆夏に、ウインクしながら、

「恋は、競きよう争そう相手がいたほうが燃えるものよ。わたしも参戦しちゃおうかしら」

　と、また問題発言をする。

「い、いけませんっ！　月夜子先輩が、あ、ああああ赤城なんて！」

「そうだ！　なに言ってんだ、センパイ！」

「はわわわ、赤城くんが、モテてる？」

　それぞれに焦る後輩たちを、楽しそうに見つめて、

「あら、赤城くんは、この先すごくイイ男になるわよ。今のうち、ツバをつけておくのは有りだと思うわ」

　さらに爆ばく弾だんを投げ込む月夜子。

　完全に楽しんでいる。

「ぼくも月夜子に同感だけど、是光は今でもぼくにとってはじゅうぶんイイ男で、ヒーローだよ」

　ヒカルもまた、笑顔で会話に加わってくる。

　ヒカルは、月夜子と是光は似た部分があると言っていたが、とんでもない！

（センパイは、おまえにそっくりだぜ！　ヒカル！）

　そんな先輩が部長を務めている会に入部してしまったことが、いっそう不安になる是光の腕を、帆夏がぐいっと引っ張って、横から頰を近づけ小声でささやいた。

「は、ハーレムなんて、赤城のくせにダメだからね……っ。これはあんたのヘリオトロープとしての責任からの忠告で──」

　真剣な目つきで、こそこそ念を押すのを見ていたら、こちらも神しん妙みような気持ちになってしまって……。

（こいつには、いつも心配かけてるし、助けてもらってるな）

　それをあたりまえだと思い慣なれてしまっては、きっといけないのだ。

　だから、

「式しき部ぶ、俺は忘れてねーよ」

　低い声で言った。

「え」

「おまえが俺を好きって言ったこと」

　帆夏から向けられる気持ちに、今も戸と惑まどいはある。

　けど、あの日、屋おく上じようで不ぶ器き用ように告げられた言葉を後悔させないように、是光なりに誠せい実じつに向き合っていけたらと思う。

　帆夏が絶句し、そのあと沸ふつ騰とうしたヤカンのようにどんどん赤くなり、是光から大きく飛とび退のいた。

「い、いやあああああ、忘れてー！」

　半泣きで頭を抱かかえて、しゃがみ込んでしまった。

「あらあら、女の子の顔をこんなに真っ赤に染めちゃうなんて、赤城くんはどんな素す敵てきな口く説どき文句をささやいたのかしら」

「口説いてねー！」

「是光、やっぱりきみ、スキルが上がってるよ。この先が心配だよ」

　月夜子とヒカルにからかわれ、みちるに目を丸くされ、帆夏に、「バカバカバカ、もー、信じられない」と、じたばたされて、こんなにぎやかな空間の真ん中に、自分が今立っていることが不ふ思し議ぎで、胸がむず痒いけれど悪くない感覚で。

　これからも、放課後この場所で彼女たちと、こんな風に過ごしてゆくのかと考えたとき、やわらかに微笑むヒカルを見て、ふいに心にすーっと寒い風が吹き込んだ。




　──ヒカルが亡くなって、あなたは淋しかった？




　あのとき、答えられなかった問い。

　今、ヒカルが、自分の目の前からいなくなったら。

　それを思うと、体の深い部分がシンと静まり返る。

　ああ、そのときが来たら、俺はきっと淋しくて淋しくてたまらないだろう。

　体の一部を、そっくり持ってゆかれるような、なんともいえない切ない気持ちになるだろう。

　それでも、出会ったということの中に、それをおぎなってあまるものが、きっとあるはずだから。

　今このときは、こいつと一緒にいよう。

　一緒に楽しもう。話をしよう、歓よろこびあおう。

　是光にいろんな出会いや感情をくれた、この浮気者ではた迷めい惑わくな友人が、地球にいる間は──。





　　　　◇　◇　◇






「今回も赤城氏は、大だい活かつ躍やくだったそうですね」

「……」

　まとわりついてくるひいなを無視して、朝あさ衣いは人通りの途と絶だえた静かな廊ろう下かを進んでゆく。

「会長も、そろそろ赤城氏のこと、認めてもいいかもって気持ちになりかけてません？」

「……ありえないわ」

　そう、ありえない。

　月夜子が勝手に設立した日舞研究会に、どうやら正式に入部したらしいことも……。

　どういう事情があれ、一朱に従い葵を窮きゆう地ちに追い込んだ月夜子に、朝衣は同情する気はない。

　葵は今も、あのときのことを思い出して、ときおり身み震ぶるいをする。またそれ以上に、自分の無力さにもショックを受け、悩んでいるようだった。

　葵を溺でき愛あいしている頭とう条じようも、どうやって今回の一件を知ったのか、一朱に対して激怒している。

　そうして、朝衣に言ったのだった。




　──一朱は総そう帥すいの器うつわではないと思っていたが、母親の傀かい儡らいでいるよりさらにタチが悪いモンスターだったとはな。頭条は〝薔ば薇ら〟ではなく〝藤〟につく。




　──手を組まないか？　朝衣。きみの目的と俺の目的は、そう変わらないはずだ。




　ひいなをあしらいながら、朝衣は考えに沈む。

　表情がどんどん硬く険けわしくなってゆく。

　頭条との共きよう闘とうは、朝衣的にもメリットはある。

　一朱もまた葵に手を出してこないともかぎらないし、徹てつ底てい的てきに叩たたき潰つぶしておく必要がある。

　ただ……。

　一朱は思い違いをしている。

　葵にとって残ざん酷こくな事実。

　葵は、ヒカルの〝最愛〟ではない──。





　　　　◇　◇　◇






「野や蛮ばんな男だったねぇ、三の宮」

　ふくよかな甘い声で、一朱はケージの中のカメレオンに話しかける。

　無む機き質しつな目をした翠の鱗うろこの爬は虫ちゆう類るいが、一朱が与えた昼食の羽虫を、長い舌で巻き取り口へ運ぶ様子をうっとりと目を細めて眺ながめる。

「ぼくの顔を殴なぐるなんて、許せないよ」

　目の下と鼻はなの周りに、まだ痣あざが残っている。上唇の内側も切れており、なにか食べたり飲んだりするたび、ぴりりとした。

　そのたび、あの赤い髪をした鋭い目の少年への恨うらみを積み重ねてゆく。

「あいつ、いつかぼくの足元に跪ひざまずかせてやる」

　ケージから離れ、香こう炉ろに火を点ともす。

「その日が楽しみだよ、三の宮」

　白い煙が流れ、くすんだ甘い薫かおりが部屋の中にただよう。

　それが、〝六ろく条じよう〟を呼び覚ます儀ぎ式しきのはじまり。

　全身を映す鏡の前に立ち、シャツとスラックスを赤いサマードレスに着替え、艶つややかな黒いかつらをかぶり、痣の上にコンシーラとファンデーションを丹たん念ねんに塗ぬり、粉をはたき、眉まゆを描き、まつげをカールさせ、口紅を引き、〝女〟になってゆく。

　鏡に映るのは、ほっそりした肢し体たいと長い黒髪の──蜘く蛛もの化け身しん。

　妖あやしく微笑みながらつぶやいた。

「ねぇ、ヒカル、あなたの花園のどの花よりも、わたしが一番綺き麗れいでしょう」











　あなたの〝最愛〟は、わたしのはずでしょう。

　だって、わたしは誰よりあなたの近しい者で、あなたによって傷を受け、あなたによって苦しみ、あなたによって運命を変えた。














　だから、あなたの〝最愛〟は──わたしなのよ。


















　ヒカルみたいに振り向くから、びっくりした──。




「えーっ、また出かけるのっ！」

　小こ晴はるが洗った皿を、乾いた布ふ巾きんでこしこし拭ふきながら紫し織おり子こは声を上げた。

「どこ？　どこへ行くの？　是これ光みつお兄ちゃん、なんか言ってた？」

「さぁね。学校の友達と約束でもしたんじゃねーか。この前も制服着て夜出かけたしな」

　あいつにやっと友達ができたんなら、めでたいことじゃないかと、是光そっくりのつり目と、への字にむっつり曲がった口で、是光の叔お母ばの小晴は言った。

　だけど紫織子は大いに不満だ。

（うぅぅ、天気がいいから、どっか連れてってって言おうと思ってたのにぃ。もっと早くから約束しとけばよかったよぉ～～～～。どうせ是光お兄ちゃんなんか友達いなくて、暇ひまだからって、油ゆ断だんしてたっ）

　友達って、まさか女の子じゃないよね？

（ううん、是光お兄ちゃんは、女の子にモテるタイプじゃないもん。顔つきヤンキーだし、言葉乱らん暴ぼうだし、態度デカイし、普通思ってても言わないこと、ずけずけ口にしちゃうし）

　はじめの頃は紫織子も、なんて腹の立つウザイやつなのかと思った。

　こんなやつが、ヒカルの友達だなんて信じられないと。

　けど、紫織子が本当に淋さびしかったり、辛つらかったりしたとき、是光は一いつ生しよう懸けん命めいに力になってくれた。

　唯ゆい一いつの家族だったおじいちゃんを亡くした紫織子を、〝妹〟にしてくれた。

　是光が久く世ぜに引き取られた紫織子を迎えに来てくれたときのことを、紫織子は絶対に一生忘れない。

　赤あか城ぎ家の人たちは、正まさ風かぜおじいちゃんも、小晴さんも、顔は怖くて、言葉もぶっきらぼうだけど、みんなさりげなく紫織子を気き遣づかってくれる。赤城家に住み着いているクールな白猫のこるりとも仲良くなった。赤城家へ来てから、まだそんなに経たっていないけれど、紫織子はこの家も住人も、大好きになっていた。

　是光のことは、特に大好きだ。




　──大きくなったら、ヒカルの代わりにあたしのバージンをもらってね。




　背伸びして耳元でささやいたら、是光は目をむいて、あたふたしていた。




　──しーこ、おまえなぁ、ああいうこと言うなよ。




　あとで、しかめっ面の是光に説せつ教きようをされた。




　──ああいうことって？




　と、可か愛わいらしくとぼけてみせると、真っ赤な顔で唸うなっていた。

　あまりストレートに迫ると、真ま面じ目めな是光に警けい戒かいされてしまうだろうから、〝約束〟のことは、しばらく胸に秘ひめておくことにする。

『是光お兄ちゃん』──と、紫織子が呼んでいるのには、それなりの考えがある。

『赤城』とか『是光』とか呼ぶ人は、他にもいるだろうけど、『お兄ちゃん』と呼ばれたことはないはずだ。だからこそ、『お兄ちゃん』──と呼ぶ紫織子は、是光にとって特別な女の子になれる。

　それに、お兄ちゃん、と呼ぶのは、胸がぽかぽかとあたたかくなって、気持ちがよかったから……。

　今は、そう呼ぶのもいいかなと思っている。

　そう、いずれは恋人になり、お嫁よめさんになるにしても、今は〝妹〟であることを、じゅうぶん楽しんでおきたい。そのほうが、是光との関係も深まるはずだ。

　けど、こんなに可愛い妹をほったらかしにして、是光はこの頃いつも忙いそがしそうにしている。

　部屋に一人でいるときも、ぶつぶつ独り言をつぶやきながら、頭を抱かかえて唸ったり、顔を赤くしてわめいたりしていて、紫織子が遊んでほしいと思って、無む邪じや気きに声をかけても、『あー、今取り込み中だから、あとでな』と、追いやられてしまうのだった。

　でも、今日こそは！　と気合いを入れていたのに。

（もし──もしも、女の子とデートだったら、許さないんだから）

　小晴の手伝いを終えて、こっそり是光の様子をうかがう。

　玄げん関かんでスニーカーの靴くつ紐ひもを結んでいるところへ、こるりを抱いて後ろから近づき、肩を落とし、しょんぼりした顔で言ってみた。

「是光お兄ちゃん、またお出かけしちゃうの？　今日は、お兄ちゃんとずっと一緒にいられると思ってたのに」

　目をうるうるとうるませる。

　噓うそ泣なきは大だい得とく意いだ。

　是光は弱っている様子で、「明日は遊んでやるから」と言った。

「でも……今日も一緒がいい。お出かけ、あたしもついてっちゃダメ……？　おとなしくしてるから」

「そ、それはダメだっ。明日はずっとしーこにつきあってやるから、今日はこるりと遊んでろ。じいさんと五目並べも楽しいぞ」

「……うん」

　内心、チッと舌打ちしながら、あくまでもしおらしく淋しげにうなずく。駄だ々だをこねて引き止めるのは、戦略的に正しくない。

　ここで是光の罪悪感をかきたてておけば、次の攻略は容よう易いになるだろう。

　とはいうものの、

（なんで、あたしを置いて出かけちゃうのよぉーっ！　是光お兄ちゃんのバカバカバカぁ）

　腹立ちはおさまらず、是光の背中に向かって思いきり顔をしかめて、歯を突き出して、いーっ！　としてやった。

　すると、是光が振り返ったのだった。




「！」




　紫織子は、呼吸が止まるほどびっくりした。

　ヒカルが生きていた頃、紫織子がこっそりアカンベーをしたり、中指を立てて唇くちびるを突き出していたりすると、ヒカルは絶妙のタイミングで振り返り、慌あわてる紫織子をにこにこ眺めていた。

　だからこのとき、是光がヒカルみたいに見えたのだ。

　金色に透すきとおる髪かみをさらりと揺らし、やわらかに微笑ほほえむヒカルの姿が、是光の上に、一瞬重なる。

　それが消えると、啞あ然ぜんとしている是光と目が合って、頰ほおがカァァァァッと熱くなった。

　どうして？　どうして、ヒカルみたいに振り返るの？　是光お兄ちゃんなんか鈍どん感かんで、女の子の気持ちなんかこれっぽっちもわかってないくせに。

　どうして、いきなりこっちを見るの！　あたしにも都つ合ごうってものが！

　目の奥まで火がついたみたいに熱くて、

「バカぁ！」

　と背中を向けて、自分の部屋まで突っ走ったのだった。

「あぁぁぁうぅぅぅぅ」

　部屋の隅に、こるりを抱えたまましゃがみ込み、足をぱたぱたさせる。

　是光お兄ちゃんのくせに、振り返るなんて、振り返るなんて、振り返るなんて。

　あんまりぎゅーぎゅーしめつけたものだから、こるりが嫌がって逃げ出す。

「うぅぅぅ、ま、負けないもん」

　そうだ、もうすぐ夏休みだもの。

　そしたら絶対、是光お兄ちゃんにこれまでの埋うめ合あわせをしてもらうんだから。

　紫織子は気持ちを切り替え、お気に入りの若草色のノートを膝ひざの上に広げ、空色のペンで、夏休みの計画を書かき綴つづっていった。

　是光お兄ちゃんと花火をする。是光お兄ちゃんとかき氷を食べる。是光お兄ちゃんと流ながし素そう麵めんをする。是光お兄ちゃんと朝顔が開くのを見る。是光お兄ちゃんとカブトムシを捕とりに行く。是光お兄ちゃんとラジオ体たい操そうへ行く。

「あとは……」

　そうそう、これも絶対にはずせない。

　にっこりと子供らしい無む邪じや気きな笑みを浮かべ、ノートの真ん中に大きく書いた。







『是光お兄ちゃんと、プールへ行く』
















あとがき






　こんにちは、野の村むら美み月づきです。

『ヒカルが地球にいたころ……』四巻目は、兄あに嫁よめの朧おぼろ月づき夜よさんでした！　『源氏物語』の『花はなの宴えん』での出会いのシーンは華やかであまやかで、ドキドキですよー。

　当時の読者だった貴族のお姫様たちも、光君と朧月夜の危険な恋の行方ゆくえに胸をときめかせたのでしょうね。兄の妃きさきとなることが決まっている、政敵の右大臣家のお姫様だなんて、紫むらさき式しき部ぶは女の子が憧あこがれるシチュエーションを突くのが本当にうまくて、毎度唸うならされます。

　朧月夜に関しては、訳本や源氏を題材にした創作物を読むと、人によって解かい釈しやくが違うところもおもしろいです。あでやかで奔ほん放ぽうな女性だったり、恋に恋するお姫様だったり。それぞれに素す敵てきです。

『ヒカル』の月つ夜や子こさんは、先せん輩ぱいキャラにしてみました。竹たけ岡おかさんのキャラデザが絶品で、表紙のラフ絵（色つき）をいただいたとき、あでやかさに溜ため息いきをついてしまいましたよ。お花は、平安時代は山桜が主流ですが、月夜子はやっぱりこっちかなと、枝し垂だれ桜にさせていただきました。私の故郷にも、樹じゆ齢れい千年を越える紅垂れ桜の大木が根をはっていて、春になると学校の友達や部活の先輩たちと電車に乗って、ピクニックがてら見に行っておりましたが、凜りんとした美しさに圧倒されます。

　今住んでいる場所も、春になると川沿いの桜並木がいっせいに花をつけて、花びらの渦にのみこまれそうです。昼間の桜も青空とのコントラストが素す晴ばらしいですが、闇やみの中でほのかに光る幻想的な夜の桜にも、心が震えてしまいます。

　日本人にとって、桜がこんなに特別なのは、きっと個人の記憶と結びつくからなのだろうと思います。

　生まれてきた中で今日が一番幸せ！　と川べりを浮かれ歩いた夜も、世界が終わったみたいな気持ちで涙ぐみながら歩いた真昼の雑ざつ踏とうにも、桜がひらひら散っていました。

〝朧月夜〟は作中では夏で、執筆していたのは昨年の秋なのですが、出版は春の終わりとなりました。北国にお住まいのかたは、桜の開花はまだこれからでしょうか。桜の花を楽しむように、私のこの本も、皆様のひとときの喜びや安らぎとなることができれば、これ以上ないほど幸せです。

『ヒカル』は、現在、ドラマＣＤを制作中です。内容はオリジナルなものをというオーダーでしたので、それならまるきり独立したお話よりも、次巻の〝末すえ摘つむ花はな〟とリンクできたらなと考えて、その方向で進めていただいております。是これ光みつがついに路上ナンパにチャレンジ、なお話で、〝末摘花〟を読んでいると、あ、そういうことだったのかと、にやっとできるような内容になればと、企たくらんでいます。

　声優さんも、一いつ生しよう懸けん命めい選んでいただいております。是光とヒカルが、む、難しいですっ。特に是光！　トーンが高すぎるとやんちゃすぎてしまうし、渋しぶくて低い声だとおじさんに聞こえてしまうし……。けどきっとベストな配役でお届けできると思います。

　登場するキャラは五名です。どのキャラが来るのか想像しながらお待ちください。発売は〝末摘花〟と同じくらい──夏の終わり頃の予定です。ファミ通文庫さんのホームページなど、ぜひチェックしてみてくださいませ。この本が出る頃には、なにか決まっているかも。

　そして、末摘花といえば、外見がアレな女の子の代名詞ですが、表紙は一体どうなってしまうのでしょう！　竹岡さんのイラストを拝はい見けんするのが楽しみでなりません。

　それでは『ヒカルが地球にいたころ……⑤　〝末摘花〟』で、お会いしましょう。





二〇一二年三月一〇日　野村美月
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